



日 時 こ平成 3年 9月 1 日 く削 9時30分
場 所 二金 沢 大 学 医 学 部 ほ か
シ ンポジ ウム r特定疾患くい わ ゆ る難病I の 実態と ． そ
の 診断 ． 治 療の 進歩J
司会 藤 田士 郎 く石川県医師会ナ
竹 田亮祐く金沢大学医学部第 2内科1
1． 北陸に お け る実態
伊川 あ けみ く石 川県厚生部ナ
2． 全身性 エ リ テ マ ト ー デ ス
高田 実く金沢大学医学部皮膚科I
紺井 一 郎 く金沢大学医学部第 2内科ン




5 ． サル コ イ ド ー シ ス
石 崎武志 く福井医科大学第 3内科1






内 科 分 科 会
第149回 日本内科学会北陸地方会
A会場
座長 藤村政樹 く金沢大学第 3内科1
1 ． 胸部X線陰影に 一 致 し， 67Ga の 集積 を認 め た肺胞
蛋白症の 1例
0 品 川俊治 ， 畠 山収 一 ， 宮内 勉
岡本理 花 ， 宮川松剛
，
伊藤利之
北野 博嗣， 泊 康男 く北陸中央病院内科さ
安井正英， 新谷博 元 ， 藤村政樹
く金大第 3内科1
2 ． ブ ロ ン コ レ ア を伴 っ た気管支喘息の 1例
0 斉藤元 泰 ， 居軒 功 ， 森下大樹
中村勇 一 ， 村田 義治， 藤岡正 彦
村本信吾く公立能登総合病院内科I
安井正英 ，．新谷博元 ． 藤村政樹
く金大第 3内科1
3 ． マ イ コ プ ラ ズ マ 肺炎治療中に 発症 した M inocycli－
n e に よ る薬物性肺臓炎の 1例
0太田 黒 満美子 ， 山形寿生， 定梶裕司
石 田 哲也 ， 南 真司 併波厚生病院内科j
4 ． 診 断困難 で あ っ た肺癌の 1剖検例
0 森 保 人 ， 明 茂治． 熊定 一 郎
武田 康 ， 荒木 一 郎 ， 上 野敏男
立村森男
， 森 永健市く浅 ノ川総合病院内科I
北川正信く宮山医薬大第 1病理I
5 ． C O P D患者 の運動負荷試験 に お ける 最大酸素摂取
量 と乳酸億 に つ い て
0 島田 政則 ， 三 沢利博 ， 高島 学
伊藤清吾， 黒 田 ひと み ． 鈴木仁弥
く福井総合病院内科I
座長 一 二 三 宣秀く金沢循環器病院内科1
6 ． 孤立性三 尖弁閉鎖不全症 を合併 した 甲状腺心 の 1
例
0 森 清男， 中条達也 ， 原城達夫
中構智子 ， 高木義則 ， 高桑 健
桝 田昌之助く芳珠記念病院内科I
7 ． 画像診断も有用 で あ っ た 急性心 外膜炎の 1例
0 渋谷敏幸 ， 柴 田 修， 尾 高和亮
松本三千夫 ， 英 尚艮， 金 山隆 一
く済生会富山病院内科I
8 ． 繰 り返 す シ ョ ッ ク状態よ り救命 し得た 冠動脈攣縮
の 1症例
0 竹 田伸也 ， 堀 田祐紀 ， 蘇馬隆 一 郎
佐藤幸浩， 中野 一 郎 ， 河 合 盛光
蜂谷春雄， 西 野 逸男， 中村保雄
く氷見市民病院内科1
古本尚文く同 放射線科I
9 ． 心室性頻拍 を呈 した 川崎病と思われ る 1例
0 下野 真由美， 藤木 明， 谷 昌尚
麻野井英次， 三 羽 邦久， 藤 田 正俊
篠山重威く富山医薬大第 2内科う
10． 当院に お け る 急性心筋梗塞治療 の 動向
0広野 正 明 ， 久保 田幸次 ， 古沢明彦
中源雅俊， 辻 川弘子 ， 宇野 博治
北村憲治く公 立 松任石 川 中央病院内科j
ll． 循環器 領域 に お ける 超高速 C Tくlmatro n茸ンの 有用
性
0 梶波康 二 ， 増山和彦 ， 安達昌宏
真 田宏人 ， 岡本 秀樹 ， 関 宏恭




12． 感染性腎の う胞 を併発 し た糖尿病の 1例
0 西 村奉行 ， 山岸昌 一 ， 高校正 芳
河合博志 ， 小 松義和 ， 岩 田 章
長田清明 く金沢赤十字病院内科1
中嶋和書く金沢市立病院泌尿器科1
13． 拳腫瘍 を伴 っ た 高齢発症糖尿病 の 1 例
0 金子 美保子 ， 内田健 三 ． 中野 茂
宮内英 二 ， 小 豆 沢定秀， 木 越俊和
森本真平く金医大内分泌内科ナ
秋山高儀 ， 小島靖彦 く同 消化器外科1
14． 卵巣癌 の治療中， 亜 急性甲状腺炎様所見 を呈す る
甲状腺癌を合併 した 1例
0 渡辺 弘之 ， 河村宇津彦 ， 山 口 泰志
安川善博 ， 佐野 正 登 ， 竹村 修
前田敏男く映寿会病院内科1
滝 川稔邦 ， 林 久男
く北陸大学薬学部創薬研1
岡井 高 ， 澤武紀雄く金大が ん研内科1
15． 心不全お よ び出血傾向を伴 っ た 甲状腺機能低下症
の 1例
0 若杉隆伸 ， 青山隆彦 ， 平井淳 一
嵯峨 孝 ， 高瀬恵 一 郎 ， 羽 場利博
明石宣博 く福井県立病院内科う
16． 悪性眼 球突出症 を伴 っ た 原発性甲状腺機能低下の
1例
0塩崎晃平 ， 平 井雅晴 ， 大屋栄 一
岸 田 繁 ， 中井継彦 ， 宮保 進
く福井医大第 3内科1
座長 松原四郎 く金沢大学神経内科1
17． 気管支喘息重積発作後 に 生 じ た Lan c e－A da m s症
候群が 疑わ れ る 1症例
0辻滞寧枝子 ， 小滞 眞ニ ， 中崎繁明
溢谷浩司 ， 望月康弘 ， 瀬野晶子
濱田 明 ， 北尾 武く国立療養所北潟病院内科1
18． 12年の 経過 をお い て再発 した ギ ラ ン ． バ レ ー 症候
群の 1例
0 佐藤伸彦 ， 関矢僑康 ， 喜多敏明
島田多任意 ， 嶋田 豊， 櫓山草孝
寺沢捷年く富山医薬大和漢診療部1
19． 急激な 呼吸 筋麻痔 を呈 し ス テ ロ イ ド投与が有効で
あ っ た 高齢者ギラ ン ． バ レ ー 症候群の 1例
0 奥村栄二 郎 ． 金 秀樹 ， 木村和宏
吉村輝夫 ， 黒 田 高雄く公立小浜病院内科I
入江幸 二 く同 整形外科1
会
広瀬敏 士 洞 脳神経外科
笠松 誠く社保勝山病院内和
上 田 孝典 ， 中村 徹く福井医大第1内科
2 0■ 筋萎縮 に 左 右差 を認 め た 筋緊張性 ジス ト ロ フ ィ症
の 1例
0 平山幹生 ， 武藤 多津郎 ， 阿久 根敦子
熊野貴規， 字安秀行， 富岡秀夫
小野博美 ， 郡 大裕 ， 藤木典生
く福井医大第2内科
中崎繁明く国立療養所鈴鹿病阻
21． ポ リ オ後遅発性筋萎縮症 の 1例
0 浜 田敏夫 ， 高守正 治 ， 井手芳彦
く金大神経内剛
坂下泰雄く市立砺波総合病院神経内科
22． 突発 性難聴 を伴 っ た脳 幹梗塞 の 1 例
0 林 茂， 伊藤 高明 ， 高松秀行
中村道寛 ， 土 谷 武嗣 ， 西田幸治





座長 岡井 高 く金沢大学が ん研究所内科
1 ． 急性肝炎重症型お よ び 小児例 を含 む A型肝炎が同
時多発 した 1家系
0 元 雄良治， 山口 泰志， 毛利郁朗
山川 治 ， 河上 浩康， 渡辺弘之
里 村吉成 ， 太田 英樹 ， 岡井 高
澤武紀雄 く金大 がん研内科







岡田和彦 ， 西森 弘
中山義秀 ， 日置 将
寺崎禎 一 ， 杉山和子
清水裕秀 ， 清水幸裕
山崎国男． 宮林千春
村嶋 誠 ， 樋口清博
努藤清 二 ， 田 中三 千雄 ， 渡辺明治
く富山医薬大第3内相
3 ． 血梁交換 と ど リ ル ビン 吸着 に よ り救命し得た術後
肝不全 の 1症例
0 河合盛光 ， 竹 田伸也 ， 佐藤幸浩
中野 一 郎 ， 蘇馬隆 一 臥 堀田柘紀




牛島 聡 く同 外科1
松井 一 裕 く富山医薬大第 1病理J
4． 十二 指腸炎 に よ り 著明 な十 二 指腸狭窄 を来 した と
思わ れ る 1 症例
0 佐藤宰浩 ． 西 野 逸男 ， 中野 一 郎
竹 田伸也





松井 一 裕 く富山医薬大第 1病理I
5． 血管塞栓術に よ り止 血 し得た 出血 性直腸潰瘍 の 2
例
0 津川善意 ， 水嘗 一 秋， 佐藤 陸
島崎英樹， 大家他事雄く石 川 県中内科I
清水博志く同 放射線科I
6． 摘便時の組織片が診断の 契機と な っ た マ ク ロ ア ミ
ラセ ミ ア合併大腸癌 の 例
0 東 徹， 大西定司 ， 斉藤八 千代




白石泰三 ， 中久木和也 儒井医大第 2病 理j
座長 紺井 一 郎 く金沢大学第 2内科1
7． マ ム シ 唆瘍後 に 急性腎不全を併発 し た 1例





く金 大 第2 内科1
相滞芳樹 く同 集中治療部さ
8一 ル ー プ利尿薬 に よ る と 思 わ れ る低 カ リ ウ ム 血性筋
症お よ び 腎症 を認め た 1例
0 杉森成実
，
斉藤弥章 ， 吉 村光弘
森本日出雄 ， 木田 寛 ， 杉岡五 郎
く国立 金沢病院内科1
渡辺棋七郎く同 病理ラ
9． 腎不 全症 例 に 合併 し た結核症
0 安倍俊男 ， 加藤充朗 ， 北野 善郎
笠原 寿郎
， 永井幸広 ， 織田裕 之
杉山 有 ， 米島 学
， 杉本尚樹
沢田大成 く金沢市立病院内科j
軋 ネ ヒ ロ ー ゼ症候群発症後 ， 1 ケ月 で 腎不 全と な り
死亡 し た fcxIalglo m e rulo scle ro si の 1 剖検例
0 塩 谷昌彦
， 木－F 勝， 大 川義弘
谷 口 透 ， 佐藤 清 く城北病院内科ナ
11． 水中毒の 2例
0 黒 田 ひ と み ， 鈴 木仁弥， 三沢利博
伊藤清吾 ， 高島 学 ， 島田正 則
く福井総合病院内科1
松本完治く福井病院精神科ナ
岸田 繁， 宮保 進く福井医大第3内科J
12一 維持透析患者 に お ける 甲状腺 の 形態学的変化
0 松田暫久， 畠山収 － ， 野村英樹
宇賀治陽 一
， 宮崎良 一 ， 藤田 幸雄
く藤 田記念病院内科ナ
吉田隆治 ， 淡路三 男く同 超音波検査室1
座長 羽場利博く福井県立病院内科J
13． 特 異な病理 像 を呈 し自然寛解 した 高齢 ネ フ ロ ー ゼ
症候群 の 1例
0 和 田隆志 ． 滝谷裕緒， 山異 勉
柴田和彦 ， 山川 治， 宮本市郎
西 田哲也 ， 竹森康弘 ， 野 田 八嗣
く富山労災病院内科I
太田 五 六 く同 病埋1
14 ． 尿細 管性 ア シ ド ー シ ス ， 骨 軟化 症 を 合併 し た
シ ェ ー グ レ ン 症候群 の 1例
0 羽 場利博 ， 高瀬恵 一 郎 ， 木藤知任意
明石 宣博 ， 山崎義亀与く福井県立病院内科さ
15． 両側突発性難聴 を合併 し た ベ ー チ ェ ッ ト病の 1例
0 宮森弘年， 林 茂， 真智俊彦




16． 多発 性肺梗塞お よ び 心筋障害を伴 っ た Chu rg－Str．
a u ss症候 群の 1例
0 竹田 慎 鵬 ， 鷹田 悟志 ． 森岡 健
辻 博， 山内博正 ． 牧野 博
高桜英輔 く黒部市民病院内科ナ
新井裕 一 く同 神経内科1
17． 炎症 所見が 先行 し た側頭動脈炎 の 1例
0 浅地孝能 ， 村上 瑛 二 ， 竹越 嚢
松井 忍 ， 津川博一一 ， 的場宗敏
福 岡卓実 く金医大循環 器 内科う
座長 吉 田 喬 く金沢 大 学第3内科ナ
18． 特異 な 血 液像 を 呈 し た H如 er e osinophilic s叩dr．
Onl eの 1 例
C 佐々 木茂樹 ， 又 野 禎也 ． 塩原信太郎
中横泰人 ， 藤村政樹 ， 中尾 真二
小 林和 美 ， 大 竹茂樹 ． 吉 田 喬
中村 忍 ， 松田 保 く金大第3内科1
杉原範彦 ， 清川裕明 く有松中央病院1
1 9． 視床出血 を合併し た Zie v e症候群の 1例
0 山下 朗 ， 彼谷裕康 ． 前野 孝治
佐藤重彦 ， 福岡賢 一 ， 間藤和博
1020
登谷 大修 ， 田中延善， 中屋 昭二 郎
柳 碩也儒 井済生会病院内糾
20． 真性多血症 に ネ フ ロ ー ゼ症候群 を合併 した 1 例
0 武島 稔 ， 魚谷知佳 ， 神野正敏
くN T T金沢病院内科I
中村 忍 ， く金大第 3内科1
此下忠志く同 第 2内科I
21． 急 性硬膜下血腫 を起 こ し た 血液凝固第 用 因子
in hibito rを有す る 1 例
0 高桑 浩 ， 石 田 陽 一 ， 黒 崎正 夫
石田礼二 く富山市 民痛院内科1
宮森正郎 ， 山野 清俊く同 脳神経内科一
大竹茂樹 ， 山崎雅英 ， 松田 保
く金大第3内科1
22． 肺塞栓 をき た した 本態性 血小板増加症 の 1例
0 上 田 幸生 ， 真野鋭志 ， 稲津明 広
鈴木文子 ， 藤田 － ． 北村 勝
平 田 昌義 ， 亀田 正 二 ， 能登 捻
くり1松 市民病院内科1
岩 田卓造 く岩田内科医院1
座長 中村 忍く金沢大学第 3内科
23． 自 己免疫性溶血性貧血 に 合併 し急激 に 進行 し た多
発性 ア ス ペ ル ギル ス症
0 定 清直， 佐藤あか ね ， 神谷健 一
清水寛正 ， 綿谷須賀子 ， 田 中経雄
浦崎芳正 ， 通山 薫 ， 和野雅治
津谷 寛 ， 李 鐘大 ， 上 田 孝典
内田三千彦 ． 中村 徹く福井医大第 1内科1
佐々 木文彦く同 第3内科1
24． 多血症 を契機 に 見い 出さ れ た 腎癌 の 1 例
0 楠 憲夫， 岩井中陽 一 ， 田 口 富雄
水橋啓 一 ， 山 口和 由， 三宅 靖
新 田 裕 ， 松原隆夫， 宮際 幹
水野清雄 ， 平岩善雄 ， 稲土修嗣
品川俊男く富山赤十字病院内科1
萩中隆博 ， 酒井 晃く同 泌尿器科1
25． 甲状腺機能元進症の 治療経過中に 発症 し た再生不
良性貧血 の 1剖検例
0 池本雅仁 ， 菓子 井良郎 ， 吉川 俊史
加藤弘巳 ， く富山医薬大第1内科1
石澤 伸く同 第 2病理1





27． 脾過誤腫 の 1例
0 河 合博志 ， 長 田清明 ， 西 村奉行
小松義和 ， 岩田 牽く金沢赤十字病院内科





1 ． Mu リ ズ ム の 変化
0 村田 一 郎 く加賀神経 サ ナ トリウムI
越 野好文， 村田 哲人 ， 大森晶夫
西尾昌志 ， 坪川 み ゆ き ， 伊崎公徳
く福井医大神経精神
堀江 端く福井県立精神病院1
浜 田敏彦 ， 久保 克美， 宮越 基
く福井医大中央検査酌
2 ． 全盲者の超 短期睡眠 ． 覚醒 ス ケ ジ ュ ー ル と生体リ
ズム
0 中川博幾 く福井医大神経精椰
Robe rt L ． Sa ck AlfredJ． Lewy
くOrego n He alth Scienc e University， US AJ
3 ． 頻繁 な睡眠 時無呼吸 を認め た 末端肥大症の 2例
0 荒井秀樹 ， 上 野 勝彦， 古田寿 一
前田 義樹 ， 山森正 二 ， 中川啓子
ノJl坂 一 畳 ， 山口 成 長 く金沢大医神経精神
石 黒 信治 く城南病院I
佐野 誘く国立金沢病院神掛
竹内喜洋 ， 井城 一 弘． 藤井寿美枝
中林 肇く金沢大医2内J
4 ． Brotizol am 投与後出現 した健忘 を 主症 状と する異
常行動 の 2症 例
0 森川恵 一 ， 貴志英生く福井松原病掛
村田哲人 ， 松原六郎く福井医大神経精神





6 ． 精神分裂病患者の 局所脳血流所見に つ い て
0 浦田 克己 ， 川 崎康弘， 前田義樹
山口 成良く金沢大医神経精柵
鈴木道雄 く富山医薬大精神押掛
松 田博史 ， 久田 欣 一 く金沢大医核医劉
7 ． 精神分裂病患者の M Rl所見 に つ い て
－側頭葉形態異常の 検討－




鈴木正行 ． 高島 力く金沢大医放射紛
8． 精神分裂病患者の 視覚弁別課題時 に お け る P300
に つ い て
一 波形分類 と病塾 ． 症状評価 ス コ ア と の 関係
お よ び経過 に 伴う 変動 －
0 岩崎真三 ， 中川東夫 ， 有原 徹








lO． 精神分裂病者 に よ っ て語ら れ た幻聴消失過程
0本 田 徹く富山市民病院精手刷
11． Cre utzfeldt－Jaltob 病初期の S P E C T所見
一 周期性同期性放電の 発 生 機序 と の 関連 －
0 谷井靖之 ， 金 英道
， 倉知正偉
く富山医薬大精神神経さ
JI一口 誠 く同 第 2病理I
12． 家族性発症の若年型 AIzheim er病 3例
0 松原 六 郎 ， 猪原久 貴， 佐 々 木 一 夫




13． 週1回 外来 O Tの 試み
一 時に ， 遠距離通院患者 へ の ア プ ロ ー チー
0 関 京子
， 武山雅志 ， 山川 孝子
上野優子 ， 柳下 道子 ， 松原六郎
く松原病院I
14． 精神科入 院患者の 家族の 態度
一 福井医大病院 の 場合 －
0 越野 好文
，
松 原六郎 ， 林 卓也
間所重樹
，
三崎 究 ， 村 田哲人
伊崎公徳 く福井医大神経精子削
15． 集団内観療法 に つ い て
0 草野 亮 ， 武藤 寛く福井県立 精神病院j
中島勝子 く福井県精神保健 セ ン タ ー 1
16． 精神遅滞者の 種々 の 常 同行動に 対す る 薬物療法
0 三 辺 義雄 ， 江 守賢次
， 倉知正 使
く富山医薬大精神神経ラ
17． 強迫性障害に 対 す る ク ロ ミ プラ ミ ン療法
0 坂 本 宏
， 木戸 日 出害， 住吉太 幹
浦崎晃 司 ， 山口 成良 く金沢 大医神踵精柵
18． 二 次性 う つ 病 を呈 した脳腫瘍 の 1例
0 坂 本隆行 ， 田 口真源
， 川村聡子
沖野 栄書 ， 板谷 春樹 ， 近択 一 夫
小林憲夫 ， 榎戸秀昭， 鳥居方策
く金沢医大神経精神J
19■ 難治性て ん か ん の 外科的治療
0 大西寛明 く浅 ノ 川総合病院脳神経外剛
Tohru Y am ada Me rk Ro ss
げ イ オ ワ 大神経内科1
山下純宏く金沢大医脳神経外科
特別講演
1 ． 抗精神病薬 の 薬理作 用
一 電気生理 学で わ か っ た基本的事実 一
三 辺義雄く富山医薬大精神神経1
2 ． 睡 眠 とて ん か ん
－ U CL Aに お け る基 礎的研究 一
和 田有司 く金沢大医神経精神ナ
第4会場 眼科分科会
1 ． 水晶体内鉄片異物に よ る s upe m or mal E RG
O 浅井宏息浅野直子周 辺譲 二
河崎 一 夫く金沢大 眼 科1
2 ． 特異 な u v ealeffu sion の 2症例
0 大 田妙子 ， 田辺譲二 ， 河崎 一 夫
く金沢大 眼 科プ
川 口 博治 く金 沢市I
升田義次く富山市J
3 ■ F riedreich，s ata xia に 伴 っ た bulls，s eye 黄斑 症 の
網膜機能所見
0 内山佳代 ． 常藤友護 ， 浅井宏志
若林謙二 ， 河崎－1一夫 し金沢 大 眼 糾
4 ． 後房 レ ン ズ移植術 を行 っ た家族性無虹彩症 の 2例
C 升田義次 く宮山市1
5 ． 無縫合白内障手術
J 小沢 正康 ， 小沢 玲子 く高岡制
6 ． 国立金沢病院に お け る超音波水晶体乳化吸引衛の
成績
こ 山下 陽子 ， 柳 田 隆． 土 屋 美 津 保
高比良雅之 ． 片 口 尚意 ， 和田 雅 子
瀬川 要司 く国立 金沢病院眼 糾
7 ． 前房蓄膿 を伴 っ た H L A． B2 7陽性急性前部ぶ どう
膜炎の 1 例
C 望月 雄二 ． 山村敏明 く金沢 医大眼科
8 ． 抗菌剤の 涙液移行の 検討
十 涙液採取法に つ い て －
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0 冨井隆夫 ， 福田 正道 ， 村野 秀 和
く金沢医大眼科1
9 ． 成人 に発 症 し た樹氷状血管炎の 1例
0 立浪和也 ， 片山寿夫 ， 窪田靖夫
く富山医薬大眼科1
浅香猶子 く社会保険高岡病院眼 科
10． 糖尿病性単純硝 子体出血 に 対す る硝子 体手術の 予
後
0 小林達治 ， 高柳克典 ， 米脇克哉
池間 毅 ， 石 黒裕之 ， 小嶋
一 晃
く福井医大眼科1
11， 角膜上 皮接着障害の 9例
0 花崎秀敏く福井県済生会病院眼科
12， 難治性網膜剥離 を合併 した ア ト ピ
ー 性皮膚炎の 1
例
0柳 田 隆 ， 土 屋 美津保 ， 山下陽子
高比 良雅之 ， 片 口 尚志 ， 和田 雅子
瀬川 要司 く国立金沢病院眼 科
第5会場
外 科 分 科 会
第8会場
第220 回北 陸 外 科学会
A会場
座長 唐木芳昭 借 山医科薬科大学第 2外科
1 ． 乳癌 の 予 後因子 と して の 胸 骨傍リ ン パ 節転移 の 評
価
0 太 田長義 ， 野 口 昌邦 ， 江嵐 充治
北川裕久 ， 宮崎逸夫 く金大 2外1
水上勇治く同 病理部1
2 ． 乳房温存療法施行症例の 検討
0 江嵐充治 ， 野 口 昌邦 ， 北川 裕久
太田長義 ， 宮崎逸夫 し金大 2鮒
斉藤泰雄 く同 放射線科1
3 ． 若年 者特殊型乳癌の 1例
0 長田 拓哉 ， 唐 木芳日召， 斉藤素子
日野 浩司 ， 南村曹司 ， 増子 洋
島多勝夫 ， 田 内克典 ， 川西 孝和
佐伯俊雄 ． 坂本 隆， 藤巻雅夫
く富山医薬大 2外1
4 ． 乳癌術前診断に お け る穿刺吸引細胞診の 意義
0 谷屋 隆雄 ， 斉 藤文良 ， 佐原博之
福島 恒， 角谷直孝 ． 薮下和久
黒 田吉隆 ， 小 西孝司 ， 辻 政彦
く富山県中外科j
福村 健 ， 三 輪淳夫 く同 病埋1
5 ． 自律性機能性腺歴 と e uthyroidGra v e s病の 合併 し
た小児 の 1例
0 坂 本浩也 ， 村井 仁 ， 堀地 肇
岩佐隆明く国立山中病院外和
一 前東亜 子 く同 小児科
道岸隆敏 く金大核医学糾
玉岡康志く金医大病勢
座長 荻野 知 巳 く金沢大学が ん研究所外科
6 ． 集学 的治療 が幸助 し た食道小細胞癌の 1 例
0 野 本 一 博 ， 山下 巌 ， 竹森 繁
斉藤智裕 ， 清水哲朗 ， 山田 明
榊原年宏， 黒 木義人 ， 坂本 隆
唐木芳昭 ， 田 沢賢次 ， 藤巻雅夫
く富山医薬大2州
7 ． 食道癌 に 対す る術前 照射 の 意義
0 月 岡雄治， 八 木雅夫 ， 加治正英
伊井 徹 ， 桝谷 博孝 ， 岩佐和典
伊与部尊和 ， 清水康 一 ， 泉 良平
三 輪晃 一 ， 宮崎逸夫 く金大2州
8 ． 早期食道癌 の 検討
0 佐 原博之 ， 福島 恒 ， 斉藤文展
角谷直孝， 谷屋 隆雄 ， 薮下和久
黒田吉隆， 小西孝司 ， 辻 政彦
く富山県中外糾
三輪淳夫 く同 病矧
9 ． 重症破傷風 の 1例
0 加藤明 之 ， 向 永光 く向病院外糾
花岡順 一 く同 内剛
根上利宏 く金医大神経内剛
．
10． Pr eDI Cお よ び DIC を伴 っ た症 例の 手術前後の
管理
0 大竹由美子 ． 川涌幸光 ， 道伝研司
浅井 徹く済生会石川総合病院外糾
座長 湯浅幸吉く金沢 医科大学胸部心臓血管外剛
11． 当科 に お ける き 胸部外傷症例 の 検討
0 山村浩軋 黒 田 譲， 小泉博志
石 田 誠 ， 笠 原善郎． 金 定基
三 井 毅 ， 浅田 康行 ， 飯田善郎
三浦将司 ， 藤沢正 清 偏 井県済生会病院外糾
12． 自然気胸 に て 発見さ れ た肺癌 の 1例
0 木元 春生， 永井 晃， 渾 重泣
く富山赤十字病院心臓血管呼吸器外剛
斉藤直敏， 北川正 信 膚 山医薬大第1病矧
13． 肺 原発 hem a ngiopericyto m aの 1 切除例
0 石川 昇 ， 清水淳 三 小田 誠
家接健 一 ， 関戸伸軋 大沢 武
渡辺洋宇 く金大1州
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水上 勇治 ， 野 々 村昭孝 く同 病理1
14． 気管内良性腫瘍の 経験
0 木村輝明 ， 豊 田恒良 ， 湯浅幸吉
清水 健 く金医大胸部心臓血管外科ン
座長山中 昇く福井赤十字病院呼吸 器 科ン
15． 乳房下水平皮膚切 臥 胸骨正中切開 に よ る 縦隔腫
瘍の 2手術例
0磯 野理 貴 ， 大竹洋介 ， 山中 晃
く福井赤十字病院呼吸器科I
16． 左迷走神経幹， 左 上腕神経草の 多発神経斡腫の 1
例
0 宮本直樹 ， 杉山茂樹 ． 原 祐郁
北 沢慎次 ， 中島邦書 ， 笠 島 宇
山本恵 一 く富 山医薬大 1外I
若木邦彦く同 病理I
17． 右側肺癌 に お ける リ ン パ 節転移形式 に 関す る 検討
0 打 田俊司 ， 能登 啓文 ． 戸島雅宏
秋本剛秀 ， 長嶋光樹 ， 野 尻 義文
顔
西谷 軋 藤村光夫 ， 前田 昭治
く富山県中胸部循環器外科1
18． 胸腺痛の 1 例




川森康博 ， 杉原政美く同 放射線科1
高柳芦立く同 中央研究検査部病理1
座長 大橋博和く福井循環器病院外科1
19． 最近経験 した 薬物抵抗性 正 に 対 す る M V Rの 2
治検例
0大竹裕志 ， 松永康弘， 松本 勲
三崎拓郎 ， 渡辺 洋宇 く金大 1外1
20． 三尖弁に 駿頓 した右室粘液腫の 1手術例
0 藤 井 奨 ， 大中正 光 ， 大橋博和
境 泰史 ， 村上 晃 ， 田 中 孝
く福井循環器病院外科1
21一 一 弁の み の 変化が あ っ た A S Rの 1 例
0 打 田俊司 ， 藤村光夫， 西 谷 泰
秋本剛秀 ． 長嶋光樹， 戸島雅宏
野 尻 義文 ， 能登 啓文． 前田 昭治
く富山県中胸部循環 器 外科1
22． 下垂 体機能低下症 の CA BG
O 安 田 保 ， 川 筋道雄 ， 榊原直樹




23． 大 腿 動脈 に 発 生 し た感染性動脈癌の 二 期手術 に よ
る 1 治験例
C 松山寛彦 ． 天 谷博 一 ， 津田 武嗣
松村光曹司 ， 上 坂孝彦 ， 佐々 木正 人
森岡浩 一 ， 井草彰夫 ， 千葉 幸夫
村岡隆介く福井医大 2外1
24． 下 行胸部か ら上 郡腹部大動脈 に 至 る 巨大な胸腹部
大動脈癌 の 1手術治験例
0 坪 田 誠， 閑 雅博 ， 遠藤将光
宇野雄祐
，
小林 弘明 ， 佐 藤日 出夫
木谷 正樹く石川県中心臓血管外科I
25． 右肺内破裂 に よ る喀血 を来し た弓部大動脈癌 の 1
救命例
0澤 重治， 永井 晃， 木元 春生
僧 山赤十字病院心臓血管呼吸器外科1
三宅 靖 く同 内科1
26， 当科に お ける非解剖学的 バ イ パ ス 例の検討
0 遠藤将光 ， 閑 雅博 ， 佐 藤日 出夫
小林弘明， 坪 田 誠， 宇野雄祐
く石川県中胸部心臓血管外科1
27． 梅毒性腹部大動脈癌 と動脈硬化性腹部大動脈癌 を
合併 した 1 例
0 中島邦書， 阿部吉伸， 高野 徹
木元文彦， 横川雅康， 山本恵 叫
く富山医薬大 1 外1
座長 松原純 一 く金沢医科大学胸部心臓血管外科j
28． 下大静脈療 を呈 し た仮性腸骨動脈癌
－Y グ ラフ ト置換術16年後 に 発症 した 1例－
0 野 尻 義文
， 戸 島雅宏， 西谷 泰
打 田俊司 ， 能登 啓文， 藤村光夫
く富山県中胸部循環器外科1
29． 上 腸間膜動脈 お よ び両下肢動脈塞栓症の 1治験例
0 常塚 宣男 ， 浦山 博 ， 片田正 一
渡辺洋 宇く金大 1 外ン
金井正信く市立 砺 波総合病院内科I
向 歩 ， 洒徳光明 ， 荒川 龍夫
く同 胃腸科ナ
伴登宏行 ， 清原 薫， 小 杉光世
小林 長く同 外科1
30． 下肢静脈癌 に 対 する 硬化療法
0 明元 克司 ， 竹村博文 ， 上 山武史
く国立金沢病院心臓血管外科1
31． 骨破壊 を伴 っ た大腿部外傷性血腫 の 1 例
0 矢崎 潮 ， 斉藤 裕 ， 小林孝 一 郎
村上 望， 花立史香 ， 平野 誠
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桶川弘勝， 龍沢俊彦く厚生連高岡病院外科I
増 田信 二 く同 病理1
浦山 博く金大 1 外1
32． 吻合部動脈癌の経験
0 加藤全功 ， 長末正 己 ， 松原純 一
清水 健 く金医大胸部心臓血管外科I
座長 三輪晃 一 く金沢大学第 2外科1
33． Do uble PカO m Sを形成 し た高齢者胃潰瘍の 1手術
例
0 繁藤素子 ， 島多勝夫 ， 坂本 隆
黒木嘉人 ， 榊 原年宏 ， 山田 明
唐木芳昭 ， 田 沢賢次 ， 藤 巻雅夫
く宮山医薬大 2外1
34． 胃小網胸痛の 1 例
0 石黒 栄紀 ， 中坪直樹， 辻本 優
高橋英雄 ， 牛島 聡 ， 若狭林 一 郎
村 田修 一 ， 清崎克巳 く氷見市民病院外科1
松井 一 裕 ， 北川正 信く富山医薬大第 1病 理1
35． 術前早期癌の形態 を呈 し た 胃噴門部粘液癌 の 1例
0 渡辺美智夫 ， 源 利成 ， 荻野知 己
黄 承東 ， 野村英弘， 藤岡 央
表 和彦 ， 浅井 透 ， 太田 孝仁
高橋 豊 ， 磨伊正 義く金大 が ん研外科ン
36． 腫瘍径 か らみ た早期胃癌の検討
0 木村寛伸 ， 高村博之 ， 前 田基 一
魚岸 誠 ， 素谷 宏 ， 神野正 一
く恵寿総合病院胃腸科1
川島篤弘く金大第 1病理1
37． 当院 にお け る胃癌症例の検討
0 向 歩 ， 洒徳光明， 荒川竜夫
く市立砺 波総合病院胃腸科1
中島久幸 ， 清原 薫 ， 山下良平
伴登宏行 ， 森 田克哉 ， 原 田 猛
小杉光世 ， 小林 長く同 外科1
座長 桶川弘勝く高生連高岡病院外科1
38． 残胃癌の 検討
0小坂健夫 ， 竹川 茂 ， 加藤真司
萩原広彰 ， 冨田 富士 夫 ， 小 島靖彦
高島茂樹 ， 木南義男く金医大 一 般 消化器外科1
39． 幽門側進行胃痛 に対 す る胃全摘術兼膵亜全摘術
一 特 に 膵尾部上腹壁有茎移植 に つ い て －
0 村上 望 ， 橋 川弘勝 ， 平野 誠
斉藤 裕 ， 花立史香 了 小林孝 一 郎
矢崎 潮， 龍 沢俊彦 く厚生連高岡病院外科1
40． 空勝 間置術 に よ る胃亜 全摘後再建法の検討
0 中野泰治 ， 北林 一 男 ， 澤 敏治 ， 吉光外宏
く国立療養所敦賀病院外科
41■ 持続温熱腹膜濯流施行例 に お け る 胃痛簗膜浸潤肉
眼分類 と その 予後 に つ い て
0 仲井培雄 ， 米村 豊， 加治正英
村岡恵 一 ， 津川浩 一 郎 ， 松本 尚
瀬Jlほ孝 ， 高野 靖 ， 伏田幸夫
三輪晃 一 ， 宮崎逸夫く金大2舛
42． CH P に よ る癌腹膜播種性転移 の治療
0 出口正 秋 ， 片山寛次 ， 飯田 敦
古村能筆， 竹 内 一 雄 ， 野手雅章
広瀬和郎 ， 関 弘明， 磯部芳彰
嶋田 紘， 中川 原儀三 く福井医大1州
B会場
座長 三浦将司く福井県済生会病院外科1
4 3． 肝切 除症例 の検討
0 磯部次正 ， 佐 久間寛 ， 中 文彦
上 田 博 ， 倉知 固く辰 口 芳珠記念病院外糾
44． 肝細胞癌 に お ける 予 後因子 と し て の arg yrophnic
n u cle olar O rganige rre sio nくAgNORlの 有用性の検
討
0 岩佐和典 ， 伊井 徹 ， 伊与部尊和
桝谷博孝 ， 橋本哲夫 ， 桐山正人
清水康 一 ， 八 木雅夫 ， 泉 良平
宮崎逸夫く金大2州
45． 肝転移 ， 再発肝癌 に 対す る治療
0 道伝研 司 ， jけ浦幸光， 大竹由美子
浅井 徹く済生会石川総合病院外科
46． 肝 の う 胞が 成因 と考 え られ た 良性肝内肝管狭窄の
1例
0高村博之 ， 前 田基 － ， 木村寛伸
魚岸 誠
，
素谷 宏 ， 神野正 一
く恵寿総合病院胃腸柳
川島篤弘 く金大第 1病矧
47． 当科 に お け る肝内結石症治療例 の 検討
0 石田 誠， 三 井 毅， 三浦将司
小泉博志 ， 山村浩然， 笠原善郎
金 定基
，




座長 秋本龍 一 く浅 ノ 川総合病院外糾
48． 胆嚢結石の 成分分析
0 高田道明 ， 秋本龍 一 ， 谷 卓
菅 敏彦 磯 ノ 川総合病院外釧
49． 胆嚢捻転症の 1例
0 八 木真情 ， 鈴木 衛 ， 佐々 木正寿




0 滝田佳夫 ， 高松 備 ， 津田 宏信
浅井伴衛 ， 道場昭太郎 ， 木下睡 之
菅原昇次郎く国立金沢病院外科1
若林時夫 ， 森本 日出雄 ． 山崎雅和
く同 内科1
51． 急性気脛性胆嚢炎の 1例
0 上 田順彦 ， 高橋信樹 ． 山崎英雄
平 野
一 別 く公 立加賀中央病院外科1
上 田和彦 洞 放射線科1
吉 田 茂 ， 谷野 幹雄 く金医大第 1病理1
蒲田敏文 く金大放射線科1
52． 術後急性胆嚢炎症例 の 検討
0 原 和人 ， 横山 隆 ， 古田 和雄
く城北病院外科1
座長 小西孝司く富山県立中央病院外科ン
53． 放射線療法 を加え た胆道癌治療症例 の 検討
0 村 井ア トム ， 嶋田 紘 ， 藤田 陸
士 山智邦 ． 泉 俊昌 ， 片山寛次
野手雅章 ， 関 弘明 ， 磯部芳彰
中川原儀 三 く福井医大 1外う
中津川重 一 く同 放射線科1
54． 当院に お ける 胆嚢癌手術症例の 検討
0 広瀬宏 一 ， 北川 晋 ， 渡辺 俊 一
龍沢 春彦 ． 林 裕之 ， 古川幸夫
石 田 一 樹 ， 森 善裕 ， 山田 哲司
中川 正 昭く石 川 県中 一 般 消化器外科1
55． 膵管胆道合流異常 に み ら れ た早期月旦嚢癌の 1 例
0 田 中文恵 ， 青竹利治 ， 田 中 尚
山本広幸 ， 広瀬由紀 ． 松下利雄
松崎彦 一 郎 ． 田 中猛 夫く福井赤十字病院外科1
56． 外傷性膵管閉塞の 1手術例
0 松村光誉司 ， 松山克彦 ， 津田 武嗣
天 谷 博一， 木村成里 ． 堀内哲也
高橋康嗣 ， 下松谷匠 ， 増田 靖彦
谷 川 允彦 ， 村岡隆介 く福井医大 2外1
57． 診断に 苦慮 した膵 の う胞腺癌の 1 例
0 長森正 則 ， 富田 寛 ， 大堀 功
松木伸夫 ， 島 弘三 く富山労災病院外科1
広瀬仁 一 郎 く同 放射線科1
太 田五 大 く同 病理部1
座長 中川正昭く石川県立中央病院外糾
58． 空腸粘膜膵管吻合 に よ る膵頭十二 指腸切除例 の検
討
一 膵管チ ュ ー ブ非使用 法 －
0渾 敏治 ， 北林 一 夫 ， 中野 春治
吉光外宏 く国立療養所敦賀病院外科1
59． 膵癌肉腫 の 1例
0 竹山 茂， 広野 靖夫 ， 洲崎雄計 ， 高嶋 達
西田良夫 く黒部市民病院外科1
湊 宏 ， 中沼安 二 く金大第 2病理1
60． 慢性膵炎の 経過観察中に 発見さ れ た膵癌の 1例
0 中村寿彦 ， 吉田政之 ， 羽柴 厚
山崎 四郎 ． 高橋 一 郎 ， 瀬川安雄
くJl松市民病院外科1
鈴木文子 ， 亀 田正 二 く同 内科1
天野雅子 ， 勝 山富明く同 放射線科1
勝 田省吾く金大第 1病理I
61． 膵癌に 対す る血管合併切除及 び化学療法の検討
0 北林 一 男 ， 中野 泰治， 澤 敏 治
吉光外安 く国立療養所敦賀病院外科1
62． 粘液産 生膵腫瘍 の 1手術例
0 堀地 肇 ． 村井 仁 ， 坂本 浩也
岩佐隆明く国立山中病院外科I
水野恭嗣 ， 松下蛮人く同 内科I
松能久雄 ． 玉 岡康志く金医大病理う
座長 田中猛犬く福井赤十字病院外科1
63． 粘液産生膵腫瘍 く膵管内乳頭腺腫1 の 1例
0秋山高儀， 斉藤人 志， 喜多 一 郎
小 島靖彦 ， 高島茂樹， 木南義男
く金医大 一 般消化器外科ン
金子美保子 ， 内田健三 く同 内分泌内科1
小西 二 三 男く同 病理1
64． 当科に お け る粘液塵生性膵腫瘍 の 臨床病理学的検
討
角谷直孝 ， 福 島 恒 ， 佐原博 之
斉藤文良， 谷屋 隆雄 了 薮下和久
黒 田吉隆， 小西 孝司 ， 辻 政彦
く富山県中外科う
三輪淳夫く同 病理う
65． 結腸 間膜原発 の Leio myobla sto m aの 1例
0 荒能義彦， 藤岡重w一 ， 横 井克己
く公 立 穴水総合病院外科1
66． 残存直腸再切除 が有効 で あ っ た慢性大腸偽性腸閉
塞症 の 1例
0 宮永大門， 大村健 二 ， 石 田 文生
呉 哲彦， 田 中松平 ， 川上 和之
橋本拓生 ， 渡辺 洋宇く金大 1外1
座長 小島靖彦く金沢医科大学 一 般消化器外科1
67． 大腸低分化腺病症例 の検討
0福島 恒 ， 佐原博之 ， 斉藤文良
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角谷 直孝 ， 谷屋隆雄 ， 薮下和 久
広沢久文 ， 黒 田吉隆 ， 小西 孝司
辻 政彦く富山県中外科う
三輪淳夫く同 病理う
68． 大腸癌再発 に 対 して骨盤内蔵全摘術 お よ び肺切除
術 を行 っ た慢性腎不全患者 の 1 例
0 西村元 一 ， 二 宮 致 ， 橋本 之万
く社保鳴和総合病院外科う
津川浩 一 郎 ， 八 木雅夫， 山口 明夫
く金大 2外1
野 々村昭孝く金大病理1
69． 骨盤内蔵全摘術 と化学療法くC D DP， 5rFu M Mc
Le u c o v orin， G－C S Fl に て 著効 を み た 進行直腸癌
の 1 例
0 金子 芳夫 ， 岩上 栄 ， 家接健 一
吉 田千尋 く有松中央病院外科1
前川正知 ， 清川裕明 く同 内科1
70． 直腸平滑筋肉腫 の 1例
0深原 一 晃 ， 津 田基晴 ， ． 杉木 実
辻本 優 ， 笠 島 学 ． 山本恵 一
く富山医薬大 1外1
斉藤直敏 ， 北川正信 く同 病理1
石坂伸太郎 く石坂病院1
71． 5年生存 を得た大腸癌 の卵巣転移 一 期的切除 の 1
例
0 中野 一 郎 ， 船木芳則 ． 生垣 茂
く和島病院外科1
村上真也く能登総合病院外科1
河原 栄く金大第 1 病理I
座長 川浦幸光く済生会石川総合病院外科ン
72． 大量下血 に よ り発見さ れ た 小腸粘膜下脂肪腰 の 1
例
0 長谷 部健 ， 神野正 博 ， 月 岡雄治
松本 尚 ， 黒 坂慶事， 山口 明夫
三 輪晃 一 ， 宮崎逸夫く金大 2外1
増永高晴 ， 竹 田康男く同 第 2内科1
73． 回腸末端 Yersinia 腸炎の 1例
0 佐久間寛 ， 磯部次正 ， 中 文彦
上 田 博 ， 倉知 固く辰 口 芳珠記念病院外科1
市原 強 く同 小児科1
今堀恵美子 ． 井田 正博 く同 放射線科ナ
松原藤継 く同 病埋1
74． 腸童積 を伴 っ た 回腸痛 の 1例
0 斉藤文良 ， 黒 田苦隆 ， 佐原博之
福島 恒 ， 角谷直孝 ， 谷屋隆雄




寺田光宏， 中川彦 人 ， 広瀬昭 一 郎
く同 内剛
75． 小腸 ■ 大腸悪 性 リ ン パ 腫 5例 の検討
0 菅原昇次郎 ， 高松 備 ， 津田宏倍
浅井伴衛
，
道場 昭太郎 ， 木下隆之
滝 田佳夫く国立金沢病院外糾
渡辺棋七郎 洞 病勒
76， 回盲部悪 性 リ ン パ 腰 の 1例
0 野 村英弘 ， 表 和彦 ， 源 利成
黄 承東 ， 藤岡 央 ． 渡辺美智夫
浅井 透 ， 太 田 孝仁 ， 高橋 豊
荻野知 己 ， 磨伊正 義 く金大 が ん研外科
座長 小 西 光世く市立砺波総合病院外科1
77． 特異 な形態 を呈 し た直腸 の m u cinou s ade n o carc．
bo m aの 1例
0 古田和雄 ， 横 山 隆 ， 原 和人
く城北病院外糾
塩谷昌彦 ， 大野健次く同 内科
袖本幸男く同 病矧
78． 巨大腹部腰痛 くS 字状結腸癌 と 巨大子宮筋腫合
併1 の 1 手術例
0 岩上 栄 ， 金子 芳夫 ， 吉田千尋
く有松中央病院外科
清川裕明 ， 前川正 知く同 内科
79． Rb直腸痛 に 対 す る重積法の経験
0 木村成 里 ， 松 山寛彦 ， 津田武嗣
松村光曹 司 ， 天 谷博 一 ， 堀内哲也
高橋康嗣 ， 下松 谷匠， 増田靖彦
谷 川 允彦 ， 村 岡隆介く福井医大2州
80． 裂肛 ． 肛門狭窄症 に 対す る外科治療の検討
0 飯田 善郎 ， 小 泉博志， 石 田 誠
山村浩然， 笠 原喜郎 ． 金 定基
三 井 毅， 浅田 康行 ， 黒 田 譲
三 浦将司， 藤沢 正 清く福井済生会病院外矧
81． 高齢者 に お ける 術後の 検討
平野勝康， 寺中正 昭 ， 足立 巌
丸岡秀範く城端厚生病院1
82． 術後 M RSA 感染症の 感染経路 の 検討
0 井上 哲也 ， 八 木雅夫 ， 加治正英
仲井培雄 ， 桝谷博孝， 伊与部尊和
岩佐和典 ， 清水康 一 ， 上野桂
一
山 口明夫 ， 米村 豊， 泉 良平
三輪晃 一
，






l． htra c a v e m ou s an e u rys m の 1手術例
0宮森正郎 ， 長谷川 健 ， 南出尚人
山野 清俊 く富山市民病院脳神経外科1
Dole n cの C O mb ined ap pro ach に よ り clipping を
行っ た intra ca v e rn O u S an euryS m の 1 例 を報告す る ．
症例こ43才 ， 女性 ． 左 動眼神経麻痔 に て発症 ． 血管撮
影に て， 1tIC－P C， rt intra c av e m o u sくC．J お よ び rt
M C Aa n e u rys m sの所見 であ っ た ． まず ， 1tIC－PC に
対し Clipping を行い 左 動限 神経麻痔 は消失 し た ． 次
に ， Dolen c の ap pro a ch に よ り intra c a v e rn O u S
an e urys m に 対 し clip ping を行 っ た ． 術後 ， 脳神経麻
痺な どの合併症 は 全 く 出現 し な か っ た ． Dole n cの
ap pr oa ch は， C aV e rn O u S Sinus su rgery に 際 し て ． 多く
の 長 所 を 有 す る 優 れ た appro a ch で． basua rtip
aneu rYS m に も 有用 で あ る ． こ れ か ら 益 々 c av e rn O u S
Sinu s s urge ry の 重要性 が増す で あ ろう ．
2 ． めま い ， 難聴 で発 症 した 椎骨動脈癌 の 1例
0 向井裕彦 ． 木谷 隆 一
く富山労災病院脳神経外科1
用神経障害で発症 した 椎骨動脈瘡 を報告 し た ． 症例




り． 1990年9月頃よ り 右聴力低下 ， 11 月30 日 よ り右耳
鳴り ， V e rtigo が 出現 し た ． 近医で 内服加療 を 受 け た
が
， 軽快せ ず当科紹介． 神経学的所見 で は 左向き の 水
平限振， 平均 60d Bの右感音性難聴 を認め た ． C Tで
は右小脳橋角軌 こ径 7m m の 円形 の is ode n sity m ass
を認め ， 血管撮影 で は 椎骨動脈の elo ngatio n と ， 径
7m m の動脈 瘡 を右内耳孔近傍 に 認 めた ． 右後頭 下 関
頭を行 っ た － W ， 用 間 に 動脈痛 が入 り込 み ， VIl恨 圧迫
され薄く変形し て い た ． br oad n e ck の た め c oathg を
行い ， さ らに 動脈癒とYIllの 間に テ フ ロ ン ワ ッ テ を挿 入
した－ 術後め ま い
， 耳鳴り は漸次軽快 し消失 ， 難聴は
正常に 回復し た ． 今回 の 症例 は第 岬申経根 へ の 圧 迫が
めま い ， 耳鳴り
， 難聴 の 原 因と なる こ と
，
お よ びそ の
除圧 によ り症状の 改善 が得 られ る こ と を 明ら か に し て
いると思わ れた ．
3 ． 突然死 した椎骨脳底動脈瘡の 1例
0 白崎直樹 ， 河野寛 一 ， 細谷和生
野 口 善之 ， 土 田 哲 ， 久保 田紀彦
く福井医科大学脳神経外科1
64歳男性 ， ク モ 旗下 出血後水頭症 の 疑 い で 血管撮影
予定だ っ た ． 原 因不明 に て 突然死し た ため 剖検 を行っ
た ． 全身所見で は
， 左気胸 と 両肺 上薬 の ブ ラ が み ら
れ
， 中枢神経系 で は ， 左 椎骨動脈 の 解離性動脈瘡 と橋
延髄背側部 に 対称性 に 広が る脳幹部の 出血性梗塞 がみ
ら れ た ． 脳底動脈系は ， 右椎骨動脈が閉塞 し てお り
，
左椎骨動脈 と右後交通動脈 か らの み 血流が保た れ て い
た ． ま た出血 性梗塞 を呈 し た部位は ， 脳底動脈穿通枝
の W aterShed 領域 に 一 致 して い た ． 以上 よ り 二 つ の 可
能性が 示 唆さ れ た ． 1う 緊張性気胸 に よ り縦隔が変位
し心 停止 を き た し た ． 脳幹の 病変 は ， 解離性動脈瘡に
よ り脳底動脈 の 血 流不全の た め著明 だが ， 心停止 後 の
低酸素に よ る 二 次的病変 で あ る ． 2う 気胸 は蘇生術 に
よ る 医源性 の も の で ， 椎骨動脈膚の 解離が進 み ， 脳底
動脈に 血 流不 全 が起 こ り ， 一 次的 に 迷走神経背側核 を
含む心停止 を き た した ．





れ ， 以 後腎機能 ． 血 圧 の 異常の 指摘 な し ． 亡現痛歴コ突





C T でク モ 膜下 出
血 血管撮影 で 左後大脳動脈瘡の 診断を得 た ． 亡経過コ
入院翌 日 ne ck clipping 循 ， 46 日後 V．P shu nt術 を施
行 し ， 左動眼 神経麻痺の み を残 し退院． 亡考察コ我々 が
渉猟 し得た多褒胞腎の 脳動脈癒合併96例中破裂例 は74
例で ， M C A， VA I B A は領域の 動脈痛が やや 多く
，
発
症の ピ ー ク は40才台で 若年 発症の 傾向が み ら れ た ． 高
血圧 ． 腎障害の 頻度は加齢と共に 高く な る こ と
， 脳動
脈癒合併例の 約80％が破裂 し ， 非 手術例の 死 亡 率 が非
常に 高し1 こ と か ら
，
多重胞腎患者 は可 及 的早期の 脳動
脈癌検索に よ る 早期外科 治療が検 討 さ れ る べ き で あ
る ．
座長 石 倉 彰 く国立金沢病院脳神経外剛
5 ． 上 矢状静脈洞血栓症 の 1例
0 池田正 人 ， 泉 祥子 ， 石 倉 彰
く国 立金 沢 病院脳神経外科1
症 例 は42才男性 で ， 昭和60年12 月 5 日交通 事故 ， 他
院で ， 右視野 欠乱 C Ts c anで ， 左後頭葉に 異常 を指
摘され ， 当科紹介さ れ た ．
C Tで ， 左後頭葉 に 浮腫 を伴 っ た病変 を認め
，
1 2月
18日左後頭関頭 を施行 し たが ， 明ら か な腫瘍性病変 は
存在 しな か っ た ． 病理 所見は ， く も膜下腱を中心 に ，
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著明な慢性活動性の 炎症細胞浸潤が あ り ， 慢性髄膜炎
と診断され た ．
昭和63 年右副腎褐色細胞腫 の 診断で手術 を施行 ■ 退
院後も 頭痛が持敵 平成 3 年 3月視 野狭窄の 進行 に 気
付 き ， 頭痛 も増強し ， 再 入 臥 C T で は， 右後頭葉 に 浮
腫を伴う病変 を認め ， 脳室 を圧 排 して い た ． 造影C T
で は ， 上 矢状静脈洞後 に デ ル タ ． サ イ ン を認 め た ． 血
管撮影で ， 上矢状静脈洞後1ノ3 は造影 さ れ ず ， M R工 で
も 矢状静脈洞血栓症及 び ， 右後頭頭頂葉の 静脈性梗塞
と診断され た ． 頭痛軽減の た め に ， V Pshu nt と施行し
頭痛は軽快 した ．
長期に わ たる上 矢状静脈洞血 栓症 を経験 し た の で 報
告した ．
6 ． 敗血症性海綿静脈洞病変の 3例
0 吉 田 一 彦 ， 相原謙惜 ， 瀧波賢治
画角文英 ， 村 田秀秋く福井県立病院脳神経外科
し症例 1コ 53才女 ． 91年3月10 日40
0
C の発 熱 咽 頭部
痛 ， 頭痛 を認め解熱す る も 3 月28 日， 右 眼球突出， 球
結膜浮腫， 左眼 瞼下垂 ， と な り 傾眠状態 で 入院 し た －
白血球20，000， リ コ ー ル は混濁 ， 細胞数1 1，84 2ノ3， 培
養で Str epto c oc c us mule riを得 た － P C G と CT R Xの
全身及 び A ME の髄腔内投与 で改善 し た が ， 性格 変
化 右不全片麻痺 を残し た ， 亡症例 2コ37才男 ． 81年1
月 に 抜歯後の 痔痛 ， 発熱を認 め る も放置 ． 5月 8 日に
右眼 球突出， 球結膜浮腫 ， 傾 眠状態 と な り 入院 t 白血
球19，300， リ コ ー ル は混 濁 ， 細胞数は13，672ノ3で 第 5
病 日 に 死亡 した ． 症例 1 ， 2 は血管写 で 内頸動脈 C4部
の 狭窄を認め敗血 症性海綿静脈洞血栓症 と診断 ． 亡症
例 3コ42才男 ． 副鼻腔炎の 既往 が あ り90年11月25 日頭
痛 を認め ， 12月5 日複視 ， 左限 瞼下垂 が 出現 し入 院 ．
白血球18，000， リ コ ー ル 混濁， 細胞数764ノ右 以後眼球
突出が加わ り ， 第1 3病 日 に 死 亡 ． 剖検で 海綿静脈洞膿
瘍 と診断 した ．
座長 土屋 良武く福井県済生会病院さ
7 ． リ ン パ 球性下垂体炎と考え ら れ た 1例
0 藤井登志春， ノJl出謙 一 郎 ， 宇野 英 一
土屋良武く福井県済生会病院脳神経外科I
妊娠 を契機 に 発症 した リ ン パ 球性下垂体炎と考え ら
れ る 1例を経験 した ． 症例 は25才女性 ， 妊娠38週頃よ
り右後頭部鈍痛が あ り， 当科を受診 し た ． 初診時神経
学的検査で は ， 不 完全に 両耳側 上1ノ4盲 を認 め た 一 頭
部単純写で 鞍背に 軽度の 破壊像 を認 めた ． C T で は ト
ル コ 鞍か ら鞍 上部 に か け て ， 等吸 収域を 示 す 円形 の腫
癌 を認 め太 ． そ の 後 ． 無事女児 を出産 し ， 当科に 転科
した ． M Rl で は トル コ 鞍 か ら鞍上 部 に 突出する腫嗜を
認め た ． 腰痛 は T l， T 2強 調画像共 に 等信号域であ
り ， 均 一 に 造影さ れ た ． 血 液生化学検査で は ， 各前葉
ホ ル モ ン は下限 か ら低値 を示 し， 分泌刺激試験 に対す
る反 応性 も悪 か っ た ． 一 旦 退院 し ， 経過 観察し ていた
と こ ろ ， 分娩後約 4 ケ月後の M RIで 下垂 体部 の腫招
は 消失 した ． ま た ， 抗下 垂体抗体 は弱陽性 ， 抗核抗体
は陽性 を示 した ． 現 在， 外来通院中で あ るが ， 視野障
害 は消失 し ， また 下垂体機能 も正 常化 して い る ■
8 ． ゴ ナ ド ト ロ ピ ン 産生下垂体腺腫の 2例
0 山野 潤 ， 立 花 修 ， 林 康彦
演 田秀剛， 山嶋哲盛 ， 山下純宏
く金沢大学脳神経外科
ゴ ナ ド ト ロ ピ ン 産生下垂体腫瘍 は ， 従来考 えられて
い た ほ ど稀で は ない ． 今 臥 ゴ ナ ド ト ロ ピ ン産生下垂
体腺腫 と考 え ら れた 5例 に つ い て ， 内分泌学的 ， 組織
培養学軌 免疫組織化学的お よび 電顕的検討を加えて
報告し た ．
症 例は ， 平 均年齢62． 8歳と他 の 下垂体腺腫に 比 べ高
齢で あ っ た ， 主 訴 は 全例 に お い て視力視野障害であ
り ， 腫瘍の 大き さ は 平 均30．8m m と大 き い もの で あっ
た ．
血 清 内分泌学的検索で は確定診断は困難で あっ た ．
組織培養を施行 し た 4 例 す べ てに お い て ゴ ナ ドト ロ ピ
ン の 異常高値 を認 め た ． 免疫組織化学的検索で は全例
で抗 ゴナ ド ト ロ ピ ン抗体 に 対 し ， 密集 し た陽性腺腰細
胞が見 られ た ． 電顕的観察 で は ， 150
－200n m の 分泌顆
粒 を胞体内に 認 め ， 一 部 に は On c亡NIytic transform at
．
io n も見 られ た ．
以 上 よ り本腺腰 の 診断 に は ， 血清 ホ ル モ ン債のみな
ら ず
， 組織培養， 免疫組織化学的検体 ， 電顔的観察を
施行し て 多角的に 判定す る こ とが 重要 と考 えられた 一
9 ． 高体温 で 発症 した視床下部 ge rmin om aの 1例
0 瀬戸 陽 ， 立花 修 ， 林 康彦
池田清延 ， 山嶋哲盛， 山下純安
く金沢 大学脳神経外剛
鈴木正行 ， 高島 力 伺 放射線科
21歳の 男性 ． 8 5年 7月 ， 38度 の 弛張熱 ， 失調性歩
行 ， 両側足址 しび れ 感が 出現 ． 87年 8月 ， 両側下肢の
安静時硬直 と自発痛 ， 筋 力低下 が 出現 ■ 91 年4月下
旬 ， 頭痛 ， 嘔吐が 出現 し傾眠 状態と な り 当科に 入院
．
右上 肢 に Ba 汀 e徴候陽性 ． 両下肢の 遠位筋萎縮及び摂
動覚低下 ， 両側膝蓋腱反射完進 ■ C T で 左視床下部に
糞胞性腰痛 を認め ， 今年 に 入 り基底核部 に 著明に増大
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してい た ． M RI で胸椎 に epidu r al lipom ato sis を認め
た． 6月 4 日 ， 腫 瘍摘出術施 行 ． 迅 速 病 理 診断 は
germino m aで ， 部分摘出に と どめ た 一 術後放射線療法
は行わず c arboplatin， etOpOSide 併 用化学療法 を行 っ
た ． 腫瘍は化学療法後画像上消失し てい た ． 高体温で
発症した鞍上 部 ge rmino m aは今 まで 報告が な い ． 前
視床下部は局所の温度上昇 に 伴 い 熱放散 を促進す る よ
うに働 い て お り ， こ こ が障害 され 高体温 を呈 した と考
えられる ．
座長 長谷川 健く富山市民病院1
10． 馬尾症状を呈 し た腰椎椎間板 ヘ ル ニ ア の 1例
0 田中 信， 飯 田隆昭， 梅森 勉
佐々 木 軋 佐藤秀次く金沢脳神経外科病持和
腰椎椎間板 ヘ ル ニ アで ， 膀胱 直腸障害 やサ ド ル 型知
覚障害な どの 馬尾症状 を呈 す る頻度 は少 な く 約 2 ％
で， 早期手術 の絶対的適応と い われ て い る ． 今回 我々
は， 馬尾症状 を呈 した 中心性腰椎椎間板 ヘ ル ニ ア に 対
して早期手術 を行い ， 良好な結果 を得た 1例 を経験 し
たので報告し た ． 患 者 は38歳男性 ． 転倒 し腰部 を強
打， 腰痛及 び右側に 強い サ ド ル 型知覚障害が生 じた ．
翌日 に は尿閉も 発現 し， そ の 2 日後 ， 当科受診 した ．
神経学的に は ， 下肢筋力の 低下 はな か っ た が ， サ ド ル
型知覚障害， 両側ラ セ ー ク徴候 を認め ， 肛門括約筋反
射は消失し てい た ． M R工で は L 4ノ5 間 で 硬膜 の う を圧
迫する椎間板脱出を認 め ， 脊髄造影 ， ミ ュ ロ 後 C Tで
は L 4ノ5 間で 完全閉塞 を 示 し た ． L 4ノ5 間の 中心 性椎
間板ヘ ル ニ アと診 断し緊急手術 を行 い ， 脱 出し た椎間
板を掃出した ． 8 ケ月後の 現在 ， 軽度 の 神経困性膀胱
を認める の み で ある ．
11 一 胸椎 du mb ben type ne u rino m a－ C O StOtr anSVerS e，
CtO my に よ る摘出
0 山本信孝 ， 中村 勉， 角家 暁
く金沢医科大学脳神経外科ユ
佐藤秀次 ， 佐々 木 尚く金沢脳神経外科病巨利
74歳男性 ． 約半年 の 経過 で 完全対麻痔 と な っ た ． 第
8胸椎の脊柱管内か ら左 に 伸展 した du mbbell型腫 瘍
と診断一 画像上大 動脈内側 ま で 伸展し て い る よ う に 見
られたた め ， C OStOtr an SV e rSe CtO my を行 っ た ． 腹臥位
とし， 皮切 は第5胸椎上 か ら 第12胸椎上 ま で の 正 中切
開しさら に 第8肋骨 に 沿 っ た切 開行 う ． 椎弓切 除 を行
い腫瘍を確認後第 8肋骨 を肋横関節 か ら 約1 0c m ， 続
いて肋骨頭， 横突起の順 で切除し ， 肋間動脈 は で き る
だけ椎問孔 か ら離 して 切 除し た ． 腫瘍は 直視下 に な り
全摘出でき た ■ 大動脈 と の 癒着 はな か っ た ． 本法は 椎
体後側面の 広い 術野 が得 られ るが 開胸に な りや す く 肋
間神経が犠牲 に な る ．
12一 著明 な脊椎管外伸展 を示 す du mbbell型脊髄神経
鞠腫 の 3手術例
－ M Rl所見と手術 ア プ ロ ー チ に つ い て －
0 長谷 川 健， 南出尚人， 宮森正 郎
山野清俊く富山市民病院脳神経外科I
高柳申立く同 中央研究検査酌
杉野 賓 彬 野脳神経外科病愕和
3例の du mb beu 型脊髄神経斡腫 を報告し た ． 症例
1 ． 17歳男子 ， 左C 2腫 瘍 ， 1ate ralap pro a chくOJ で 全
別 ． 症 例 2 ■ 6 6歳 女性 ， 左 C 2腫瘍 ， pO Ste rior
ap pro a ch に つ い で s upra clavicular ap pra ChくC21Jで全
別 ． 症例 3 ． 症例1 に 同 じ， 右 T hl腫 瘍， eで 全易り．
M RIに よ り du mbbell型脊髄腫瘍の 脊椎管外部分の 進
展と周囲の 解剖学的状況 の 正 確 な診断が可能 と な っ
た ． こ れ に mic r os u rge ry の適用 が加わ り ， 低侵襲 で 根
治的 な外 科治療 の 範囲 が拡 が り つ つ あ る ． up pe r
C e rvicalspine に 対 す る0． ce rvic o－thoracicju n ctio－
nalspine に 対す るeの 適応 も延 べ た ．
座 長中村 勉く金沢医科大学I
13． 脳幹梗塞と M RI
O赤池秀 一 ， 浜 田秀剛， 沖 春海
く黒部市民病院脳神経外科1
脳幹梗塞と診断 した症例 に 対し て M Rlを施行 した ．
15症例中11例で 陽性所見が み ら れ たが ， 3 例 で M Rl
所見が 予 想さ れ た病巣よ 町小さ か っ た り位置的に ず れ
がみ ら れ ， 4例 で M RI所見が陰性で あ っ た ． 発 症 よ
り長 期間経過 し て か ら M Rl撮影 した症例や撮影時 に
は神経症状 に 軽快の み ら れ た症 例 に こ の よ う な傾向が
み ら れ
， 時間経過 に よ る 病巣 の 変化が考 えら れ た ． ま
たも う ひ と つ に ， よ り解像度 の 高 い MR一 掃影 が 必 要
と 考え られ た ． そ の た め に は ， 加算回 数 を増 や し て
SノN 比 を向上 さ せ る こと ， 神経所見よ り ス ライ ド する
範囲を限局 し て 検査時間を延 長さ せ ず に 加算回数 を増
や す こ と， 病巣と 周囲組織や C S F との 良好な コ ン ト
ラ ス ト を得る た め に 最適 の T R， T Eを設 定す る こ とが
必要と 考 えら れ た ．
14． 三 次元 C Tく3 D－C TJ の 臨床経験
0 横山雅人
，
加藤 甲 ， 飯塚秀明
角家 暁く金沢医科大学脳神経外 科
頭蓋底腫瘍 6イ札 脊椎疾患5例 に 3 D－C T を行 い ，
その 有用 性 を検討 し た ．
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1 ． 3D－C T は， 関心 領域 を決定 す ると ， ニ れ を い ず
れ の 方 向か らも立 体表示 で き る ．
2 ． 頭蓋底腫瘍 で は頭蓋底の 骨破壊が立体的 に 把握
で き た ． ま た ， 造影後 に 3 D表示 を行う こ と に よ っ て
腫瘍と 血 管を描出す る こ とが 可能で t ニ れ らの 立 体的
位置関係を知 る こ と が で き ， 手術の 際の 関頭野 の 決定
に 有用 であ る と思 わ れ た －
3 ． 脊椎疾患で は脊椎骨折が 立 体的 に 診断で き た ．
惟弓切除が行わ れ た症 例で は脊椎管の 内部の 立体構造
が観察され ． 脊柱管内の 連続 し た病変 を理 解す るの に
役立 つ と思 われ た ■
4 ． 3 D－C Tの 欠点と し ては 表示 に 時間が か か る こ と
と ， 被爆線量が通常の1．5倍 とな る こ と が 挙げら れ る 一
座長 岡 伸夫く富山医科薬科大判
15． 小児の a ngiographical1y cxI C ult AV M の 1例
0 池田宏明 ， 岡 伸夫 ， 桶瀬睦 郎
久保道也 ． 桑山直也 ， 高 久 晃
く富山医科薬科大学脳神経外科
小児の angiogr aphical1y o c c ult A V Mの 1例 を経験
した の で ， 若干 の 考察を加 え報告し た ．
患児は ， 左不全片麻痔を 主訴 と す る 3歳 5 ケ 月の 男
児 で ， CT 上 左 側脳室 に 接 して 石 灰 化を有 す る腰痛 が
存在 し ， M RIで は ， 同部 に 管腔棟構造の 集合 し た ， ぶ
どうの 房状 の腰痛が認 め ら れ た ． 腰痛 の
一 部 は flo w
に よ る もの と 思われ る signalv oid となっ て お り 出血
を伴っ てい た ． 血管撮影で は ， 異常血管 は摘出 され な
か っ た ． tra n s callos al に ap pro a o ch す る と， 腰痛は ，
右側脳室内に 一 部顔 を出 し ． 表面凹 凸， 暗か っ 色調で
一 部 cystを伴 っ て い た ． 腰痛周 囲に 血 腫 を認 め ， 血 腫
を含め腰痛 を全掬 した ． 摘出標本 の 組織学的検索で ，
不規則 に 拡張 し壁の 肥厚し た異常血管の 集族 と ， 血栓
化が 認め ら れ ， 周囲の 脳実質に は ， ヘ モ ジ デ リ ン の 析
出が 目立ち これ ら の 所見よ り ， A D M と診断され た ．
16． ク モ 膜下腔 の 拡大 ， 両側硬膜下血腰及び骨折線の
進行性拡大をみ と め た乳児頭部外傷の 1 例
0久保道也 ， 西 蔦 美智春 ， 楠瀬睦郎
武田茂意， 野 村耕章 ， 高久 晃
く富山医科薬科大学脳神経外科1
症例は 8 カ 月女児 ， 無気肺く人 工 呼吸 器管理さお よ び
心 室中隔欠損症く根漸掛 の 既往が あ り ， 不機 嫌 ． 嘔吐
． 食欲低下 を主訴 に 当院小児科 よ り転科 ． 頭闘拡大 ．
皮下血 腫く左頭頂師 を認 め たが ， 明 ら か な神経学的異
常 は なく 大泉門膨隆も な か っ た ． 頭 部単純写 に て左頭
頂部 に 線状骨折く最大間隙 7m ml を ， C Tで は両側の
頭蓋 一 脳実質間に 低 吸収域 を認 め ， 脳溝の 拡大を伴っ
て い た ． き ら に M RHプ ロ ト ン画像1で ， C Tの 低吸収
域 は ， 拡大 し た ク モ 膜下 腔と 高信号の 硬膜下血歴 とに
容易 に 判別可能 で あ っ た ． 頭 蓋骨骨折 は進行性に 拡大
し ， 頭 蓋内圧 克進 を認 め た為 ， 大泉門穿刺に よ る排液
を繰 り返 し た ． そ の 結果頭蓋内圧 は正 常化 したが ， 血
性穿刺液が続 い た為 ， 関頭手術 を施行 ■ 術中所見では
明 ら か な 硬膜損傷は な く ， 白濁 し た被膜 に 被われ た暗
赤色 の 慢性硬膜下 血 腫 で あ っ た ■ 本症例 の 経過を呈示
し ， 骨折泉拡大の 機序 ． M R工の 有 肝 性 ． 治療上 の問題
点等 を中心 に 考察 し た ．
17． 眼 動脈分岐異常 の 1例
0 川 口健司， 木築裕彦 ， 松本晃二
勝村浩敏 ， 武郎 吉博 ， 徳力康彦
く福井赤十字病院脳神経外科
限動脈痛が 前大脳動脈 よ り分岐す る 症例 を内頸動脈
癌 の 術中に 偶然経験 し た ．
症例 こ38歳女性 ．
現 病歴 こ 平成元 年 3月右上肢 の し び れ を自覚 ， 脳血
管撮影 に よ り左中大脳動脈水平部狭窄 を認 め左浅側頭
動脈中大脳動脈吻合術施行 した － こ の 時の脳血管撮影
に よ り右内頸動脈痛 も確認さ れ ， 平成 2年9月手術施
行 した ． 術 中， 右眼動脈が同側の前大脳動脈A l部前
面か ら 分岐 し ， 右視 神経上面 に 沿 っ て右視神経ととも
に 視神経管内 へ 入 っ て い く の が認 め ら れ た ． 術前の脳
血 管撮影 で は左 眼動脈 は内頸動脈 よ り 分岐 ， 右眼動脈
は分岐部不明瞭で あ っ た ．
こ の よ う な症例 は現在 まで に Ha ssler に よ る 1例し
か 報告さ れ て お ら ず ， ま た胎生期 に お い て 限動脈が内
頸動脈よ り 発生す る と い う Padget の説を否定し ， 眼
動脈 は前大脳動脈よ り発生 す る と い う Lasja u niasら
の 説 を支持す る貴重 な症例と考 えら れ た 一
座長 池 田清起 し金沢大学1
18． 両耳側半音を 呈 し た トル コ 鞍部 ク モ 膜襲胞の 1例
0 高田 久 ， 竹 内文彦 ， 伊東正太郎
大橋雅弘く砺波総合病院脳神経外剛
症例 は76歳女性 ， 両耳側半盲の他 は異常 なし ． 単純
写 で は トル コ 鞍 の b al0 0 ning が 見 られ ， C Tで はト
ル
コ 鞍 内か ら鞍 上部 に か け ， 壁の 石 灰化 を伴う C SFと
等吸 収の 糞胞が み ら れ ， 壁 の 1郡 が エ ン ハ ン ス され
た ． 脳 槽 C T で は， 脳 槽と の交通 は な か っ た ■ MRI で
は ト ル コ 鞍内か ら上 部 に か け て髄液 と等信号の襲胞が
伸 び ， 壁 の 1部が エ ン ハ ン ス さ れ た ． 関頭術 による手
術所見 で は嚢胞壁 はダ ー ク グ レ イ で 液体は キサ ント
ク
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ロ ミ ー で あ っ た ． 病理 所 見で は ， 襲胞壁 は中皮細胞様
の 細胞か ら な り， 軽度 の 炎症細胞の 浸潤 と血 管構造も
みられた ． 繊毛上 皮， 杯細胞 は無く ， サ イ ト ケ ラチ ン
染色， PA S染色 は陰性で ト ル コ 鞍 内ク モ 膜 糞胞 と診
断した ． ト ル コ 鞍 内か ら鞍上 ら か け進展 し視野障害 を
呈したク モ 膜襲胞 の 報告は少 な く ， 極め て稀 な症例と
思われ報告した ■
19． 神経血管減圧術40例 の 検討




lO年間に 当科に て行 っ た40例く三 叉 神経痛 7例 ， 顔
面痙攣33例Iの神経血管減圧術 に つ い て 検 討 した ■ 手
術の際は ， r O Ot e ntry ZOne を確実 に 調 べ ， 脳幹と 血 管
との 間に pr osthesis を 置く こ と に 留意 し た ． 三 叉 神経
痛の7例で は良好な成績 が得 ら れ ， 合併症も 認 め られ
なか っ た ． 顔面痙攣 で は ， 82％の 著効例 を認 め たが ，
6％の 2例 に 再発 を認 め た ． 再発 例 はい ずれ も椎骨動
脈が責任血管で あ っ た ． 椎骨動脈が責任血管の 場合 ，
手術の 適応 と方法を検討 す る必要があ ると 思わ れ る ．
合併症は顔面痩攣 の33％に 認 め られ たが ， い ずれ も 軽
度であ っ た ． 本手術 は機能的手術で あ り ， 外観上 の 配
慮をした上 で ， 合併症 を き た さ ない よ う に す る こ と が
重要と思 われ る ．
20． 難治性 てん か ん の 外科的治療
0 大西寛明 く浅 ノ 川総合病院脳神経外科I
江守 巧 く間 脳神経内科I
T ho ru Y am ada， Ma rk Ros s
げ イ オ ワ 大学神経内科I
山下純宏く金 沢 大学脳神経外科I
近年， Video EE Gm o nito r， M RI， P E T な どの 発 達に
より， 難治性て ん か ん の 手術が 米国 を中心 に 広く 行わ
るよう に な っ た ． 今 回 ， アイ オ ワ 大学に お い て 手術 し
たてんか ん患者に つ い て ， その 適応 ， 術 前の 評価な ら
びに成績に つ い て報告 す る ． 症例 の 内訳 は te mporal
lobe epnepsy 64例 ， e Xtra－te mpOral lobe epnepsy 7
臥 そ の 他 1例 の 計72例 で あ っ た ． 1 例 に C O rpu S
Callos umS e Ction を行 っ た以 外 は焦 点切除術 を施行 し
た ． 9例に 合併症 を認 め たが ， 重 篤な 後遺症 を認め た
もの は1例の み で あ っ た ． Te mpo ral lobe epnepsy は
80％以 上 良好 な結果 を得 た が ， e Xtr a－te mpOral lobe
瑚 epsy は有効率 は50％程度 に と どま り ， 今 後の 課題
と思われ る ．
第 7会場 皮膚 科 分 科会
日本皮膚科学会北陸地方会第343 回例会
一 般演題
1 小 児湿疹 ， ア ト ピ ー 性皮膚炎患者の
，
90年月季節
別受診数 に つ い て
0 吉田 正 美く武生市I
2 木 ブ デ ソ ニ ド に よ る ア レ ル ギ ー 性皮膚炎の 1 例
0 貝原弘牽く健保連大阪中央I
3 ホG rise ofulvin に よる 光線過敏症の 1例
0 服部邦之 く高岡市民1
4 春優性栄養障害型表皮水病症 の 1例
0 鳥 居靖史 ， 今井敏雄 ， 谷 口 滋
く金沢大1
縄 稀苦く金沢市I
5 ホ強直性脊椎炎 を伴 っ た 関節症性乾癖 の 1例
0 森 俊典， 大島茂人 く厚生連高岡1
坪 田 聴く同 整形外科1
6 ホCo wde n 病 の 1例
0 野 村佳弘， 八 田 尚人 く金沢大I
鈴木文子 ， 小川滋彦く同 第2内科I
7 汎発生環状肉芽腫 の 1例
0 松井 裕 ， 鍛 冶友昭く富山県立中央I
8 Ruby La s e rh pa ct o n P igm e nted Guine aPig
S k in． Se c o nd Report
O Ratn aJu wita， 上 田恵 一 く福井医大1
今村好牽く同 第 1病理1
9 重炭酸 ナ ト リ ウム 添加 リ ドカ イ ン に よ る局所浸潤
麻酔
0 田 過 洋， 米澤郁雄く福井赤十字1
10ホ 真正 皮膚結核一皮膚初感染病巣
0 岳尾 基 一 ， 福井米正 く黒部市民1
11 木マ イ コ プ ラ ズ マ 感染症 の 1例
0 橋本猛彦 ， 高田 実く金沢大1
竹谷長平， 大成美牽く同 小児科ン
12串 C P K高値 を 示 し た虫刺症 の 2例
0 井本敏弘 ， 武田行 正 ， 小 林博人
く金沢 医大1
13木Cre eping dis e a seの 1 例
0 長井 忠く富山市1
赤尾信明く金沢大寄生虫学1
1 4 ホh fla m m atory L ine a r Ve r ru C Ou SEpide r mal
Nev u sの 1 例
0 畑 由美子 ， 上 田恵 一 く福井医大1
15稗 項部に 発生 した Fibr olipo m a
O 浜 田正 明 ， 鐘居昭弘， 籠浦正 順
斉藤明宏く富山医薬大1
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16ホ 足底に 生 じた Acquired Fibroke rato m aの 1 例
0小林博 人 ， 西 尾 賢昭 く金沢医1
17 再発が み ら れ た ケ ラ ト ア カ ン ト ー マ の 1 例
0 石倉多美子 く公立松任石川中央1
18ホ乳房外 Paget 病 の 1例
0武 田行正 ． 根本公 夫 ， 内林義知
く金沢医大1
19ホ 丹毒様痛
0 梶渾智恵子 ， 北 川太郎 ， 豊本貴嗣
関 太輔く富山医薬大1
麻生 伸く同 耳鼻咽喉科1
20 マ イ ボ ー ム 腺病の 皮膚転移
0 長堀英史 ， 宮崎克子 ， 関 太輔
く富山医薬大1
平 田英樹 く同 眼科1
21 毛包腫瘍の 1例
0 石黒 和守 ， 高村孝 一 ， 八 町祐宏
上 田 恵 一 く福井医大1
今村好牽く同 第 1病理1
22 金沢大学皮膚科 に お け る 日光角化症3 3例 の統計的
観察






0 大村明彦 ， 渡辺 行雄 ， 将積 日出夫
浅井正嗣 ， 大橋直樹 ， 水越鉄理
く富山医薬大1
2 ． 先天性 咽喉食道奇形症例 の言語 ケ ア
0 細川多佳子 ， 相野 田紀 子 ， 山下公 一
く金沢医大1
3． 補聴器の 過度特性測定の試 み
0 涌井慎哉 ， 久保富隆 ， 斎藤 等
く福井医大1
4 ． 難聴症例の プ ロ モ ン ト リ ー 検査 に つ い て
0 佐藤達宏 ， 木村恭之 ， 岡部陽三
古川 匁く金沢大ン
5 ． 急性低音障害型感音難聴 の蛸電図所見
0 石 川美幸 ， 麻 生 仲 ， 上 田晋介
渡辺行雄 ， 水越鉄理 く富山医薬大1
6 ． 突発性難聴の治療成績
一 初 診時聴力 レ ベ ル と予 後 －




7 ． 鼻内視鏡 を用 い た 蝶形骨洞節骨洞開放術施行経験
0 滝元 徽 伊藤真人 く福井県立病院1
嘉藤秀牽く福井小児療育セ ンタ ー1
8 ． 副鼻腔小細胞癌の 1例
0 山崎芳文 ， 大角隆男 ， 豊田 務
く厚生連高柳
河合康守く砺波和
9 ． de ep n e ck in fe ctio n及 び耳下腺周囲腫瘍の臨床的
観察
0 宮永路子 ， 堀川 勲 ， 渡辺 宏
岡部陽三 ， 古川 飽く金沢両
10． 診断に 手間取 っ た 耳下腺深葉 の 粘表皮癌
0 山本健人 ， 茂 野 陽子 ， 津田豪太
斎藤 等く福井医村
11． 非反 回 下喉頭神経の 3症例
0 長山郁生 ， 山本 環 ， 石Jり 滋
古川 飽く金沢而
12． 喉頭癌 T2に 対 す る 1 日 2分割照射の 試み
0 杉本千鶴 ， 田 中信之 ， 茂野陽子
真鍋恭弘 ， 津 田豪太 ， 斎藤 等
く福井医対
策1 0会場 放射線科 ． 核 医学科分科会
1 ． Radioim m u n oguideds u rgery へ の 応用 に関する可
搬型半導体くCd Tel 検出装置の 性能評価
0 久慈 一 英 ， 横山邦彦 ， 宮内 勉
秀毛範至 ， 桐谷清剛， 孫 保福
油野民雄 ， 利波紀久， 久田欣 一
く金沢大粉
川村幸 一 くアロ カ鰍
2 ． 骨 巨細胞腫 の骨 ， 67Ga シ ン チ グ ラ フ ィ ー
0佐 々木和 ， 滝 鈴佳 ， 滝 淳 一
隅屋 寿， 久慈 一 英 ， 利波紀久
久 田欣 一 く金沢大掛
安竹秀俊 ， 富田 勝郎 ， 洞 整州
水上 勇治 ， 野 々村昭 孝く同 病理鮒
3 ． M を用い た正 常人 及 び放射線食道炎 患者に お け
る食道通過状態 の 検討




興村哲郎 ， 山本 遠
く金沢医大掛
4 ． 肺癌 一 日 二 回照射法 の 経験
0 西嶋博司 ， 高仲 強 ， 大家幸子
木船孝 一 ， 斎藤 泰雄 ， 高島 力
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く金沢大放I
5 ． C D DP くシ ス プラ チ ンI ま た は C B 工にAくカ ル ボ プ
ラ チ ンI， 温 熱 ， 放射線 の 三 者併用 療法の治療成績
0 亀井哲也 ， 野 村邦紀 ， 森尻 実
中嶋憲修 ， 中嶋愛子 ， 柿下正雄
く富山医薬大放I
6． 肝転移 に よ る 下大静脈狭窄 に 対す る金属 ste nt 留
置の 1例
0 上 田隆之 ， 松井 修， 宮山士朗
小 林昭彦 ． 秋元 学 ， 荒川 文敬
木船孝 一 ， 高島 力く金沢大放I
鵜浦雅志 ， 小林健 一 く同 1内1
7． 術前 T A Eが 有 用 で あ っ た 小脳 he m angiobla st．
o ma の 1例
0 野 島浩司， 松井 修 ， 角谷真澄
加村 毅 ， 牧 田伸三 ， 川島博子
大衆車子 ， 高島 力く金沢大放I
正印克夫， 山下純宏く同 脳外ナ
8 ． 鎖骨下及 び椎骨動脈狭窄 に 対す る P T A 2例の経
験
0 宮山士朗 ， 松井 修， 蒲田敏文
荒川文敬 ， 上 田隆 之 ， 牧 田伸三
木村真里
， 高島 力く金沢大放I
池田清延 ， 長谷 川光広， 山下 純宏
く同 脳外I
9－ C T で腹腔内仮性動脈瘡 を早期 に 診断し ， 塞栓 術
で 根治し得た 1例
0 荒川文敬 ， 松井 修 ， 角谷 真澄
富山士朗 ， 小 林昭彦 ， 大久保久子
高島 力く金沢大放I
米村 豊く同 2外1
10． 塞栓術 に て救命 し得 た胃癌術後重症膵炎に よ る腹
腔 内出血 の 1例
0 加村 毅 ， 松井 修 ． 角谷真澄




111 Gradie nt Echo に よ る月旨肪定量化 の 試み
0 岩崎俊 子 ， 木村浩彦
，
松 田 豪
前田正 幸 ， 伊藤 哲 ， 林 信成
山本和高， 石井 靖 く福井医大放I
玉川洋 一 く福井大工ン
12， M R位相イ メ ー ジ の 立体表示 に よ る 血 管内流速分
布の評価
0 野村邦紀 ， 二 谷立介 ， 征矢敏雄
中嶋愛子 ， 森尻 実， 亀井哲也
瀬戸 光 ， 柿下正雄く富山医薬大放I
1 3． 31P－M Rス ペ ク トロ ス コ ピ ー に よ る ラ ッ ト脳 放射
線障害の 検討
0 的場宗孝 ， 横田 啓 ． 大 口 学
宝 田 陽 ， 利波久雄 ， 興村哲郎
山本 遠く金沢医大放I
14． マ イ ク ロ ウ エ ー ブ照射法 に よ る 31P－ M Rス ペ ク ト
ロ ル の 経 時的変化に つ い ての検討
0横 田 啓 ． 的場宗孝 ， 大口 学
利波久雄， 輿村哲郎 山本 遠
く金沢医大放1
1 5． Spin ala ra chn oidcyst の M RJ
O 木村美里 ． 牧 田伸三 ． 上 田 隆之
荒川文敬， 小林 健 ， 小林 昭彦
角谷真澄
， 鈴木正行 ． 松井 修
高島 力く金沢大放1
16． 釘FCRd l地方病院で の 現況
0 杉原政美 ， 川森康博 膚 山市民病院放1
中村裕行く同 内I
上 田 隆之 ， 野島浩司く金沢大放1
17． 超 音波 ColorDop ple r装置の使用経験
0 三 矢哲英， 宝 田 陽， 釘抜康明
中川哲也一 的場宗孝， 横 田 啓
興村哲郎 ， 山本 遠く金沢医大放I
18． A F P産生胃癌肝転移の 1 症例
0 野 口 京， 征矢敏雄 ， 中嶋愛子
蔭山昌成 ， 清水正 司 ， 二 谷立介
瀬戸 光 ， 柿下正 雄く富山医薬大政1
藤村玲子 ， 宮林千春く同 3内I
19． 肺 アス ベ ス ト症に 合併 し た肺癌の 1例
0 大久保久子 ， 上 村良 一
，
小林 健
高仲 強 ， 高島 力く金沢大放う
第11会場 産科婦人科分科会
平成 3年鹿 北陸医学会産科婦人科分科会
会長 中村 彰 旧 本母性保護医協会石川県支部尉
1 ． MC T D合併妊娠 の 1例
0 谷村 憶 ， 大 口 昭英
， 佐竹紳 一 郎
小嶋康夫 ． 舟本 寛
，
金井浩明
中野 隆 ， 南 幹雄 ， 舘野 政也
く富山県立中央病院産婦人司剛
混 合 性 結 合 組 織 病 ， M ixed c on n e ctiv e tis su e
diseas e， M C T D は1972年 に S harp ら に よ っ て 提 唱さ
れ た比 較的新 し い 疾患群 であ り ， M C T D自体 の発症
頻度 も低 く ， ま た ， 好発年齢も S L Eに 比べ て 高 い こ
と もあ り ， 妊娠合併例の報告は少な く ， その 予後 も 明
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らか で は な い ． 今 回我々 は ， M C T D合併妊娠の 経過観
察中 に 妊娠中毒症 をき た した 1 例 を経験 し たの で 報告
す る ． 患者は27歳 の 初産婦で ， 平 成 1 年 よ り M C TD
の 診断 に て 内科雇過観察 と な っ て い た ． 平成 2年 2月
28 日 を最終月経と して妊娠が成 立 ． 妊娠36遇妊娠中毒
症 の診断に て 入 院と な り ， 妊娠38遇 5 日自然陣痛発来
し ， 男 児正 常分娩 ． 児 は 2692g の A F D で Apga r
S C O re9点 く1分後1 で あ り ， 外 表奇形 は認 め な か っ
た ． 分娩後血圧 は正 常化 し， 尿蛋白は 半年後 に 陰性 と
な っ た ． 妊娠経過中 ， 抗 R N P抗体の 上 昇は な く ， 症
状 の 憎悪 は認 め な か っ た ． こ の 症 例 を 通 し て ，
M C T Dと妊娠に つ い て若干の 考察 を加 えて 報告す る ．
2 ． 死 産後強く視力障害 を訴 えた 1 症例
0 真野 達夫 ， 細野 泰 ， 村戸政夫
千鳥哲也 く富山市民病院産婦人科1
死産直後よ り視力障害 を強 く訴 え た症例 を経験 した
の で報告 した ． 症例は36歳の 2経産婦で前 2 回 の 妊 娠
経過は正 常で あ っ た ． 今回 の 妊娠経過 で は妊娠30週 ま
で は 異常 を認 めな か っ たが ， 妊娠32週 よ り浮腰が 出現
し増悪傾向を示 した ． 妊娠35週 6 日強度 の頭痛 ． 腹部
緊満 ． 少量の性器出血 を認 め入 院し た ． 入院 時重症高
血圧 ． 蛋白尿陽性 ． 全身浮腰 を 示 し ， 既 に 胎 児は子 宮
内死 亡 して い た ． 同日死産 に 至 っ た が ， 死産 直後 よ り
強tl視力障害 を訴 えた ． 降圧 ． 利尿 の 保存的治療 を
行 っ た が ， 死産 7時間後多量嘔吐 ． 意識 障害 を き た
し ， 全 身けい れ ん と な っ た ． 直 ち に 頭部 C Tを施行 し
た と こ ろ， 上矢状洞 に い わ ゆ る Em pty trya ngle sign
お よ び両側後頭葉 に X線低吸収域 を認め た ． こ れ よ り
後頭葉の脳静脈梗塞 を伴う 上 矢状洞静脈洞血栓症と診
断 した ． 強度の視力障害 は こ れ が 原因だ と思 わ れ た ．
3 ． 産後大出血 で搬送 され 止 血 に 困難 を感 じ たが 救命
し得 た 1例
0金井浩明 ， 谷 村 悟 ， 大 口 昭英
佐竹紳 一 郎 ， 小嶋康夫， 舟本 寛
中野 隆， 南 幹雄 ， 舘野政也
く富山県立中央病院産婦人科1
今回 ， 我々 は 分娩後の 大出血 に て 他院よ り搬送さ れ
止 血 に 困難を感 じ たが ， 全 身麻酔下 の 手術 に よ り止
血 ， 又 手術後 DIC， M R S A感染症 を発症 し た が ， 加療
に よ り救命 し得た 1例 を経験 した の で その 臨床経過を
報告す る ． 症例 は 1tG， 0－P の 未産婦 で あ り ， 妊娠
40 W． 4d． で あ る平成 3年 6月 4 日， 前期破水 に て 某医
を受診 し， P G E2tab． に て 陣痛誘発 を受け ， 翌 6月 5 日
AM 3二01， 右会 陰正 中側切開 ， 吸引分娩 に て 277 0g． の
A
ヱ言
健常 男児を娩出 した ． 分娩後頸管裂傷 ， 膜壁 裂傷の縫
合 を行 っ た が ， 膜壁 よ り の 出血 が 持続 す る た め， 同日
AM5 ニ 5 0当院 へ 搬 送 さ れ た ． 前 医 で の 出 血 量は
2 800ml で あっ た ． AM 6こ35全身麻酔下 に 膜壁縫合を
開始 一 組織が 脆く 肥満も強か っ た た め 手術 は難行し，
止血 手術 は 3 回に 及ん だ ． しか し， 出血傾向が強くな
り ， 又 弛 緩出 血 も 出現 し た た め ， DIC と判断し
gabe x ate m e silateく商品名 こ レ ミ ナ ロ ン1を投与 し， 腹
式単純子宮全摘術 を施行 した ． 術 中出血 量 1424mlで
あ っ た ． 術中 ， 術後 レ ミ ナ ロ ン 投与 ， 新鮮血
，
F．F 鼠
輸血 な どに て DIC は速 や か に 軽快 し た が ， 骨盤 C T
上 ， D工Cに よ る と 思わ れ る 後腹膜下 血 腫 が出現した．
手術後血 腫が 関与 し た と考 え られ る熱発が 1週間以上
持続 し ， 膣 内細菌培養 に て MR SA， E．c oliが検出さ れ
た た め FOM ． CM Z併用 療法 を行 い 下熱 に 至 っ た ．
又 ， 血腫 は膣断端部 を介 し て 経膣的 に 自然排出さ れ
た ． 膣細 菌培養に て M RS A が持続す る た め ， A B Kを
投与 した が完全消失に は 至 ら な い ま ま退院 し ， 退 院後
4 週間で自然消失 した ． 現在 ， 手術後10週間を経過し
て い る が
，
何 ら異常所見 を認め て い な い ．
4 ． 妊 婦の 子 宮頸部細胞診 に み ら れ た 異型細胞の 検討
0 杉山裕子 ， 中川俊信く舞鶴共済病院産婦人糾
山城 玄 ， 生水真紀夫 ， 富松功光
く金大産婦人糾
妊婦 の 子 宮頸部細胞診 に 見 られ た 異型細胞に つ い て
検討 し た ． 対 象は1989年 1月か ら 2年 間 に 産科外来を
受診 し細胞診 を施行 し た妊婦818 人中 ． 細 胞診で クラ
ス 工工Ia 以上 を み と め た19 人く2．33％1で ， 次の結果をえ
た ．
1う 分娩後の 組織診 に て 上 皮内癌 を 2例 ， 微小浸潤
癌 を 1 例認め た ，
2ン 妊娠初期に 異型細胞 を み と め た ほ と ん どの例で
妊娠経過と とも に 異型が み ら れ な く な っ た が ， 妊娠初
期 よ り斉基底型 の 異型細胞が み と め ら れ た 3例は分娩
後核異型 が 強 くな り ， 組織診で は ， 上 皮内癌以 上の病
変 を み と め た ．
31 妊 婦 の 細胞診 は 子 宮頸癌早期発見 に 重要で あ
る ．
5 ． 子 宮 内膜細胞診 で ， 異型 細胞が認 め られ た原発性
卵管癌 の 1例
0 杉山裕子 ， 中川俊信く舞鶴共済病院産婦人科
山城 玄 ， 生水真紀夫 ， 橋本 茂
く金大産婦人柳
原発性卵管癌 は ， 婦 人 科悪性腫瘍 の中で もま れな疾患
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であり ， そ の 早期発見 ， 術前診断は き わ め て 困難と さ
れて い る ． 今 回我々 は 子 宮内腰細胞診 で 異型 細胞 をみ
とめ， 子 宮体癌と して 手術 を し たが ， 左原発性卵管癌
であっ た症例 を経験 した の で報告す る ． 症例 は57歳主
婦． 不正子 宮出血 を主 訴と し て来院 した ． 腹部細胞診
に てクラ ス工1， 内膜 吸引細胞診 で ク ラ ス ma で あ っ
た ． 子宮内膜組織診 に て 子 宮内膜腺病の報告 をう け た
ため子 宮体癌と診断し広汎子宮全摘術 を施行 した ． 手
術時左 卵管膨大部が1．5c m 腰 大 して い た ． 術後病理 診
断は左原発卵管癌 で ， 子 宮内膜 に は異常 は み と め な
かっ た ．
6 ． 長期 m 装着者 に み ら れ た子 宮肉腰 の 1例
0 道倉康仁 ， 高橋義弘， 福岡哲 二
原 田丈典 ， 飯 田和質く福井県立病院産婦人科I
佐川哲生 く金大産婦人科1
子宮悪性腫瘍の中で 子 宮肉腰 は比較的稀 な疾患で あ
るが， 今回我々 は ， 長期間 m Dを装着 し てい た 婦人 に
発症した 子宮肉腰 の 症例 を経験 した の で ， 報告す る ．
症例 は46歳の 3 妊 2産 の婦人 で ． 31歳時 に18金製の
m mを挿入 した ま ま放置し て い た ． 1991年 2 軋 不正
出血を主訴 に 近医を受 診 し内膜組織診 で 子 宮肉腫 を疑
われ， 3月 4 日に 当科 へ 紹介さ れ た ． 内診で は軽度腰
大した子宮と 少量 の血 性帯下 を認め ， 超 音波検査 で 子
宮内腔に m の エ コ ー 像 を認め た ． 諸 検査 後 ， 3月
14日に 準広汎子宮全摘術施行 した ． 腹腔 内に 癒着 は な
く
，
少量の 腹水と柔 ら か い 鷲卵大の 子 宮 を認 め た ． 附
属器 は正 常で ， 所属リ ン パ 節の 腰張 は な か っ た ．
術 後 病 理 組 織 検 査 で ， rhabdo myo s ar c o m aと
Spindle cells arc o m aの 共存す る子 宮肉腰 で あ る こ と
が確認さ れ た ， C B DC A＋ M M C＋ P H P＋C P Mに よ る
化学療法 を2 回実施後 ， 5 月25 日に 退 院 ， 現 在 U F T
内服に よ る推持療法中で あ る ．
7 一 当教室に お け る外陰癌 の 臨床的検討






女性性器 悪 性腫 瘍の 約 1 へ 5 ％ を占め る
比較的稀な疾患で ， 一 般 に 高齢者に 多く ． 本邦 で は60
蔵前半に 発 症の ピ ー ク が あ る と さ れ て い る ． 本症 の
85旬 90％は扁平 上 皮癌で あ り ， 予後 は再発 率 が高く ，
良好とは言え な い ． 今 臥 我々 は当教室 に お い て1976
年から1991 年 までの 期間に 外陰癌 と診断さ れ た症 例 に
つ い て調査検討 した ．
症例は13例 で ， 年齢 分布 は4 4歳 か ら92歳 伴 均69
軌 症状 は腰痛感 8例 く61 ．5％j が最 も 多く ， 次 い で
疫病 7例く5 3－8％ユ， 掻痔感6例く46．1％I， 潰瘍 6例
く46■ 1％j が多 か っ た ． 症状 発現 か ら 診断ま で の 期間
は
，
1年以 上 か か っ た例が10例く69％I も認 め られ た ，
合併症は肥満 4例く30．7％I， 高血圧 4例く30．7％J． 糖
尿病 3例 く23％1， 梅毒1例く7．6％1 で あ っ た ． 臨床進
行期分類 は ， 0期 1例く7．6％1， 工期 1例く7．6％I． 工1
期 5例 く38．4％1， III期 4 例 く3 0． 7％L r 鞄 期 1 例
く7．6％ン， 工恥 期 1例く7．6％Jで あ っ た ． 病 理 組織所 見
は扁平上皮癌10例く76．9％l． Paget 病 2例く1 5％I， 悪
性異 色腰 1例く7．6％I で あっ た ． 治療法 は手術療法単
独3例く23％1， 手術療法 ＋ 化学療法 5例く38．4％I， 放
射線療法 ＋ 化学療法5例く38．4％フであっ た ． 予 後 は全
体 と し て ， 5年生存率45．4％で ， 臨床進行期分類別の
5年生存率 は ， 0期100％， 工 期100％ ， H期80％
，
m
期25％ ， 押a 期 0％ ， 川b 期0％と1I期ま で は生存率が
高く ， 工I期以 降に な る と生存率が著明 に低 く な っ てい
る ． ま た
，
リ ン パ 節 転移 の 有無 に よ る 5年生存率 で
は
， 転移 く－ I 群100％と 高く ， 転移 什I 群25％と 低く
な っ て い る ． 全体の 5年生存率が45．4％と低く な っ て
い る の は
， 本症 が高齢者 に 多く ， I工期以上 で 来院す る
も の が 多い た め と思わ れ る ． 本症 に お い ても ， 早期発
見， 早期治療 が で きれ ば 生存率も向上 し てく る と 思 わ
れ る ．
8 ． 卵巣出血 5例の 臨床的検討
0 田 中政彰 ， 松田春悦， 山崎 洋
く市立敦賀病院革婦人 科
市立敦賀病院産婦人科に て見ら れ た卵巣出血 5例 に
関し て
，
診断と い う 観点 よ り臨床的検討 を試 み た ． 一
般 に ， 卵巣出血 を認め る 患者 は腹痛 に て 来院 す る もの
で あ り ， 他の 急性腹症 と の 鑑別が必 要 で あ る ． その 意
味 で ． 卵巣 出血 の 確診 に 至る た め に は
，
一 つ め に は卵
巣出血 に 特異的な所見 を把握し証明 す る こ とで あ り ，
ふ た つ め に は 急性腹症 を示 す疾患の 特徴 を知 り検査所
見 に て それ を 否 定す る こ と が肝要 と思 わ れ る ． 診断 に
必 要な ス テ ッ プ を病歴
， 現症 等， 検査等の 3 つ に わ け
て 整理 し ， 診 断に 直結す る 重 要な所見 を取 り上 げ ， 検
討を加 え た ．
9 ． 診断に M Rユ が有用 で あ っ た 産婦人 科症 例
0 富松功光 く辰口 芳珠記念病院産婦人 糾
打出喜義 ， 荒木克 己 ， 寺田 督
く金大産婦人科1
症 例 1 は ， 52歳， 不正 出血 で 来院し た ． 子 宮は 手挙
大 に 腰 大 して お り ， 超音波検査 ， C Tス キ ャ ン で は ，
凹 凸不 正 の 病変 が 存在 し た が 性状 に つ い て は不 明 で
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あ っ た ． M Rl で は， 子 宮壁 に 屈曲蛇行し た血 管性病変
の存在 が示 唆さ れ た ． 摘出子 宮 は ， 増加 した子 宮筋細
胞間 に 拡張 し増生 した 太 い 静脈 が ， 多数存在 し て い
た ． 症例2 は， 45歳 ， 右乳房の C領域 に ， 直径 2c m の
腫癌 を認め た ． 穿刺細胞診に て ク ラ ス 5 で， M R工で ，
性状が は っ き り した ． 工期乳癌 に て ， 単純乳房切除術
と腋裔 リ ン パ 節郭清術を施行 し た ． 症 例 3 は， 妊娠36
遇で発熱 に て 来院し た ． 胎 内感染疑 い に て ， 抗生物質
を投与した ． 翌 日 に な っ て ， 一 過 性遅発性徐脈 を認
め
，
そ の 後 ， 胎盤部 に 一 致 した 圧痛 を認 め ， 胎盤早期
剥離 を疑い ， M R工を行 っ た が ， 早剥の所見は得 ら れ な
か っ た ． そ の後も ， 一 過性遅発性徐脈 を認め た た め ，
胎児切 迫仮死の診断に て帝王 切開術 を行 っ た ■ 健 康な
男児で あ り ， 胎盤は ， 異常 は な か っ た ．
10． 化学療法を要 した部分胞状奇胎
0 松 山 毅 ， 川原領 一 ， 瀬戸俊夫
丹後正紘 ， 長柄 一 夫 ， 岡部三 郎
く国立金沢病院産婦人科1
絨毛性疾患の 分類 で は肉眼的 に
一 部の絨毛 の み が嚢
胞化 して い るも の を部分胞状奇胎と い っ て い る が 今回
我々 は興味ある経過を呈 した 部分胞状奇胎 を経験し た
の で報告 した ． 患者は43歳く1 － 0 － 6 － い で 平成2
年1月24 日無月経 を主訴 と し て受診 し た ． 超音波断層
法で胞状奇胎と診断 し m c 施行 ． 病理 組織診 は部分胞
状奇胎で あ っ た ． 1週 間後再度 m c 施行 ， 外来 に て 経
過 を観 察 し た ． B B T は不規則 で 尿 中 H C G値 も
501UノL 陽性が持続 し た為 4月 2 日 入院 し 精査 し た ．
P A G所見 と血 中 HC G値の 異常 を除い て 他の
一
検 査 は
正 常で あっ た ， M T X 20m gl日 X 5 日間筋注を 1 ク ー
ル と し て 5 クー ル 施行 し た ． 2 ク ー ル 終 了 後 血 中
H C G値は 正 常域 に 低下し ， 4 ク ー ル 終 了 後排卵 も 回
復 した ． 部分胎状奇胎か ら の 続発変化は全奇胎 か らの
変化に 比 して ごく稀と 云 わ れ て い る が注意深 い 管理 が
必 要と 思 われ る ．
11． 性別判定 に 苦慮し た新生児の症例
0 高橋義弘 ， 佐川 哲生 ． 道倉康仁
福岡哲 二 ， 原 田文典 ． 飯田 和質
く福井県立病院産 婦人科1
症 例 は1990年8月19 日に 出生 した 新生 児 で ， 在胎期
間は41遇 2 日で， 出生時体重 は 2704g で あ っ た ． 出生
時は ， 外性器よ り 女子 と 判定 し た が ， 生後 第 1 日に
な っ て大陸唇と考え られ た部分の皮下に 小腰痛が触知
さ れ精巣で は ない か と考 え られ ， 性判定 に 疑問が生じ
た ， 血液 の染色体検査 で は 4 6 X Yで 男子 と 判定さ れ
た ． 女性型外性 器 と 考え ら れ た の は ， 二 分陰嚢 ． 尿道
下裂 ． 陰茎発育不全と診断さ れ た ． し か し奇形 が高度
で
，
男性型性器 へ の 形成 に 困難が 予 想さ れ たの で ． 男
子 と して 保育す べ き か ， 女子 と して保育 す べ き か届出
の 性 を判定す るう えで 苦慮 した ． 各科専門医の意見を
参考 に ， また 両親 と も協議の う え最終的 に 男子 と判定
し た ．
出生時に お け る軽率 な性誤認 を避 け るた めに は， 本
例 の よ う な外性器中間型 の 症例で は診断をよ ほ ど慎重
に 行わ な け れ ば な ら な い と考 え ら れ た ■
12． 当科 に お ける 過去 5年間の 低出生体重児の 臨床的
検討
0 平林 はや と ． 寺元幸吉 ， 三 輪正彦
生水真紀夫 ， 打 出書義 く金大産婦人糾
昭和61年 よ り平成 2年 まで の 5年間 に 当科が扱っ た
出生体重 2500g 以 下の 低出生体重児計102例 を対象に
臨床的分析 ． 検討を 行っ た ． 計102例 を 出生体重別 に
み る と
，
2 000g 以 上 の 者 が 約2ノ3を ． 1500g 以 上
2000g 未満の 者が 約1ノ4を占め た が ， 昭和56年より同
60年 ま で の 5年間 に お い て も 同様 の傾向が認 められて
い た ． ま た ， S F D が約40％， A F D が約60％であり，
前者 が後者 を上 回 っ たの は ， 出生 体重 で は 1000g 未
満 ， 在胎過数 で は39過以上 の ク ラ ス の み で あ っ た ． 死
亡 退 院例 が 6例 み ら れ たが ， 分娩様式別の 死亡 率， 出
生体重 1000g 以 上 の 者の 出生体重 ク ラ ス 別の 死 亡率
に は い ず れ も 有意差 が認 め ら れ な か っ た ． 生存退院例
96例 を対象 に 後遺症 の 有無に つ い て電話調査を行っ た
と こ ろ ， 2ノ3 の64例よ り 回 答が得 ら れ た ． 脳性小 児麻
痔疑 い 1 例 と分娩時出血 シ ョ ッ ク に よ る 精神発達遅延
1例が あ っ たが ， 両者共出生体重， 在胎週 数 分娩様
式 に 起因す る と は考 え られ なか っ た ．
1 3． 超音波断層法に よ り 出生前 に 診断さ れ た胎児卵巣
嚢腰茎捻転症例
0 生 水真紀夫 ， 平林 は や と ， 三輪正彦
打出書義， 赤祖 父 一 知 ， 西 田悦郎
く金大産婦人糾
大村健 二 く同 第1外相
子宮内で茎捻転 を来 し た胎児卵巣真贋の 症例を経験
し た の で
，
そ の 超音波所見な ど を中心 に 報告した 一
母親 は25歳 ， 1妊0産婦人 で ある ． 家族歴 ．既往歴に特
記す べ き こ と は な い ．続発性不 妊症 の た め 当院外来通
院 し ，Clomiphe n e服用 に よ り，1990年 9月30日を最終
月経と して 妊娠 した ．
妊娠31週 4 日の 妊 婦検診の際， 超音 波検査で胎児左
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側腹部に 径 41X38X3 8m m の 褒腫 を認 め た 一 重腫 の
局在， 消化器系お よ び泌尿器系 に 異常 を認め な い こ と
などから卵巣褒歴 と診 断 した t 5 日後 の 超音波検査
で， 襲腰 の 腫大く52x48x 48m 叫 お よ び 袋腫内部 エ
コ ー の 出現 を認 め た こ とか ら卵巣糞腰茎捻転 を疑わ れ
た． その 後 ， 超音波像 は約 2週間の 経過 で fe w septa，
m ultiple s epta， fluid
－deb risle v el， retr aCting clot へ と
順に変化 した ． 捻 転後 ， NST ． 胎動 等に 明ら か な変化
を認めなか っ たが ， 有痛性の 子 宮収縮 があり ， 塩酸 リ
トドリン 持続点滴静注 を行 っ た ． 妊娠3 6過 1 日 に 自然
陣痛が発来し ， 261 0g， ア プ ガ ー ス コ ア1 0点 の 女児 を
経腱分娩 した ．
分娩直後の 超音波検査 で 64X62x58m m の 糞腫 を
左下腹部に 認め た ． 全身状態 は良好 であ っ たが ， 晴乳
量が少なか っ た ． 生後10 日に 全 身麻酔下 に 右付属器切
除術を実施 し た ． 右卵 巣に 内容量約 100mlの 暗黄色壊
死性の 卵巣嚢腰 が あ り ， 右卵管 と とも に 約3 60度捻転
して い た ． 術後の 開腹 は 良好 で あ っ た ． 直後 よ り哺乳
量が増加 し， 体重増加量も著明 に 回 復 し た ． 術後11日
目に 元気に 退 院 した ．
卵巣裏腫茎捻転 は通常緊急手術が施 され る た め ， そ
の超音波像 の 変化 を経 目的 に 観察 す る 機会 は稀 で あ
る ， 本症例 では ， 茎捻転後超音波像が経目的 に 変化す
るのを確認 した ． 超音波検査法 は， 胎児卵巣嚢腰 の 茎
捻転の 診断に 極め て 有用 で ある と 考 え られ た ．
第12会場 麻 酔 科 分科会
第49回 日本麻酔学会北陸地方会
会長 村上誠 一 金沢大学麻酔科蘇生科
一 線演題
座長 杉浦良啓 福井医科大学
1． Sle ep apn e a syndro m eの 麻酔経験
0 斉藤 緑 ， 山崎光章 ， 藤村純子
永川 保 ， 清水裕 一 郎 く富山医薬大麻酔糾
2． 強直性脊椎炎の 股関節全置換術 に 対 す る麻酔経験
0 保木利文 ， 佃島 淳 ， 田辺 毅
青野 允 ， 森 秀 麿く金医大麻酔科1
3， 喀血
，
血尿か ら発症 し， 急性の 呼吸 不 全 ， 腎不 全
に陥 っ た 1症例
0 門田伸也 ， 佐伯善機
， 長瀬典 子
宮腰英和く厚生連高岡病院麻酔科
4 ． 寒冷凝集素症 患者 の 麻酔経験
0 長 谷川 公 一 ， 安田善 一 ， 柳本政浩
中嶋 一 雄 ， 原田 純 ， 後 藤草生
く福井医大麻酔科1
中野 顕く同 第 1内科I
5 ． 重症筋無力症 に 対す る セ ボ フ ル レ ン と ベ ク ロ ニ ウ
ム の 使周 経験
0 谷口 功 ， 新田俊 一 ， 山本 健
小 林 勉 ， 村上 誠 一 く金大麻酔科蘇生糾
6 ． 褐色細胞腫 を合併 した 緊急帝王切開術の 麻酔経験
0 新江 聡 ， 坂井美賀子 ， 鈴木 久人
高倉 康， 藤林哲男， 原 田 純
後藤草生く福井医大麻酔科ン
座長 熊谷健 二 金沢医科大学
7 ． 麻酔中冠動脈ス パ ズ ム を生 じた 1症例
0 元 塚雅也， 山田秀治， 杉本祐司
我書屋徹 ， 喜多正樹 ， 松本 豊
浜谷和雄く石川県立中央病院麻酔科I
8 ． 麻酔覚醒期に S T上 昇と Sho托 n 川 を きた し た 1
例
0 竹端恵子 ， 樋 口昭子 ， 神谷和男
窪 秀之く富山県立中央病院麻酔科
9 ． 脊髄損傷後 の 不 随意の攣縮 を伴 っ た大腿 内転筋癌
性麻樺 に 対 し て フ ェ ノ ー ル 水 に よ る 閉鎖神経 ブ
ロ ッ ク が奏 功し た1 例
0 森 一 朗， 遠山 一 書 く高岡市民病院麻酔科
10． 肋間神経 ブ ロ ッ ク に よ る肺癌患者の 術後鎮痛
0 西村和浩 ， 坪川恒久， 坪 川雅子
石 田 浩 ， 野村俊之 ， 上 田隆夫
く福井県立病院麻酔科1
11． 硬膜外麻酔 に よ る術後鎮痛の 試行経験
0 片岡久範 ， 野 竹埋洋く宮山労災病院麻酔科I
12． 神経 ブ ロ ッ ク に よ る胸郭出口 症 候群の 治療経験
0 杉浦良敬




座長 増田 明 富山医科薬科大学
13． シ ェ ア ー フ ェ ー ザ思を用 い た持続外側足 背皮神経
ブ ロ ッ ク の 1例
0 松 田富雄， 金丸聡 人 ， 大 桑 正 名
門田和気く金医大麻酔科j
14． 帯状胞診痛 に対 する 簡易 型持続注入 ポ ン プの 使用
経験
0 成瀬隆倫 ． 松本欣 久， 浜 田富美男
中西拓郎 く富山市民病院麻酔科1
渋谷伸子 く富山医薬大手術部1
15． 交感 ． 体性神経 ブ ロ ッ ク併用 例 に つ い て
0 本城 繁 く杏林大字麻酔科1
16． 末梢性顔面神経麻痺 の M Rlに つ し1 て
0 佐 伯善機 ， 宮腰英和 ， 長瀬典子
門田伸也く厚生連高岡病院麻酔科ナ
1038
17． 富 山医科薬科大学附属病院総合情報シ ス テ ム と手
術部運用 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テム の 紹介
0 中丸勝人 ， 奥野 政
一
， 高道 昭 一
渋谷伸子 ， 佐藤根敏彦 ， 伊藤祐輔
く富山医薬大手術部I
久世照五 く同 麻酔科1
18． N B用 イ ン トロ ジ ュ
ー サ ー 付 エ ラ ス タ ー 穿刺針の
紹介
0 浜田富美男 ， 松本欣 久， 成瀬 隆倫
中西拓郎 く富山市民病院麻酔科
座長 片岡久範 富山労災病院
19． D型乳酸代謝酵素の 検討 こ ラ ッ ト 肝 に お け る
D－2－hydr oxy a cid dehydr oge n as e洒性
0 岩城久美 ， 久世照五 ， 伊藤 祐輔
く富山医薬大麻酔科
宮原籠郎 ， 狐塚 寛
く富山医薬大薬学臨床分析学講劇
20． イ ヌ 摘出心 室筋の 収縮力 な ら び に 膜電位 に 及ぼ す
プ ビ バ カ イ ン の 影響
0 渋谷伸子 く宮山医薬大手術恥
畠山 登 ， 山崎光章， 伊藤祐輔
く富山医薬大麻酔科ナ
21． 鼓室形成術 と利尿 第工工報
一 耳針穴 は利尿に 関与 し て い る か 7 －
早稲田 祐子 ， 新田俊 一 ， 紫藤明美
山本 健 ， 小林 勉 ， 村上 誠 一
く金大麻酔科蘇生科う
岸槌進次郎く国立金沢病院麻酔科1
22． ラ リ ン ゲ ア ル マ ス ク の評価
一 気管内吸引に つ い て の 検討 一
山田 圭輔 ， 山本 健 ， 野 村良明
小林 勉 ， 村上 誠 一 く金大麻酔科蘇生糾
23． IC Uに お け る M ask C P A Pの 効用
松本欣久 ， 浜 田富美男 ， 成瀬隆倫
中西拓郎く富山市民病院麻酔科
第13会場 小 児 科 分 科会
第236 回 日本小児科学会北陸地方会
座長 森尻悠 一 郎 く富山県立中央病院 小児科1
1 ． 特発性血小板減少性紫斑病 と メ チ ル プ レ ド ニ ゾロ
ン 大量 療法
0 林 恵三 ， 畑 崎書芳 ， 大井 仁
森尻悠 一 郎 く富山県立中央病院小児紬
2． プ レ ド ニ ゾ ロ ン隔 日大量 法が 奏功し た ， 全身型重
症筋無力症の 1例
0新井 田要 ， 岡部 敬， 北野 尚史
会
三浦正義郎く宮山市民病院小児科
3 ． 進行性骨化性筋炎の 1例
0 丸岡達也 ， 渋谷 憶 ， 徳田成美
山田 燦 ， 高橋弘昭 ， 四家正 一 郎
く金沢 医大小児科
川 上重彦 ， 塚 田 貞夫 く同 形成外科
4 ． 再燃 を認 め た新生児 ヘ ル ペ ス 感染症 の 1例
0 畑 郁江， 安 嶋美紀 ， 藤井靖史
栗山政憲， 木川 芳春， 重松陽介
小西行郎 ， 須藤正 克く福井医大小児科
座長 市田蕗子 く富山医薬大小児科
5 ． 肺動脈絞拒術後工I期的に ジ ャ テ ン 手術 を行 っ た完
全大血管転位症 の 1 治験例
0 村 上 晃， 大 中正光 ， 大橋博和
堤 泰央， 藤井 奨 ， 阿部吉仲
田中 孝 く福井循環器病院外科
神谷康隆く同 小児科
く指定討論三削 富山医科薬科大学小児科 村上 新
6 ． V S D根治術後12年 を経 て発症 し た 感染症心内膜
炎の 1例
0 谷口 昌史 ， 西尾 夏人 ， 上野康尚
堀 田 成紀， 久保 実 ， 大木徹郎
く石川県立 中央病院小児内剛
く指定討論都 金沢大学小児科 大野商史
7 ． 種 皮 的大動脈 弁形成術 くP T A Vl を 施行 し た
criticalAS の 2例
0 津幡眞 一 ， 橋本郁夫， 宮崎あゆみ
市田蕗子 ， 岡田敏夫 く富山医薬大小児柳
高橋長裕 ， 越後茂行 ， 神谷哲郎
個 立循環器病 セ ン タ ー 小児科
木村晃 二 く同 放射線糾
く指定討論都 福井循環器病院ノJl児科 神谷康隆
8 ． 左心 低形成症候群の 治療経験
一 術前管理 の 間寒点に つ い て の 検討－
0 村上 新 ， 森田 弘之 ， 阿部吉仲
山本雅已 杉本 実 ， 高野 徹
山本恵 一 膚 山医薬大第 1外科
市田蕗子 ， 宮崎 あ ゆ み ， 津幡眞
一
橋本郁夫 ， 岡田 敏夫 洞 小児科
関 雅博く石 川 県立 中央胸部心臓血管外相
瀾定討論都 福井循環器病院外科 大中正光
座長 上 野 桂 一 く金沢大学第2外科
9 ． ポ ッ タ ー 症 候群 の 1例
0 金 井英子 ， 嶋大 二郎 く砺 波総合病院小児科
安念有声 洞 痛風
10． 非典型的腹痛発作 を主 訴と した下 大動脈後尿管の
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1例
0 越 田理 恵 ， 丸山博昭 ， 奥田則彦
く国立金沢病院小児科ン
村山和夫く同 泌尿器科ン
11． 小児腹部外傷症例 の 検討




岡田健志 ， 和田 真也
大浜和憲， 浅野 周二 く石川県立中央病院小児外科1
く指定討論者1 金沢大学ノJl児科 太 田和秀
座長 平谷美智夫く福井県小 児療育 セ ン タ ー 小児 糾
13． 心 身症と し て 外来 フ ォ ロ ー 中に ， ケ ン ト性 昏睡 に
て発症 したイ ン ス リ ン 依存型糖尿病 の 1例
0 田中靖彦 ， 中村凱次， 林 修平
田中立歩 ． 田 里 寛， 前田真治
く福井赤十字病院小児科I
村山和夫 く同 泌尿器科I
14． 登校拒否児の 入 院治療
0 梶原荘平 ， 西 川二 郎 ， 本 家 一 也
上 野 良樹 ， 石 川克 己 く国立療養所医王病院1
15． L．D．くLea rningdis abilitie sニ 学 習 障害いこ関す
る研究
第三報 二 WIS C知能検査 に よ る発達障害児の 分
類と L Dの 位置づ け
0 平谷美智夫く福井県小児療育セ ン タ ー 小児科ン
坪田常 子 く同 0．T．1
小 沢朋子く同 心 理J
福原 満 く同 S，T．1
棟居俊男く同 精神科I
前 田英隆 ， 高野 幸嗣
く福井県特殊教育 セ ン タ ー 1
鹿部和夫く鯖江市あす な ろ保育園さ
三橋美典 く福井大教育学部1
座長 横井 透く金沢大学小 児 科I
16． C P K異 常高値 を呈 し た先天性筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー
の 1例
－ ジス ロ フ ィ ン染 色に よ る検討－
0 金兼千春 ， 加藤公 孝 ， 高橋 勉
片山啓太 ， 樋 口 晃 ， 京谷 征三
く国立療養所宮山病院I
滝沢 昇 ， 田 丸陽 一 ， 関 秀俊
く金大小児科1
松原 四郎く同 神経内科1
17－ 1歳3 ケ月 以 後 に Cher ry－red spot を 認 め た
Tay－Sa chs 病 の 1例
坂後恒 久 ， 平 谷美智夫
く福井県小児療育セ ン タ ー 小 児科1
大野 一 郎 ， 福井徹哉 ． 野坂和彦
生 田敬走， 福原君 栄 ， 春木伸 一
く福井県立病院小児科1
18． Pen a－Shokeir 症候群の 兄妹例




19． M RIに て錘体格 に 変性所見を認 め た A dre n ole u－
kcdystrophy の 1例
0 丹生龍太郎 ， 太 田邦雄， 寺尾 岳
関 秀俊 ． 谷口 昂 く金大小児科1
第14会場 リ ハ ビリテ ー シ ョ ン医 学分科会
第25 回 北陸リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医学集談会
一 般 演題
座長 鈴木重忠
1 ． Lars e n症候群 の 早 期言語指導例
0 和泉慶子く愛育児童病院J




2 ． 左 被殻出血 に よ る皮質下失語
0 堂 ケ 崎裕美く能登総合病院I
相野 田 紀子 く金沢医科大病院1
3 ． O bje ct m e aning a m m e sia と思わ れ る対象の 意味
に つ い て の 記憶障害 を示 し た 1例
0砂 川伸行 ， 早Jll 忍 く高志リ ハ 病院ナ
4 ． 重度麻痺性構音障害患者の 会話の 分析
一 間き 手 く経験年数1 に よる 差に つ い て一
0 斉藤裕子 く福井医療技術専門1
勝木 準， 花山耕三 くリ ハ 加賀八 幡温泉病院1
5 ． 実験的知覚障害に お ける パ ラ ト グラ ム の 解析
0 森川豊子 ， 勝木 準
，
小野 桂子
吉 田 泉 ， 竹内 満 ， 中新敏彦
花山耕三 ， 山口 昌夫くリ ハ 加賀八 幡温泉病院1
勝木道夫 く声域病院1
座長 伊藤秀樹
6 ． 失読失書の 1例
0 上 島 睦 ， 沖 春海く黒部市民病院1
能登谷晶子 ， 鈴木重 忠く金沢大学病院ン




8 ． ALS患者の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ． ケ ア
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0 稲村 恵， 中澤久夫 ， 松山由香里
山口 ま ゆ み ， 伊藤 清吾 く福井総合病院1
9 ． 脳内出血 に よ り失語症 と多彩 な高次運動障害 を呈
した 1 例
0 中澤久夫 ， 藤波英司 ， 稲村 恵
伊藤清苦く福井総合病院I
lO． 長期意識障害後に 著明 な改善 を 示 し た脳損傷患者
の 1例
0笠 森秀 一 ， 斉 藤秀之 ， 藤井博之
く藤井脳神経外科病院I
松田 勇 ， 洲崎俊男く金沢大学医療短大う
11． 脳血管障害片麻痺例の 転倒
0 塩井美紀 ， 中村佳代， 松井佳子
赤尾健志 ， 小 谷亜 由巳 ， 舘美智子
押田 直子 ， 伊藤 秀樹 膚 山赤十字病院I
座長 島 田政則
12． 下肢 エ ル ゴ メ ー タ ー に お け る r 訂np 負荷 の 検討
0 清水雪夫 ， 番谷 厳 ， 番 谷 由美子
坂本千鶴く社保高岡病院1
13． 糖 尿病運動療法に お け る A Tく嫌気性代謝閥値I
O 平 野 治和 ， 大門 和． 樽谷和宏
畑 直美 ， 石 塚義治 ， 小不動勇
く光陽生協病院1
14． 乳房切断術後 に 発生 した 上 肢浮腰 に 対す る 理 学療
法の 経験
0 佐野 正 和 ， 三 秋泰 一 ， 前 田真 一
須釜 聡 ， 岸 谷 都く金沢大学病院1
染谷富士 子 ， 立野 勝彦く金沢大学医短1
15． 健康成人 に お け る ト レ ー ニ ン グ効果 t
一 最大酸素摂取量 及び乳酸測定の 結果 か ら－
0 藤本 昭， 木村千鶴子 ， 山口 ま ゆ み
山口 伸 一 ， 松井 一 人 ， 石 畝昌子
三澤利博 ， 島田政則 く福井総合病院1
堀 秀昭 ， 髪元 朋史 ， 斉藤幸江
く福井医療技術専門ナ
16． R E 且A M A T EくR X－2001 を用 い た足関節 の 筋力評
価
0 埴亜 紀夫 ， 桑野 寛之 仲 村病院1
佐々木伸 一 ， 嶋 田誠 一 郎 く福井医科大病院ン
17． 当院に お け る腰板損傷 に 対す る 術後成績 に つ い て
0 織平秀 一 ， 加藤 真佐美， 中居 恵
津田則子 ， 大西仁美， 松本晴彦
く金沢聖 霊 病院外科I
18． 腫瘍 に よ る 左膝伸筋広範囲切除後の 1症例
0栗山恵美， 大谷 源造 ， 石 渡和美






1 9． ALD 向上 を 目指 した グ ル ー プ の 試み
0 千田 茂t 安田 秀 一 ， 谷美津江
吉田栄子 ， 進藤 浩美， 埴生知則
く恵寿総合病勒
20． 重度の 身体 ． 精神機能低下者の 家族指導
0 安 田秀 一 ， 千 田 茂 ， 谷美津江
吉 田栄子 ， 進藤浩美 ， 埴生知則
く恵寿総合病院I
21． 家屋 調 整に 関 す る作業療法士 の 役割
一脳卒中片麻痔患者宅 ． 新築 工 事 を経験して －
0 寺田佳世 ， 田 中昌代 ， 建部明代
酒井広勝 ， 土 場 好美， 杉浦良道
山口昌夫 川 ハ 加賀八 幡温泉病馳
勝木道夫 く声域病矧
荒井利春 く金沢 美術工芸対
22． 家庭復帰困難 な入 院 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン患者の退
院前家庭訪問指導
0 宮坂高史， 炭谷 秀子 ， 坪田静子
三 ツ 井武生 ， 北尾 武 ， 小澤眞二
く国療北潟病院1
第1 5会場 形成外科分 科会
第38回 日本形成外科学会中部支部北陸地方会
1 ． マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ー を利用 した 患者管理
0 池 田和 隆く能登総合形劇
安 田幸雄く金沢医大形動
2 ． 当科 に お け る Tiss u e e xpande r使用 症例 の検討
0 林 洋司， 野 田博 司 く浅 ノ川総合形動
3 ． ウ ィ ル ス 感染 を合併 し た乳児重症熱傷例
0 赤羽 紀子 ， 上 茂 く富山県中形動
島津保生 く金沢医大形動
4 ． 錘体外路性不髄運動 を伴 っ た 重 症熱傷例
0 島津保生 ， 中林仲之 ， 安田幸雄
塚 田貞夫 く金沢医大形動
5 ． リ ン パ 節外性悪性 リ ン パ 腰の 2例
0 山口 博 ， 長谷 田 泰男く厚生連高岡形成J
6 ． htra n e u r alipo m aの 2例
0 町野 重日乱 太 田真人 ， L山本iE樹
く石川県中形成1
小島正嗣く金沢翻
7 ． 皮膚混合腫瘍1 1例 の 検討
0 岩脇理 阻 置塩長政く富山市民形跡
8 ． 腱鞘由来巨細胞腰例の検討
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0 平敷貴也 ， 桜井伴子 ， 塚 田貞夫
く金沢医大形成1
9． 偽性正 中裂例
0 原 陽 一 郎 ， 桜井伴子 ， 谷 口 和佳枝
川上重彦 ， 塚田貞夫 く金沢医大形成ン
10． 第工 号第工1鯉弓症候群 に 対 する 顎 移動術 の 検討
0 谷 口和佳枝 ， 川上 重彦， 塚田 貞夫
く金沢医大形成1
11． 当科で み ら れ た先天 性頸療例の 検討
0 亀井康 二 ． 井手 裕く砺波総合形成1
12． 難治性潰瘍と し て長期間加療を受け て い た 皮膚療
の 治療経験
0 長石 京子 ， 平本道昭， 西端和哉
大井克之 く大阪府済生会中津形成1
13． オ ー トバ イ 事放 に よ る 舟状骨骨折例
0 太田 真人 ， 町野重昭， 山本正 樹
く石川県中形成J
14， 稀な M P関節 ロ ッ キ ン グ症例
0 北 山吉明く金沢市I
15． 過去1年間の 手外傷例 の 検討
0 岡田 忠彦 ， 荒井正 雄 く福井県立形成1
16． 最近3年間に お け る切断指例の 受 傷機転調査
0 川 中隆雄 ， 石 倉直敬 ， 吉川秀昭
上 野輝夫， 塚 田貞夫く金沢医大形成I
第16会場 泌 尿 器 科分 科会
第353回 日本泌 尿器科学会北陸地方会
症例報告
座長 亀田健 一 く小 松市民I
l． ハ イパ ー サ ー ミア が 有効で あ っ た後腹膜腱悪性線
推性組織球腫の 1例
0 森下 裕志 ， 内藤克輔 ， 久住治男
く金大ン
長野賢 一 く公 立 松任石川中央1
宮城徹 三 郎 く石 川 県立 中央ン
2■ 石灰 化を伴 っ た単純性腎襲胞の 1例
0 新 田政博， 小泉久志 く黒 部市民J
3． 石灰 化を伴 っ た単純性腎嚢胞の 1 例
0 里 見定信
， 藤内靖書 ， 永川 修
岩崎雅志 ， 酒本 護， 石 川成 明
布施秀樹， 片山 喬く富山医薬大ナ
4 ． ヨ ー ド過敏症 の 乳 診断に 苦慮 した 出血 性腎裏腹
の 1例
0 香久山明 ， 下 在和 ， 田 中連朗
鈴木孝治 ， 津川龍三 く金沢医村
5 ． 腎線推腰 の 1 例
0 庄 田鹿中く北陸病院I
竹内伸夫． 西野知 一 く同 内科I
大川光央く金大1
野々村昭孝く同 病鹿部1
6 ． 顕微鏡的腎腺腫 を伴 っ た多房性脳胞状腎細胞癌の
1例
0 西野昭夫 ， 亀 田健 一 く小松市民I
岡田仁克く金大第 1病理I
座長 長谷川真常く長谷川病院I
7 ． 腎悪性 リ ン パ 腫 の 1例
0 萩中隆博 ， 酒井 晃く富山赤十字I
魚津幸蔵 ， 関川 博く同 外科1
小西秀男く同 放射線科I
楠 憲夫く同 内科1
8 ． 巨大尿管結石 の 1例
0 小林徹治 ， 島田 宏 一 郎 く福井県立J
菅田敏明 く福井済生会I
9 ． 集学的治療 に よ り完全寛解 を見 た浸潤性膀胱癌の
1例




神田静人 ， 加藤正 博く富山市民1
杉原政美， 野島浩司く同 放射線科1
高柳 芦立く同 研究検査料1
10． 尿道尖圭 コ ン ジ ロ ー ム の 1 例
0 平野 章治， 川口 正 一 ， 美川郁夫
く厚生連高岡1
増田信二 く同 病 理科1
11． 尿道尖圭 コ ン ジ ロ ー ム の 1例
0 守山典宏 ， 秋野裕信， 中村直博
三輪吉司， 佐藤 一 博 ， 河原 優
蟹本雄右 ， 岡田 謙 一 郎 く福井医大う
12． 両側精管無形成の 1例
0 中村直博 ， 磯松幸成 ， 藤田 知洋
塚 晴俊 ， 鈴木裕志 ， 西淵繁夫
蟹本雄右 ， 岡田 謙 一 郎 く福井医大う
座長 蟹本雄右く福井医大I
13． 当院に お け る桂皮的腎切 石 術の 成績
－flu sh． up 法 を中JL一に －
0 宮崎公臣 ， 押野 谷事之輔 ， 天 野俊康
藤 田幸雄く藤 田記念J
14． 無力 テ ー テ ル 尿管皮膚療術の 臨床成績
0 勝見哲郎 一 村山和夫く国立金沢ナ
宮崎公臣， 藤 田幸雄く藤 田記念1
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15． 膀胱 陸療 ． 尿管腹療 に 対す る手術経験
0 村山和夫 ， 勝見哲郎 く国立金沢1
16． 頭部外傷後遺症 と し て の 排 尿障害
0 上 木 修 ， 久住治男く金大1
長野賢 一 く公立 松任石川中央ナ
泉田重雄 膚 山県高志 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ンン
座長 石川成明く富山医薬大1
17． 尿失禁 に 対す る肛門電気刺激療法の 経験
0 横山 修 く公立加賀中央一
宮崎公臣 ． 藤田 幸雄く藤田記念1
石 田武之 ， 南後 修く金大1
18． 尿道ス テ ン トの 臨床的検討
0 奥村昌央 ， 十 二 町明 ， 坂 井健彦
高峰利充 ， 風間泰蔵 ， 寺田 為義
布施秀樹 ， 片山 喬く宮山医薬対
19． 慢性前立 腺炎患者か ら の分離細菌の 検討













座長 高柳 甲立 く富山市民病院う
A l． 前立腺腫瘍 に お ける レ ク チ ン 組織化学検査の有
用性の検討
0 前川秀樹 ， 森 正 樹 ， 今村好章
黒 田 満彦く福井医大検査部1
今回我 々 は レ ク チ ン 組 織化学 を前立腺組織 に 応用
し ， そ の 良悪性鑑別の有 肝性に つ い て検 討し た ■
症例 は腺痛22例 ， 前立腺肥大症17例， 正 常前立腺組
織 3例 でホ ル マ リ ン 固定の パ ラ フ ィ ン 包埋 切片 を用 い
た ． レ ク チ ン は ， ビオ チ ン 標識 P N A， U E A－1， M P A，
S T A， D B Aの 5種類く25JL glml を 使用 した －
P N A は， 腺病 の全例で強陽性で ， 前立腺肥大症 で
は 殆 ど陰性で あ っ た こ と か ら ， 前立 腺腫瘍 の 良悪 性鑑
別の 一 つ の補助手段 と し て 有用 で あ る と 思わ れ た －
UE A－1 と M P Aに つ い て は ， 腺病 の 殆 どが 陽性 を示
した が ， 前立 腺肥大症で も半数近 くが 陽性 を示 した ．
UE A－1 の 前立腺癌 に 対 する 特異性 を 示 す 報告が みら
れ る が ， 今回の 検討で は特異性は認 め られ な か っ た ．
S T A と D B Aに つ い て は ， 陽性 を 示 す 症例 は腺軌 前
立腺肥大症 と も に 半数以 下で ， 特 に 前立 腺癌に 対する
特異性 は認 め．
ら れ な か っ た －
A 2． 当院に お ける 乳切材料 の 取 り 扱い
0 渡辺 駿七 郎 ， 川畑 圭子 ，Jl仲 剛
尾崎 聴 ， 富田 小夜子 ， 南比呂志
く国立金沢病院研究検査料
津 田宏信洞 外科
近年 ， 我国 に お け る乳癌 を と り ま く状況 に変化がみ
ら れ ， 病 理側 に 提 出 さ れ る 乳腺外科病 理材料自体に
も ， また ， そ れ ら の 病理側で の取 り 扱い 方に も 変化が
み られ る よう に な っ て き た ． こ れ ら の 変化のう ち ， 病
理 側 と の関連 で は 以 下 の こ と が ． よ り密 接 に 関係す
る ． 即 ち ， くD術前確定診断法 と し ての 細胞診く特に 穿
刺吸引細胞診う の普及 ， 母乳痛手術 の 縮小化 ， 特に 乳
房温存療法の開始 ， 母乳癌組織 か ら の E R及 び PgR
等の 測定の 一 般化 ， な どで あ る ． こ れ ら の乳癌をとり
まく 最近の状況の 変化の中で ， 当病 理 で は こ こ 5年間
に 約300例 の 乳切材料の乳腺全判標本 を作製し てき た．
乳癌 を と り ま く状況 の変化 に ふ れ ， そ の変化の 中で，
乳切材料 を どう取 り扱 っ て い るの か ， 自施設に お ける
経験 を紹介 した ． 併 せ て ， 非温存術例 の 乳腺全割標本
に よ っ て 得た 若干 の 結果 も述 べ た ． こ れ ら の結果が本
邦 に お ける適切な乳房温存療法確立 の た め の基礎研究
の 一 助 に な れ ば幸い と 考 えて い る ．
A 3． 当院 に お け る乳腺細胞診の現況
0 尾崎 聡 ， 川畑圭子 ， 川 中 剛
富 田小夜子 ， 南比 呂志 ， 渡辺 麒七郎
く国立金沢病院研究検査料
津 田宏侶く同 外科
過去 7年 間く1984旬 19抑 ， 当院 で 行わ れ てき た乳腺
細胞診の 現況 に つ い て報告 した ．
乳癌検査 と し て の 乳腺細胞診 は増加傾向 に あり ， 反
面 ， 乳腺生検 は減少傾向に あ る ．
乳癌手術例 の術前確定診断法 と し て細胞診が単独で
用 い ら れ る 症 例は 平均60％を 占め ， 年 々増加傾向にあ
り ， 昨年 一 年間 で は80％に も な っ て い る ．
当院 に お ける 乳腺穿刺細胞診の 正 診率は78．6％， 乳
腺分泌物細胞診で は50．0％で あ り件数の 比 率で は通年
3 こ 1 か ら 4 こ 1 と なっ て い る ． 分 泌物細胞診は感
軋 精度 と も穿刺細胞診 に 劣 り ， 両者 は性格を異にし
た検査法と い え る ．
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乳腺細胞診は生検 に 比 べ 患者 に 与 え る 苦痛 が少 な
く ， 手が る に行 え る検査 で あ り ， 今後 と も件数の増加
が予想され る ．
A 4． 呼吸 器細胞診 に お ける 陽性率 の検討
0 島崎栄 一 ， 今村伸 一 ， 山岸智子
野崎志げ子 ， 砂 田智子 ， 高柳声立
く富山市民病院中央研究検査部ナ
原発性肺癌切除例1 10例く扁平上 皮癌49例 ， 腺病4 3
例， 大細胞癌 6例 ， 小 紙胸痛 4例 ， 腺 扁平 上 皮癌 8
彿 に お ける呼吸器細胞診の陽性率 を評価 し ． そ の 有
用性に つ い て考察 した ．
細胞診陽性率は1 10例 の 切除肺癌 に 対 し91例 ， 83％
で ， 検査法別 に み る と 喀疾51％ ， 気管支擦過 ． 吸引材
料67％， 肺穿刺細胞診 で は19例中17例 ， 89％と 高率で
あっ た ． 癌 の発生部位別陽性率 は中心型 で は 良い が 末
治型では低率 で あ っ た ． し か し ， 末相性腫瘍 に は肺穿
刺細胞診の 検出率が高 く ト 腫 瘍径に 関係な く 極め て有
効であ っ た ． 病理 病期 と の 関連で は 進行度と陽性率 に
は平行性はみ ら れ な い も のの ， 上皮内癌 や早期扁平上
皮癌の 陽性率は高く ， 特 に 嗜癖検査 は有 用 と い え る ．
組織塾別陽性率 は扁平上皮癌で96％， 腺癌 は67％と他
に比べ 低率で あ っ た ．
更に優れ た細胞診成績 を得る に は気管支吸 引標本の
作製技術の 向上 と疑陽性例の 十分な追跡 を心が け る こ
とによ り可能と考 え られ た ．
座長 藤 田 信一一 く金沢大学1
A 5． 肝疾患に お ける ClOO－3 抗体測定系の 不 一 致例
に つ い ての 検討
0 高岡幸子 仁 小西 査子 ， 浅香敏之
く国 立 金沢病院研究検査料1
HC V．ClOO－3抗体測定系の E LIS A法 と E n法の 不
一 致例 に つ い て検 討． 仁方法と対象コ H C V抗体測定 二
ClOO．3 抗体は E LIS A法 け － ソナ と EIA 法 げ イ ナ
ポ ッ ト巨剰定， 追加試験 に M B Aテ ス トくカ イ ロ ンIを
実施． 第二 世代抗体く以下 2ndJ は P H Aげ イ ナ ポ ッ
トI， G O R抗体は E LIS Aく特殊免疫1 で 測定 ． 対象
は， 健常者1228例 と各種肝疾患157例 ． L成績コ0不 一
致率二健常者群0．2％ ， 肝疾患群8．6％． 肝癌25例中2
例8％， 肝硬変32例中 5例12．5％は す べ て E L工S A陽
性． 慢性肝炎77例中2例 は E LIS A， 4 例は E王A陽 性
で計7．8％ ． e不 一 致 は C．0 ．I 3．6 以下に 存在 ． 砂肝疾
患群の 不 一 致で は E LIS A 陽性10例の 5例 は RIB A判
定保軋 8例が 2nd 又 は GO R抗体陽性 ， E 仏 陽性4
例は 2nd， GO Rい ずれ か が 陽Jh ． 健常者群の 不 叫 致の
全例 ， 他 の HC V抗体陰性． 仁ま と めコ不 二 致例 は単に
方法差 や感度差 ， 又 は非特異的反応と は言 えず ， 肝疾
患で の 多 く は抗体陽性で ある ．
A 6． 酵素法に よ る Mo raxe11a c atarrhalis の迅速同定
法
0渡辺恵美子 ， 殿畑晶子 ， 松 岡隆子
尾角信夫， 藤 田信 一 く金沢大検査掛
橋本琢磨く同 臨床検査医学ナ
E目的コM． c atarrh alis は ， 特異的に プチ レ ー ト エ ス テ
ラ ー ゼ を持つ こ と が 知 ら れ て い る ， 今 回 ， 我々 は ，
4－ m ethylu m ebellife ryl butylate を 基 質 と し た M ．
C atar rhalis の 迅速同定法に つ い て検討 した の で
，
そ の
結果を 報告す る ．
仁方法コ対象薗株 は ， M ． c ata rrh alis 16附 そ の 他 の
Neisseria 属33株 ， K． de nitrific an 4 株 ， A ． c alc o a c－
etic u s5 株 ， Neis seria 科以外 の菌3 0株 用 い た ．
4－ m ethylu m ebellife rYl butylate を含む デ ィ ス ク に ， 被
検菌株 2 へ 3 コ ロ ニ ー を塗り つ け ， W ラン プ で 照射
して
， 強 い 蛍光 を示 す も の を陽性と判定 した ．
E結果 お よ び考察コ M． c ata rrh alis は， 全 て 陽性 と な
り ， その 他の Neis s eria 属 は ， 全て 陰性 とな っ た ． 本法
は ， 反応時間が30秒 と短 く ， 特異的で ， 市販 キ ッ ト ，
従来法と 比較 して も きわ めて 経済的で あ る こ とか ら ，
日常検査 に即 した 方法で ある と思 われ る ．
A 7． フ ル オ ロ プ レ ー ト ． カ ン ジ ダの 検討
0 疋 津和美， 山崎美智子
，
寓本千春
三浦隆史， 田中千津 ， 瀬戸康 子
く金沢医大中央臨床検査部ラ
C andida al bican sが 産生 す る特異 的な酵素に よ り 分
解さ れ蛍光 を発 す る蛍光基質 4． メ チ ル ウ ン ベ リ フ ェ
リル ーN一 ア セ チ ル ．P －D－ ガ ラ ク トサ ミ ニ ド くM U G alI を
含む Candida al bic an s迅速検出用 生 培地 フ ル オ ロ プ
レ ー ト ． カ ン ジ ダ くメ ル ク社1 の 有用 性 に つ い て 検討
し た ．
本培地 は ， 被検菌 を接種 し370C l晩培養後 U Vラ ン
プく360nr山 下で の 蛍光の 有無を判定す る だ けで よ く ，
厚膜胞子 形 成観察 ． カ ン ジ ダ チ ェ ッ ク くヤ ト ロ ン い 発
芽管 形 成試験 と 比 較 し ， 操 作 が 簡便 で ， Candida
al bic an sに 対す る特異性 に も 優れ て い た ． ま た ， 本培
地 は ， 酵母 様真菌の 選択発育性に やや 劣り
， 緑膿菌 で
も蛍光 を発 す る 等の 問題点は あ っ たが ， 臨床材料 か ら
検出さ れ る病原性酵母の 多く は Ca ndida albic aJIS で あ
り ， 本培地 を 分 離培地と して 日常検査 に 用 い れ ば ， 分
離と 同時に 本菌に 関 して 同定も 可能 とな る た め ． 検査
1044
業務の省力化 と結果報告の 迅速化 に 有用 と思わ れ る －
A 8． 血 液寒天培地 の比較検討
0山崎美智子 ， 寓本千春， 三 浦隆史
田中千津 ， 疋 津和美 ， 瀬戸康子
く金沢医大中央臨床検査鮒
血液寒天培地 は多施設で市販生培地が使用 さ れ て お
り ， その 品質管理 は メ ー カ ー に 任 され て い る ． 最近 t
当施設で 用 い て い る デ ン カ 生研 ． 血 液寒天 培地くめ ん
羊Hこ問題が ある と発表さ れ た の を機 に ， ヒ ツ ジ血 液
寒天培地 の 比較検討 を行 っ た ． そ の 結果 ， 炭酸 ガ ス 培
養時の 培地 の 異 変と Streptoc oc c u sp yogeneS の 容 血
環 に お い て他社製晶 よ り劣る こ と が 分か っ た ． こ れ を
メ ー カ ー 側 に 指摘し ， 改良さ れ た培地で は こ れ ら は解
決され て い る ．
血液寒天培地 の 検討は ， メ ー カ ー と当施設の 結果が
異な る場合が あ っ た り ， 同 一 ロ ッ ト で あ っ て も 繰 り返
し実験 で 必 ず し も同
一 結果 が得 ら れ な い 等 の 問題が あ
り ， 性能評価時に は条件の 厳密な設定 と繰 り返 し実験
が必要で あ る ． ま た ， 評価の 個人 差は無視 で き ず， 客
観的な評価が行え る新 しい 基 準が 必 要で あ る － 各メ
ー
カ ー は 数種棟の 血液寒天培地 を製造 して お り ， 各培地
の特徴 をよ く把握 し， 施設の 現状 と用 途 に 応 じた 培地
を選択す べ き で ある ．
座 長 山岸高由一金沢大学医療短大I
A 9． 残胃胃炎と 壬klic obacte rp ylori
特 に 胆汁酸と の 関係 に つ い て
0 柴 田淳子 ， 水落 富士代
く城端厚生病院検査部1
根井仁 一 く同 内科1
早瀬 満く金沢医大臨床病理1
日的こ王鹿Iic obacte rp yloriく王廿1と 残胃胃炎と の 関係
を明ら か に す る 事を目的と した ．
対象及 び 方法 こ 平成元年 か ら 2年 に か け城端厚生病
院 で 胃内視鏡検査 を施行 し た残胃胃炎53例 を 王茸 陽性
群11例 と陰性群42例に 分け ， 胃炎の 程度 を内視鏡軋
組織学的 に ， 更に 胆汁逆流 の 頻度 ， 胃液 内総胆汁酸濃
度 を比 較 し ， h vitr o で 胆 嚢内胆汁 と胆汁酸 5分画
くU D C A， CE C A， C A，工XI A， L C Alの H Pの 抗 菌濃度 を
検討 した ．
結果 こ 胃液内総胆汁酸濃度 と内視鏡的胃炎の程度 に
は両群 で 有意 な差 はな か っ たが ト 胆汁逆流の 頻度は陰
性群で有意 に 高 く ， 組織学的胃炎の 程度 は陽性群で 有
意 に 強か っ た ． b vitro で の H P の発育 は総胆汁酸
716．2JLgIml U D C A 250－ 500FL glml C 肛 A 156－3
－
会
312．5jL glml C A 2，500
－ 10
，
00 0JL gノml D C A250－
500FL glml で阻止 され ， LCA で は検討 した 濃度で 阻
止 さ れ な か っ た ．
結論 ニ U 肛 A投与で残胃胃炎の 改善例が あ り ， 玉野
の 上 部 消化管疾患 へ の 関与が示 唆 され た －
A lO． D N A ブロ ー プ に よ る肺炎 マ イ コ プ ラ ズマ の検
出
0 山下政宣 ， 飛田 征男 ， 森河 浄
黒 田満彦 く福井医大検査勒
塚 田宏 一 く同 小児科
D N Aプ ロ ー プ法 を用 い て 必 ． か 矧 附 仰 戒加 の検出を
試み ， 培養法お よ び 血清診断法と比較検討 を行 っ た ．
13症例の う ち ， Myc o． 抗体価40培以 上 は 5例， 培養法
陽性 は 2 例 ， D NA プロ ー プ 法陽性 は 1 例 と なり ，
D N A プロ ー ブ 法陽性 ， P P L O培養法陽性 ， Myc o抗体
価80倍 と成績 が 一 致 し た の は 1例の み であ っ た ． 他の
1例 は P P L O培養法陽性 ， Myc o． 抗体価640培となっ
た が D N A プロ
ー ブ法 は陰性と な っ た ． こ の 原因とし
て
， 本 キ ッ トの 検出感度 が 10 でF Uノml と比較的感度
が低い こ とが 考 え られ た ． な お ， 擦過 テ ス トで は擦過
回数 との 関係 に お い て
一 定 の 傾 向 は認 め な か っ た －
D N Aプ ロ ー ブ 法は検出感度 が 1 0
5
C F Ulml程度で ， そ
れ以 下 が検出で き な い こ と ， M を用 い て い て操作性
が や や煩経で あ る こ と ， 価格が や や 高 い こ とな ど欠点
があげ ら れ る が ， 特 異性 ， 迅 速性 に お い て非常 に優れ
て お り
， 特に その 検出が最終同定 と な りう る点で大き
な 利点が あ ると 考 えら れ た ．
Al l． 臨床分離株の ガー ラ ク タ マ ー ゼ産生能 に つ い て
0 飛 田征男 ， 山下政宣 ， 森河 浄
黒 田 満彦 く福井医大検査鮒
臨床分離株 の ガ ー ラ ク タ マ ー ゼ 産 生能 を ， ト リプル
針 す ェ ッ ク を用 い て検出 し ， ディ ス ク 法 の 成績 とガ
ー
ラ ク タ マ ー ゼ 産生 能 の 関係 に つ い て も ， 検討 を加え
た ． ガ ー ラ ク タ マ ー ゼ産 生能 は ， 菌種 に よ り特異的な
パ
タ ー ン を示 し ， グ ラ ム 陽 性球菌で は P Cas eの み ， グラ
ム 陰性梓薗 で は ， P Ca se． C Sa s e． C Xas eの 3種類の
ガー ラ ク タ マ ー ゼが 検出さ れ た ． P5． 瑚 d Cわ で 1株－
B． fragilis T 3株の 計 4株 に CXas eが 検出さ れた．
デ ィ ス ク 法の 成績とガ ー ラ ク タ マ ー ゼ 産 生能 の 関係で
は ， Ente roba cte r， Ser7Vtia は CSas e産 生 能と CEZ
の 成績 は比 較的 よ く 一 致 して い た が ， 他の 菌種では不
一 致例が 多く み られ た ． 原因と して ， 本法が 針 ラ クタ
マ ー ゼ高度産 生菌 の検出が目的 で あ る こ と か ら， ニ ト
ロ セ フ ィ ン法 な どと 比 べ ， 感度が 低 い こ とも
一 因と思
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われ た ． しか し ， ト リ プ ル 周 一 チ ェ ッ ク は ガ ー ラ ク タ
マ ー ゼ測定法の う ち ， 唯 一 3 種類 の ガ ー ラ ク タ マ ー ゼ
を容易に 鑑別で きる こ と よ り， 菌種 を 限定 す れ ば 日常
の スク リ
ー ニ ン グ に 有用 で あ り ， 抗菌剤選択 の 一 助 と
なり えると 思 われ た ．
座長 福永寿暗く金沢医科大学I
A12． 脳波分析時間の 検討
一 振幅 に つ い て －
0 宮越 基 ， 浜田 敏彦 ， 久 保克美
黒 田 満彦く福井医大検査部1
大森晶夫 ， 村田 哲人 ， 堀江 端
村 田 一 郎 ， 坪川 み ゆき 上 越野 好文
伊崎公徳く同 神経精神医字数室j
いまじめ にコ 今回 わ れ わ れ は ， ト ボ ブラ フ イ を用 い た
脳波解析に 必 要な脳波 の 振幅 に お ける 最適分析時間に
つ い て 検討 した の で報告す る ．
仁方法コ本院神経科 ． 精神科 を受 診 した 患者22人 ， 平
均年齢37．5才の 安静時脳波 か ら ア ー チ フ ァ ク トや眠気
の ない 5秒間の 脳波 エ ポ ッ ク24個を選 び
，
分析時間20
秒， 40秒， 60秒 と120秒 との 振幅の 相関 を比 較検討 し
た．
r結果 およ び ま と めコ 周波数帯域別 で は 夕 2 ， ．ぱ 1 ，
ぽ 2 ， 月帯域で40秒が 最適と な っ た が ， タ 1 ， ざ 帯域
ではさ ら に 長い 分析時間の 検討が必 要 と思 え た ． 導出
部位別では タ 1帯域以 外で は40秒が 最適 と な り ， また










8 パタ ー ン 脳 波 で は 特定 で き な か っ
た 一 この こ とか ら 脳波の 振幅 に つ い て 分析時間 はお お
むね40秒で十分 で あ る と い う結果 を得た が
，
研究の 目
的や対象に よ っ て さ ら に 長 い 分析時間の 設定が 必 要な
場合もあ る こ と が 示 さ れ た ．
A13． 全自動血 液 ガ ス 分 析装置 A V L 995一 日b の 使 用経
験
0 中村 ま り子 ， 有江昌美
， 中村正 人
く金沢 医大中央臨床検査部ナ
福永寿晴 ， 寺畑喜朔 く同 臨床病理1
大谷 信夫 く同 呼吸 器 内科1
A V L 995一 口b の 基礎的検討を行 っ た ．
拍 法コ A V L9 95一 肌 の 装置 の 安定性 を み る た め
，
pH， PC O2， P O2 は
， 精度管理 物質 A V LC ON FIT E S T
l工Iを 剛 1 ， 同時再現性く1 0回連紛 ， 日 内変動 く10回さ
．
日差変動く15日 勒 を検討 した ． T 馳 は精度管理物質
Qu antraで の 日差変動く15 日間 を検討 した ． 患者検体
の 比 較 で は pH， P C O2， P O2が 1し1303 と
．
ま た
T Hbで は 工し282 と行 っ た ．
亡結果コ い 同時再現性 こ レ ベ ル 1 句 3の CV は ，
各々 pHく0■ 0241 ， 0．0 30 6， 0．0 4071， P C O2く0．5 0，
0■96， 0－541， P O2く0．45， 0．51， 0．5引 と 良好 な結果が
得 ら れ た ． 21 日内変動 ニ pHく0．0 21 8， 0 ． 0 3 8 9，
0－054り， P C O2く0．59， 0 ．52， 1．00ン， P O2く0．70， 0 ．60，
0－67ナ 3 1 日差変動 こ pHく0．0587， 0 ．0646
，
0 ．0 56 21，
P C O2く0 ．66， 0．60， 0． 6即， P O2く1 ．05， 2 ．13， 3 ．02ナ，
T f払軋 84， 0．79， 1 ．07I， り 患者検体 に よ る比 較こ 各
項目に お け る相関係数は ， pHこ 0．983， P C O2こ0． 銅8，
PO2ニ0．994
，
T Hb二0．989 と良好 で あっ たが ， PH の差
の 平均値 は A V L 995一 肌 が
， 0．0325低値 を示 した ．
A 14■ 全自動血 液ガ ス 分析装置に お ける pH の 装 置間
較差 に 関 する 検討
0 有江昌美 ， 中村ま り子
， 中村正 人
く金沢 医大中央臨床検査部1
福永寿曙， 寺畑書弼H 同 臨床病理I
大谷信夫 洞 呼吸器内科1
亡目的コIL1303， A V L 995－H b， S T A Tpro用e 5 及 び
S T A Tpr ofile 3 に つ い て pH の 装置間較差 を検討 し
た ．
亡方法 ． 結果コ 1 ． 各装置の 較正 用 緩衝液の 安定性 を
調 べ る た め ， 較正 用綾衝液 を測定直前に 満 たさ れ てい
た液 で 0 へ 1 0％ま で 2％毎に 希釈 し ， 希釈よ る 測定値
の 変化 を各装置で 比較 し た結果， 緩衝能 は IL1303 が
最 も大き く S T A Tprofile 5 で小 さ か っ た ． ま た ． 希
釈率 0く原液Iの 測定値 は ， 較正 液 に 関係 なく 各装置で
一 定の 値 を示 し た ． 2 ． 血 液ガ ス 用 コ ン ト ロ ー ル と し
て ク オ ン ト ラ ， S TAT profile c o ntrol， BloLXl gas
C O ntrOlの L E V E Ll■斗 3， お よ び患者検体く100検体1 を
用 い
， 機種間 の 差 を検討し たが ， コ ン ト ロ ー ル 間 及 び
血液で 各 々 異 な っ た 傾向を 示 した ．
亡考察 ． ま と めコ pH の 装置間較差は種 々 の 問題点 が
あ り ， 較正 液の 綬衝能の 差や
，
血 液で の 傾向が 考慮 さ
れ た pH の 標準物質の 作製が 早急に 望 まれ る ．
座 長 新谷憲治 く富山医科薬科大学1
A15． 心 筋硬 塞 に お ける 心 室遅 延電位の 検討
J 松 F敏昭， 石 田 徹 ， 榎 泰子
川 口 清美
，
石原慶子 ， 山形 美津枝
高柳声 立 く富山市民病院中央研究検査部1
心 室遅延電位 は ， 心 筋硬 塞後の 重 症 心 室性不整脈の
予 知 に 有用 と さ れ て い る ． 今回我 々 はJL一筋硬塞例の 心
室遅延電位 と硬基部位及 び心室性不整脈 の 関係 に つ い
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て検討 した ．
対象及 び方法 は ， 心 筋硬塞患者38例 で 硬塞部位 を
訟1
T ト心筋 シ ン ナ に よ り 2群 に 分 け た ． 工 群こ 前壁中隔
壁及 び前側壁24例 ， H群 二 下後壁及 び後側壁14例 に つ
い て
．
フ ク ダ製 V C M－3000 よ りVe ctroM agnitudo 法
に て
． 帯域 フ ィ ル タ ー 40へ 300 Hz， 加算回数 は256臥
陽性 を f－QRS 之1 30m s ec又 は R M S40 墓1 5JL V と し
た ． 心室性不 整脈 は ． Lo w n分類 に 準 じ た ．
結果 及 び 考察こ 工群 で29％ ， H群 で は71％に 心 室遅
延電位 を認め た ， 計測項目で I群 と工1群 の 間 に 危険率
1 ％の 有意差を認 め た ． ま た 重症心 室性不整脈 は ， 工
群で25％ ． H群で は42．8％に 出現し ， 陽性例で は各々
57％と60％と 高率と な っ た ． こ の 様 に 心 筋硬塞後 の 重
症心室性不整脈の 予 知の ス ク リ ー ニ ン グ と し て臨床的
有用性が高 い 検出法と思わ れ た ，
A 16． 気道抵抗に よ る気道過敏性の 評価
0中村正 人 ， 有江昌美 ， 中村ま り子
く金沢医大中央臨床検査部I
福永寿晴 ， 寺畑書朔く同 臨床病理1
大谷信夫 ， 桜井 滋 ， 岡田 恒人
向坂 書湖く同 呼 吸器 内科1
亡目的コ安静呼吸 に近 い 呼吸で 気道抵抗 の 測定が可能
な体 プ レ ナ ス モ グラ フ 装置 B X－82くミ ナ ト社製1 を気
道過敏性試験 に 応用 し ， そ の 有用 性 に つ い て 検 討 し
た ．
亡対象コ 安定期 の 気管支喘息患者13名， 非喘息性呼吸
器疾患患者11名 ， 健常者16名 く計40名1
亡方法コ 気道過敏性試験の 方法は原則と して 日本 ア レ
ル ギ ー 学会吸 入 試験標準化研究会 に よ る標準法 に 準 じ
て施行 し ． 特殊気道 コ ン ダ ク タ ン ス く以 下 sGa wlに よ
る反応開催 を求め ， 各対象群間の SGa w に よ る 反応開
値 を比較 し た ． ま た ， 対象の 内31例 で sGa w に 反応開
催 に お け る と 一 秒量の 変化率 も比 較 した ．
亡結果 ． 考察コ sGa w に よ る 反 応闘値は健常者群 と気
管支喘息群で 明瞭に 分かれ て お り気道抵抗 に よる 評価
は可能 で あ る ． 理 論的に も気道抵抗 に よ る評価 はも っ
と も適 して い る ． ま た ， SGa w に よ る 評価 は － 秒量 よ
り も鋭敏で あ る こ とが 示唆 さ れ ， こ の こ と は患者 の 安
全性 の面 か らも有用 で あ る と考 えら れ た ．
A1 7． 全自動体プ レ チ ス モ グラ フ 装置 B X－9 の 開発
0 福永寿晴， 寺畑 書朔く金沢医大臨床病理う
桜井 滋 ， 岡田恒 人 ， 向坂 喜湖
大谷信夫く同 呼吸器内科1
中村正人， 中村ま り 子 ， 有江 昌美
く同 中央臨床検査勒
安静呼吸下 で 測定可能 な体 プ レ チ ス モ グ ラ フ 装置
B X－82 を1988 年 の操作性 に 改良を加え た B X．9 を開発
した ．
改良点 は以 下の 通 り で ある ， 0演算 コ ー プロ セ ッ サ
を実装 し た32 ビッ ト パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に よる コ
ン ト ロ ー ル ． ユ ニ ッ ト を開発 した ． 令カ ラ ー 表示 ， ウ
イ ン ド ウ お よ び ヘ ル プ機能 を採用 し ， 簡単な操作で正
確 に 行え る よ う に し た ． 砂測定中の 被検者の呼吸状態
等必要な情報 は全て グ ラ フ ィ ッ ク モ ニ タ に 表示し ． 検
査 の 流れ を的確 に 判断出来る よう に し た ． せ全てのト
ラ ン ス ジ ュ ー サ の 校 正 を 自動 化 し た ． e 電子 ク ー ラの
容 量 を倍 に す る こ と に よ り ， ボ ッ ク ス 流量 の ドリ フト
をお さ える と 同時に ボ ッ ク ス 内の居 住性 を改善した，
砂気道過敏性試験の デ ー タ評価 プ ロ グ ラ ム を開発し薬
剤吸 入 試験に お ける 各種測定値の 変化 を グ ラ フ ィク ス
表示 す る 事に よ り的確 に 評価 で き る よ う に した ．
B 会場
河村洋 一 く石 川県立中央病院I
B l． エ ア ロ ス プ レ ー 自動染色装置 71 00 Aの 基礎的
検討
0 森 日登美 ， 田中房枝
く金沢医大中央臨床検査翰
亡目的コ血液検査 の 迅 速化 を進 め るう えで ， 染色時間
の 短縮 が不可欠と考え ， 染色時間 の短 い 米国ウ エ ス コ
社製 A E R O S P RA YSLID EST A IN E R 7100 Aくエ アロ
ス プ レ ー 法1 の 基礎的検討を行 っ た の で 報告する0
仁方 法コ エ ア ロ ス プ レ ー 法の 最適条件 を決定し ， メイ
ー グ リ ュ ン ワ ル ド ． ギ ム ザ 染色くM G染色1 と の 比較
お よ び異常細胞の 染色性に つ い て検討 し た ．
亡結果お よ び ま と めコ エ ア ロ ス プ レ ー 法の ， 染色性は
M G染色と比較 し て 多少劣 るが ， 各細 胞の 判別は容易
で ， 異常細胞 の 特徴も 明 瞭 に と ら える 辛が で き ， 日常
検査 に 導入 可能 で あ る ． メ ン テナ ン ス が 容易で操作が
簡単 で あ り ． 染色液 の 劣化が無く常 に 安定し た染色結
果 を得る事が で き る ． 染色時間 は ， 約 4分で ， 染色時
間の 大幅 な短縮 が で き る ．
本装置 は 血 液検査 の 迅 速化 に 有用 で ある ．
B 2． ドラ イ 方式に よ る P T， A P T Tの 検討
0 北川明広く浅 ノ 川総合病院中央検査鮒
血液凝固自動分析装置 で近年開発 さ れ た ドライ方式
の ドラ イ へ マ ト シ ス テ ム C G－01くA 8E T 社1 を用し
1
，
P T， A P T Tの 検討 を行 っ た ． 同時再現 性は 血祭P Tで
C V3．2へ 4．1％ ， 全血 P T は C V 2． 4％と なり ，
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血祭 A P T で C V l■ 1
へ 2 ■8％ ， 全血 A P T T は
CV l． 2％で あ っ た ． 全血と 血 祭の 測定値 で は P T
で全血 が若干長く な り ， AP T Tで は 有意差 が な か っ
た ． サ ン プ ル 量 に よ る 測定値 へ の 影響 は認 め ら れ な
かっ た ． 従 来法 と の 相関性 は P Tで y ニ 0 ．9 70 X＋
1．106， r ニ 0．970， A P T T でy ニ 0．935 X＋4．261， r
二 0．978 と共 に 良好 で あ っ た ．
B 3． トロ ン ビ ン ． ア ン チ ト ロ ン ビ ン 川 複合体測定試
薬の 比較検討
0 鳥居国雄 ， 岡田 敏春， 市川雅彦
黒 田満彦く福井医大検査部ン
凝固活性化の 指標 と な る ト ロ ン ビ ン ー ア ン チ ト ロ ン
ビ ンHI複合体測定用 試薬 で あ る エ ン ザ イ グ ノ ス ト
TA T キッ トくへ キ ス ト社 二 以 下 チ ュ ー ブ法ナ お よ び
m T テス ト 仁ティ ジ ンJ く帝人社二 以 下 ビ ー ズ法1 に
つい て検討を行 っ た ．
両者の再現性 お よ び 直線性は ほ ぼ良好 で あ り ， ま た
ヘ モ グロ ビ ン く0．8gノdり や イ ン トラ リ ビ ッ ド く0．8％1
を用い た溶血お よび 乳び の 影響 も認 め ら れ な か っ た ．
健常人 く25名1 よ り求 めた 正 常範囲は チ ュ ー ブ法0． 針－
2．2n glm トお よ び ビ ー ズ法0．4 へ 2．On glml で あり ，
両者の 間に は 良好 な相関くrこ 0． 99 8i yニ 0 ． 9 7x －
0．4釣 が得 られ た ． ま た total－F DP け ユ ー プ 法 r ニ
0．698ニ ビ ー ズ法 r こ 0．58 31， D ダイ マ ー くチ ュ ー ブ法
r こ 0．655ニ ビ ー ズ 法 r こ 0．762I， P工C け ユ ー プ 法 r
ニ0．848ニ ビ ー ズ 法 r こ 0．90即 とい ずれ も 有意 な 正 の
相関が認め られ た ． ま た D工C患者く17名Iで の 測定値 は
両試薬とも 全例異常値 を示 した ． 以 上 の 結果か ら ， 両
試薬は D工Cの診断な どに 有用 な検査法 で あ る と 思わ
れた．
B 4 ． 10年後に 悪 性 リ ン パ 腫が 発生 した 自己 免疫性溶
血性貧血 の 1 例
0 西方節子 ， 高橋繁子 ． 坂倉 力
吉 田喜代美く国立金沢病院研究検査料1
河村洋 一 く石 川 県立 中央病院血液免疫内科
症例は28才女性 ． 昭 和55年高度貧血 に て 自 己免疫性
溶血性貧血 似 下 A IH AJと診断さ れ ， 以 後 ス テ ロ イ ド
ホル モ ン に よる 治療を受 けて い た ． 平成 2年10月左 頬
都塵脹出現 ， 12月 生検 に て悪性 リ ン パ 腫 俳 ホ ジ キ ン ，
混合型， B細胞勤 と診断さ れ た ． くC Sm 診断時に は
ク ー ム ス試験 は陰性化 し ， 溶血 を示 す 所見も消失 して
いた ．
自己免疫疾患等の 長期 に わた る 免疫不全の 経過 の 中
では
， 悪性腫瘍 と く に 悪 性 リ ン パ腫 を合併 す る確率が
高く ． ま た合併 に 伴 い ， 自己 免疫疾患の 臨床症状の改
善 や血清反応の 弱陽性化あ る い は陰性化の見ら れ る こ
と が報告 され て い る ． 免疫不全状態に あ る 患者 の 末梢
血 や骨髄標本 を観察 す る と き に は こ れ ら を 念頭 に お
き ， 異型 リ ン パ 球や 赤芽球 の出現 ， リ ン パ 球数等 に 注
意 を払う必要がある ． ま た自 己抗体陰性化 が認 め られ
た場合 に は ， 悪 性リ ン パ 腰の 合併 を考慮 す る こ と も必
要 であ る ．
座長 奥村次郎く金沢大学1
B 5． パ ソ コ ン ． ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い た検査 シ ス テ ム
の 開発
0福永寿晴 ， 山崎美智子 ． 三 浦隆史
田中 佳 ， 大森政幸 ， 土谷 勇菅
山下和夫， 中野治美 ， 田 中房枝
く金沢医大中央臨床検査部1
検査情報 シ ス テ ム を構築す る に あた り 以下 の コ ン セ
プ トに よ り開発 し た ． 0情報 げ 一 夕ンの 一 元 管理 こ 全
て の 情報 は統 一 さ れ た形式 で フ ァ イ ル さ れ ， 全 て の
ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン か ら ア ク セ ス で き る ． 砂安全性 ．
信頼性 こ セ キ ュ リ テ ィ く不正 な アク セ ス や デ ー タ の 変
造防止I 機能お よ び障害対策機能 を有す る ． 命 マ ン ．
マ シ ー ン イ ン タ ー フ ェ ー ス ニ ト レ ー ニ ン グ お よ び マ
ニ ュ ア ル の 必要が な く応答性が高い ． ゆ経済性 ニ コ ス
ト パ フ ォ ー マ ン ス が 高い ． くを自主開発が可能 ．
こ れ ら を実現 す る た め に ， 0パ ソ コ ン を中心と し た
分散処理 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム ， e 専用 サ ー バ マ シ ー
ン くN F 400， NetF R A M E社1 を 使 用 す る ， G1 0 Sこ
MS． D O Sお よ び U NIX
， 砂言語 こ C 言語 ， Qlネ ッ ト
ワ ー ク O Sこ Netw are
， e ネ ッ ト ワ ー ク こE T H E R N E T
uO M bpil， 61 デー タ ベ ー ス ニR D BくB－Treelか ら成 る シ
ス テ ム を構築 した ．
本シ ス テ ム は従来 の1ノ4の 価格 で 開発 コ ン セ プ ト を
ほ ぼ満足 し て い る ．
B 6． ノ ー ト型 パ ソ コ ン を用 い た 白血球分類器 の 開発
0 三 浦隆史 ， 田中房枝 ， 森 日登 美
山下和夫 ， 福永寿暗
く金沢医大中央臨床検査部1
小 型 軽量で高性能な ノ ー ト型 パ ソ コ ン を用 い て
， 末
輸血 液像 ， 網状赤血球 な どの 用 手法デ ー タ の 入 力 を補
助す る鏡検 入力 シ ス テ ム を自 主開発 し た の で 報 告す
る ．
本 シ ス テ ム は ， 広 い ス ペ ー ス を必要と し ない た め ，
顕微鏡の 側 に 置 い て使用 で き る ． 検体 の 検査状況 を表
示 さ せ ， 任意 の 検体 を選 ん で 検査 で き る ． 鏡検 時 に
1048
は ， 患者情報 ， 血球計数デ ー タ ， 血 球計数お よ び血液
像デ ー タ の 前回傭が 参照 で き ， 専用 の ワ ー ク シ ー トを
必 要と しな い ． さ ら に ， 鏡検時 に こ れ ら の デ ー タ が参
照 でき るた め ， 精度 の 向上 が 見込 ま れ る ． カ ウ ン タ機
能 は ， 検査技師自ら が こ の シ ス テム の開発 に 従事 した
た め ， 個々 の 使用者 の 要望が充分 に 反映さ れ て お り，
操作性 が高 い ． こ の様 に 本 シ ス テ ム は ， 多機能で 市販
の白血球分類器 に比 べ て コ ス ト パ ホ ー マ ン ス が 高く 用
手法デ ー タ の入 力 に 有用 で あ る ．
B 7． オ ー ダ リ ン グ シ ス テ ム に よ る細菌検査業務 の 評
価
一 等入後 1年 を経過 し て－
0 大門長男 ， 坂 本純 子 ， 松 田正 毅
桜川信男く宮山医薬大検査部ン
近年 ， 診療情報 の 一 元 管理 と 医事業務 を始め と す る
各種業務の有機的結合 を図る た め ， オ ー ダリ ン グ シ ス
テ ム を導入 す る 施設 が増加 し て い る ． 本 院 に お い て
も ， そ の
一 環と して細菌検査業務が1990年 3月か ら稼
働し ， 以来 1年余り を経た こ とか ら評呵を試 みた ．
シ ス テ ム の 稼働に よ り ， 報告 の迅 速化 ， 培地 へ の属
性 ， 検査材料名等の記入 の 省力化 ， 検査結果検索 の省
力化， 結核菌検査の定期観察 一 覧出力， 提 出検査材料
の把握が可能 にな る な ど， 従来 の シ ス テ ム に 比較 して
省力化， 迅速化 ， 精度 の 向上 を図る こ と が 出来た ．
一 方， 細菌検査業務 に お い て 重要な疫学統計に つ い
て は病院の事情で ペ ン チ イ ン グ で ある こ と ， 現 シ ス テ
ム で は図形の 入 力が 出来な い こ とや ． 端末か らの ワ ー
プ ロ 入 力は 繁雑 であ る こ とか ら コ メ ン トの 入 力 は減少
す る な どの 課題 が認 め られ た ． しか し ， 本 シ ス テ ム の
稼働 に よ り従来 に比 べ て診療 に 対 す る寄与が増 し た と
考 えて い る ．
座長 橋本琢磨 く金沢大学1
B 8． B C A 225測定系の検討 と各種乳癌 マ ー カ ー と の
比較
0 唐木清利 ， 中川志津子 ， 小 西杢子
く国立金沢病院研究検査料1
津田宏信 く同 外科1
小西二 三 男く金沢医大第 1病 理1
ヒ ト乳癌培養細胞由来の モ ノ ク ロ ナ ー ル 抗体 で認識
さ れ る B C A225 の ELIS A キッ トくK． ア ツ セ イ ニ ク ラ
レ1 の 基礎的検討 と乳癌の診断 マ ー カ ー と し て の 意義
に つ い て検討 し た ． 亡対象コ妊婦32例 ． 乳腺症18例 ． 乳
腺良性腫瘍11例 ． 乳 癌術前1 9例 ． 乳癌 術後経過観察
371例 亡成績コQ直線性 二3．3 旬 500 Uノml， 地帯 現象 に
よ る 偽陰性 は 5，500 Uノml ま で認 め ず ， 母再現性こ
B C A平均6．89－ 28．4 ． 167■1 ． 356－7 Ulml に 対し ，
C V は4．4． 2．2 ． 4．7 ． 5．2％， 砂 3検体と 3濃度の標
準液 を用 い て の添加回収率は92■3へ 93．7％
， ゆ29過以
上 の妊婦 で は 高値 を 示 す傾向あ り ， e 術前の乳癌では
C A 15－3 と同 じく ， 3例15．8％の 陽性率で C EA 5．3％
よ り 高い が ， 乳腺 症 3例 ， 良性 腫瘍 2例 も高値 であ
り ， C A 1 5－3 や C E A よ り特異性 に 劣 る ， 61術後乳癌例
で は
，
B C A は C A 15－3 と同等 に 早 く 出現 了両者の コ ン
ビ ネ ー シ ョ ン ア ッ セ イ は ， C A 1 5－3 と CEA や B C Aと
CE Aの 組合せ よ り陽性率が高く有効 な術後管理 マ ー
カ ー と な り得 るo
B 9 ． 全 自 動 EIA測 定 装 置 A I A．1200に よ る
bs ul立1 測定 の検討
0鮎川知 子 ， 西部万 千子 ， 千田靖子
山森住江 ， 川 井 清く金沢大検査新
橋本琢磨く同 臨床検査医判
亡目的コ 血中イ ン シ ュ リ ン く工Rp 測定は ， R工A法に変
わ り高感度で非放射性の EI A法が 開発 さ れ 自動化が
可能 と な っ た ． 今 回， 全自動 E IA装置 A IA－1200く東
ソ ー 1 を用 い 工則 測定を検討 した ．
亡結果コ 患者血清 を用 い 再現性 を検討 し たと ころ ， 同
時 ． 日差再現性 は ， C V 2．5〆 － 5．7， 1．6－ v 8．5％と良好
であっ た ． 希 釈試験で は ， 30ノノ Uノmlま で 良好 な直線
性が得 ら れ た ． 共存物質の影響 は ど リ ル ビン で はみら
れ な か っ た が ， 脂質で は低値 を示 した ． ヘ モ グロ ビン
を血 清に 添加 しす ぐ測定 した場合 R工A法くA b ピー ス
イ ン シ ュ リ ン
，
栄研1 で は殆 ど彩響は み ら れ な か っ た
が ， AI A法で は 100m gldlの 添加 で低下傾向が みられ
工m 濃度が高 くな る に 従い 低下は 強く な っ た ． R 仏法
との 相関 は ， 全体 で は r ニ 0．997， y こ 1 ．33x －6．46
で あっ たが ， 20JL Ulml 以下で は RI A法 に比 べ 低く，
2叫 Uノml 以上 で は高く 測定さ れ た ． 正常 参考値は n
ニ 5 7 で 13．6メJ Uノml 以下 で あ っ た ■
B lO． 生化学的性状 よ り み た ア エ ロ ビ ッ ク的お よびア
ネ ロ ビ ッ ク 的 ト レ ー ニ ン グ効 果の 評価
0 野 手良臥 奥 田忠行 ， 桑原卓美
谷み ね 子 ， 細 谷孝子 ， 濱井由紀子
松田 正 毅 ， 新谷憲治， 桜川信男
く宵山医薬大検査鮒
梅野克身く同 第1生動
宮城匡子 ， 和 田 攻 ， 麻 野 井英次 く同 第2内剛
長距離 ラ ン ナ ー を対 象と し て ， ト レ ー ニ ン グ効果を
呼気 ガ ス と血液生化学 か ら評価 し た ． 対 象お よ び方
法二 対象は 6人 く男 5人 女 1 人， 平均30．1歳 い レ
ー
ニ ング法は ， 汀く短距離 を全速力の 約70％ で 走る1の ア
ネ ロ ビ ッ ク くA叩 と L S Dく長距離 を マ イ ペ
ー ス で 走
るンの ア エ ロ ビッ ク 仏 即 で あ る ． 方法 は A Nを 2 回
後 A E を， その 後 A Nを実施 した ． 測定 は エ ル ゴ メ
ー
タ 一 連動試験 に よ り行 っ た ． 結 果 二 酸 素摂取量くVoカ
は ， 3 回目 の A N で Vo卯 ajtが 上 昇 し た ， A T
くAnaer obic thre sholdlは A E で上昇 し た － ト リ グ リセ
ライ ド は， A E がA Nよ り低値， A E は V。2m aX60％
まで A N は30％程 まで 減少 し以 後上 昇 し た ． 呼吸 商
くRQIは A Eが0．70， A N が0．80 であ っ た ． 乳酸と カ リ
ウム で は， 両方と も類似 し た変化 を示 した ． C P Kは ，
400rUノL 以上 で障害が認め ら れ た ．
座長 長谷川俊雄く福井医科大学I
座長 馬渡 一 浩 く金沢大学医療短大1
B ll． 日立7150に よ る無希釈ア ポ リ ボ 蛋 白測定の 基礎
的検討
0 中 ロ 茂樹． 長原三 輝雄 ， 堀 田 宏
笹島正 一 く金沢大検査部1
橋本琢磨く同 臨床検査医学1
ア ポ蛋白の測定 は希釈法 を用 い ， 日立7150に て測定
してい るが ， 多数検体 を処理 す る 日常検査 で は
， 迅速
性や希釈誤差 な どの 問題か ら無希釈法 の開発が望 まれ
る ． 今臥 標準物質の 希釈系列 を変 え て無希釈測定が
可能か検討し た ．
3種類の コ ン ト ロ ー ル 血 清 を用 い た 同時再現性 の
C V は， 3％以下 で ， 目差再現性に お い て も ， 4％ 以
下と良好で あ っ た ． 共 存物質 に よる 影響 は ， ヘ モ グロ
ビ ンで は， ア ポC 工工で 260m gノdl以 上 で 若干低下 が み
られた ． 乳 ビで は ア ポ C H
，
E で負の 影響が 顕著に み
られた ． 直線性は 希釈 測定 の 50％程度 し か 得 ら れ な
かっ た ． 希釈法と の 相 関は ， 直線性の 得 られ た 範囲で
相関計数 r ニ 0．95へ 0．99 と良好で あ っ た ．
今後 ， 直線性 の 改善及 び ， 乳 ビの 影響 の 回避 に つ い
て更に 検討 を進 め る必 要が ある ．
B12■ 尿中微量 ア ル ブ ミ ン の ス ク リ ー ニ ン グ試薬 の 評
価
0 泉 敦 ， 杉本英弘， 橋本儀 一
森河 浄 ， 黒 田満彦く福井医大検査部ナ
尿中微量 ア ル ブ ミ ン くM A Ul 定性法で あ る ア ル ブ
シュ アくエ ー ザ イ1お よ び ミク ロ プ ミ ン チ ス トくエ ー ム
スユに つ い て検討 した ，
測定感度は共 に 約 30m gハ と試験紙法 の 約10倍の 感
度を有して お り
， 尿蛋白陰性 の糖尿病患者 を ス ク リ ー
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ニ ン グ し た結果 ， 25 へ 44％に 潜在性 の 腎症 が発見 さ
れ ， 糖尿病性腎症の 早期発見 に は十分な感度 で あ る と
思 われ た ． ま た ， 両試薬 と も容易 に 短時間で判定が可
能 で あ り ， 再現性 に 優れ る こ とか ら， 集団検診 な ど に
お け る M A Uス ク リ ー ニ ン グ用 試薬と し て 実用 性が 高
い と思 わ れ た ． 両者の 比較で は ， 経済性 に つ い て は ミ
ク ロ プ ミ ン 法 に 利点が あ るの で 一 次ス ク リ ー ニ ン グ用
に
，
ア ル プ シ ュ ア法は ア ル カ リ尿 ． グロ ブ リ ン 尿 ， プ
ロ ゾ ー ン 現象の 影響 を受 け る可能性は少 なく ， 特異性
に 優れ てtlる の で ， 一 次 ス ク リ ー ニ ン グで 陽性 を呈 し
たも の の 確認法と し て用 い る こ と に よ り ， そ れ ぞ れ の
利点 を生か す こ と が で き るも の と 思 われ る ．
B13． 尿中低濃度蛋白定量に お け る測定方法間差 と蛋
白組成 に つ い て
0 前越 大 ， 川端 薫， 玉 田外書子
安藤幸子 ， 宮本智子 ， 小 西奮子
く国立金沢病院研究検査料ン
E 目的と 方法ユ 尿蛋白 定 量 3 法 一 帖 喝 Sbu ry Cla rk
くK CI法 ， Pyroga roll RedくP Rl 法， C B B－ G250くC Bl
の 蛋白組成 に 対 す る反 応性を実験 ， 夫々 の 特異性 と感
度 に つ い て検討1 材料コ50m gldlに 調整し た A lbく静
注用 A lb二 L A 2000測定Iと IgGくH BI GこB N封 と プ ー
ル 全血清 げ ユ ー レ ッ ト音割 及 び 1－30m gノdlの 蛋 白
尿83例 ． 亡結果コ 0希釈試験 と再現性 か ら感度 は K C
法 10mgldl P R法 3m gノdl C B法 3m gノdl， QIK C法は
A lbを 3倍 ， P R法と C B法の 標準物質 Alb を2．3 と
2．8倍高値 に 測定 ． 高い Alb 特異性 を有 し， 低蛋 白尿
を高く測定す る の で 実質的な感度は 4－3m gノdl と考
え られ た ． 侵P R法 は全血 清をや や 低め84％に 測定 ，
C B法は Alb特異性 を有す る の み で は なく他 の 蛋白も
平均的 に 検出可能
， ゆ Alb を標 準物質 に す る 方が
Alb特異性が増 し感度も高い ． 61 1－30m gldlくP Rl蛋
白尿の 測定値 と高感度免疫測定 の Alb， a lM G， P2
M G と は相関性くr ニ 0．76， 0 ．84， 0．5即 が あ り ， 2 －
3m gノdl ま での 測定値は信頼性 と臨床的意義が あ る と
考え ら れ た ．
B14． ド ライ ケ ミ ス トリ ー くエ ク タ ケム 700 X Rl に よ
る ア ン モ ニ ア測定の 基礎的検討
0 田 中佐知子 ， 井村敏雄 ， 泉 敦
加納章弘， 長谷川 俊雄 ， 森河 浄
黒 田 満彦く福井医大検 査部I
エ クタ ケ ム 700 X Rの ア ン モ ニ ア測定 に は ， 標 準法
であ る酵素法と の 測定値 の不 一 致な どが 問題と な っ て
い た ． 最近， コ ダ ッ ク 社 か ら 問題点 を改善 す る た め
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キ ャ リ プ レ ー タ と測定 レ ベ ル の 変更が 行わ れ た ． そ こ
で我々 は新測定 レ ベ ル に お ける ア ン モ ニ ア測定の 基礎
的検討 を行 っ た ．
試料 に は ， E D T A－2 K加 血祭 を用 い た ． 測定原葦削ま ，
ア ン モ ニ ア ガ ス と プ ロ ム フ ェ ノ ー ル ブ ル
ー を 反 応 さ
せ ， 生成 した 青色色素 を 6000n m で反射測光 し て ， ア
ン モ ニ ア濃度 を求め る ． 測定時間は ， 約 5分で あ る ．
直線 性． 再現性 と も に 良好 な 結果 が得 ら れ た ． ま
た ， 他法 と の 相関 で は ， 特 に 酵 素法 と の 間 に r ニ
0． 錮8， y ニ 0．98x ＋8．13 と有意 な 相関関係 が認 め ら
れ た ． 健常者と肝疾患患者で の ア ン モ ニ ア レ ベ ル は ，
肝疾患患者で有意 に 高値と な っ た ． 以上 ， 本法は 簡便
で迅速 に結果が得 られ る の で ， 特に 重症肝疾患患者の
管理 に 有用と思われ た ．
B 15． 血 清網走量法 の ミ ク ロ ス ケ ー ル 化
0 本間啓子 ， 馬渡 一 浩 ， 杉谷加代
山岸高由， 谷 島清郎
く金沢大医療短大ナ
血清鋼の測定 は ， 従来 バ ソ ク プ ロ イ ン を キ レ ー ト試
薬と して用 い る Lande rs－Zak 法 くバ ソ ク プ ロ イ ン 法1
が ， 主 と して利用さ れ て き た ． しか し， こ の 方法で は
検体と して 2ml とい う多量の血清 を必要 と す る 欠点
があ る ． そ こで ， 今回 ， 血 清鋼測定 に 必要な血清量 の
ミ ク ロ ス ケ ー ル 化 に つ い て シ ー ユ ー テ ス ト ワ コ ー く和
光純薬1を用 い て 検討 した ． 特 に ， い 除 タ ン パ ク操作
く遠心分離1に お け る検体の ロ ス を減 らす こ と が で きな
い か ， 2う 比 色定量時 の セ ル 内液量 を ど こ ま で 減 らす
こ と が可能か ， の 2点 に つ い て基礎的検討 を行っ た ．
その 結果， 除 タ ン パ ク に 必 要な遠 心 時間は ミ ク ロ 遠心
機の利用に よ り ， 3分間く1万 回 転I で良 い こ と が わ
か っ た ． ま た ， 比色用 に ミ ク ロ セ ル や 特殊ブ ラ ッ ク セ
ル を用 い る と ， 血 清量が 0．3句 0．2ml で再 現性 の よ い
測定 が可能であっ た ． さ ら に ， マ イ ク ロ プ レ ー ト を使
う と ， 測定に 必要な 血清量 は 0．1ml までに 減 らす こ と
が 可能であ っ た ．
座長 黒 田満彦く福井医科大学1
B16． 最近経験 した シ ス チ ン尿 症の 1症例
0 二 木敏彦 ， 油野友 二 ． 山本 豊
く金沢赤十字病院中央検査部I
入道秀樹く同 小児科1
今回我々 は 先天性 の尿細管吸収障害で あ る シ ス テ ン
尿症 を経験 した ． しか し ， 尿沈液中シ ス チ ン 結晶量 が
短期間 に 著 しく 変動 した た め ， そ の変動の 原因 を中心
に 検討 した ．
会
症例 ニ45才 ， 女性 ， 1 991年 3月 5 日子 宮筋腫の ため
子 宮摘出 ．
方 法こ シ ス チ ン 結晶量 の 変動因子 と さ れ る尿比重
く尿 の 濃紺 ， 尿 pH， 蛋白 ． メ チ オ ニ ン の 摂取量 ， 薬剤
な ど を レ ト ロ ス ペ ク テ ィ ブに 検討 し， さ ら に 尿中アミ
ノ 酸分析 をお こ な っ た ． 結果 こ こ れ らの 因子 は今回の
著 しい 変動の 原因 と して は考 え られ な か っ た ． 又 ， 尿
中 ア ミ ノ 酸分析の結果 よ り ， シ ス チ ン 結晶の量 にかか
わ らず多 くの シ ス チ ン が 尿中 に 排泄 され て い た ． 従っ
て ， シ ス テ ン を溶存 させ るた めの 別の 因子 の 存在が推
定 さ れ たが ， こ れ を 明 ら か に す る こ と は で き なか っ
た ．
B 17． レ ー ト法 を用 い た N A G活性測定試薬の基礎的
検討
0 中明美佐枝 ， 長 原三 輝雄， 堀田 宏
笹島正 一 く金沢大検査軌
橋本琢磨く同 臨床検査医勒
今 回我 々 は ， N A G活性測定法 に お ける エ ン ドポイ
ン ト法 と レ ー ト法 に つ い て 日立705を 用 い て基礎的検
討 を行っ た の で報告す る ． 再現性 で は ， 高濃度 ． 中濃
度 ． 低濃 度に お い て検討 した と こ ろ c．v． は 5％程度
と な り ， レ ー ト法に お ける低濃度 の同時再現性及び日
差再現性 の C．V． は エ ン ド法 の2．57％ か ら0．05％ ，
5．37％か ら3．22％と な り良好な結果を得た ． 直線性で
は ， レ ー ト法 は150 UノL ま で しか ない が 100 U几 を超
え る検体 は稀であ り ， 成 人正 常値 は 7 UノL 以下である
の で 日常検査 に は問題 は ない と思わ れ る ． 両測定法に
お け る相関 は r ニ 0．964 と良好 で あ っ た ． 共存物質の
影響 の検討 で は ， エ ン ド ポイ ン ト 法 は 蛋白 で 0．44gノ
dlか ら ， 溶血 ヘ モ グ ロ ビ ン は高濃度 に な る と影響を受
け た が ， レ
ー ト法で は 蛋白は 2．2g佃1， 溶血 ヘ モ グロ
ビ ン は 450m gノdlま で 受 け なく な っ た ． 以 上 の 結果よ
り ， レ ー ト法 に お け る N A G活性測定は エ ン ド ポイン
ト法よ りす ぐれ て い る と 思 わ れ る ．
B18． レ ク チ ン 沈澱法 に よ る 骨型ア ル カ リ性 ホ ス フ ァ
タ ー ゼ測定 の 検討
0加納章弘 ， 井村敏雄 ， 祖父江富由貴
田中佐知 子 ， 長谷 川俊雄， 森河 浄
黒 田 満彦く福井医大検査鮒
レ ク チ ン くW G AI を 用 い た沈澱 法 に よ る骨型アルカ
リ性 ホ ス フ ァ タ ー ゼ くA L Pl の 迅 速測定 に つ い て検討
を 行 っ た ．
W G A沈澱法は ， B M Yの アイ ソ A L P測定試薬を用
い
， 試料 と W GA を等量混和 し ， 室温で30分間反応さ
せ たの ち ． 10000 G， 2．5分間遠心 し ， 上 清の A L P活性
を CO B A S FA R AIIで 測定 した ． 骨型 A L P活性は ，
次式よ り求め た ．
骨型 A L P活性くm川 二
1．118X総 A L P活性 － 2．35X上 清の 活性
再現性， 直線性は ， 良好な結果が得 られ た ． 共存物
質の遊離型 ビ リル ビ ン ， 抱合型 ビ リ ル ビ ン ， ア ス コ ル
ビン 酸
，
乳 び ， グ ル コ ー ス な ど の 影 響 は 認 め ら れ な
か っ た 了 溶血 で は ， 総 A L P活性 に 負の 影響が あ っ た
が
，
骨型 A L P活性 に は認め ら れ な か っ た ． レ ク チ ン
酎口電気泳動法と の相関で は ， r 二 0．972， y ニ 0． 98
X ＋1． 錮 と有意な相関関係が認 めら れ た ． 以 上 ， 本法
は， 電気泳動法に 比 べ 操作性が簡便 で あ り ， 一 度に 多
検体の 迅速測定が可能 で あ っ た ．
819． じ ん肺患者の 血 中工V型 コ ラ ー ゲ ン と 川型 プ ロ コ
ラ ー ゲ ン ペ プ チ ド くP l工貯ン の検討
0 石 倉宗浩
，
小嶋 修 ， 高橋繁夫
く富山労災病院検査料J
柴 田和彦 ， 野田 八 嗣く同 内科
太田 五 六 く同 病埋ン
拍 的コ工V型コ ラ ー ゲ ン と P工肝 の じ ん肺 に お ける 意
義に つ い て検討 した ．
亡対象と方法コ 対象は当院の じ ん肺患者52名で ， 年 令
は63．1士5 ．3才 ， す べ て 男性 ． 工V型 コ ラ ー ゲ ン は
DPC 社の キ ッ ト を用い ， 則A 二 抗体法で N 末端の 7
S部分を測定 し， P王工IP は固相法くR M A射 で 測定し
た．
亡結果と考察コ じ ん肺 患者の 血 判 V型 コ ラ ー ゲ ン と
PIIrP は． そ れ ぞれ 4．91士0 ．8 2く2．4 へ 6 ．5ナ nglml，
0．584 士0－145く0．39旬 1 ．101Uノml で， か ソ トオ フ値 を
各々6．0， 0．8 と し た とき の 陽 性 率 は そ れ ぞ れ4ノ5 2
く7■7％1， 5ノ43く11．6％1に 過 ぎなか っ た ． 工V 型コ ラ ー ゲ
ンと P工貯 の 間 に は 相関が認 め られ な か っ た ． 線維増
殖性変化が強い X線病型 4 型 と 1 へ 3型 の 比 較 で は
，
押型 コ ラ ー ゲ ンが4．81 士0．83v s5． 1 1 士0．7 7
，
Pl工IPが
0．554士0．103v sO．653士0．201 で P 工肝 に 有意善が認
められ た ■ こ れ らの 結果か ら 両指標 は積極的 に は じん
肺の 線推化 マ ー カ ー と し て 有用 と は考 え難 か っ た ．





座長 沢 口 毅
1 ． 指間部 に 発 生し た glo m u s腫 瘍 の 1例
1 051




2 ． 膝関節に 発生し た血管腫 の 1例
0 津畑 修 ， 岡田正 人 ， 道下正 光
西島裕 一 郎 く金医大整外1
3 ■ 深膝 義教帯部 に 発生 し た bu rsalo stecxIho ndro m－
atosis の 1例
0 宮崎俊聴 ， 南里 泰弘く厚生連滑川病院整鮒
4 ． 半月板真贋 くm e nis cu sga nglionl の 2症例
0 関戸弘通 ， 山田 均
， 北野 悟
伊藤俊 一 ， 岡 田 知佐子 く高岡市民病院整外I
5 ． 外傷性膝内障 に お ける M Rlの検 討
0 津保雅彦 ， 仲井間憲成， 西川 浩
玉 野健 一 く黒 部市民病院盤外1
6 ． 化膿性膝関節炎に 対 する 鏡視下手術 の 治療経験
0 萩原修平 ， 澤田 米造 ， 金相浩 一
横浜安生く横浜栄共済病院整外さ
座長 松本忠美
7 ． Cuffte ar arthropathy に 対し て 人 工有閑節置換術
を行 っ た 1例
0水野 勝則， 下崎英 二 ， 仲 克巳
富田勝郎く金大整外ン
8 ． 手関節外傷 に お ける 関節造影の経験
0 三 秋 宏く三秋整外1
加藤 日出治く加藤整外1
福田喜難く福田整外1
9 ． Bate ma血 型 人 工骨頭 の inn e rbe aring 破損 の 1例
0 松田英三 ， 北野 善行， 横川明 男
片山 元 ， 相木 一 秀 t砺波総合病院整外1
10－ カ ン ジ タ菌 に よ る化膿性股関節炎の 1例
0 越 田昌宏 ， 谷 口 充 － ， 道下 正 光
西 島裕一一 郎 く金医大整外1
11， Eosinoph uic Fas ciitis の 経験
コ太 田 悟 ， 松本忠美， 勝木保夫
西野 暢 く金大 整 外1
座 長 梅田真一一 郎
12 ． 神経根症 状 を伴 う腰椎分離症
J 赤川 節 二 ， 手井喜久 男， 増 山 茂
沢 口 毅． 毛 利良彦 く富山市民病院整外1
13． 頸 椎脊柱管拡大術の 治療成績
0 滝野哲也 ， 山田 浩
， 島 巌
国下正 英， 竹内尚人 ， 青山和裕
く石 川 県立 中央病院整外1
14． 当初歩行が可能 で あ っ た 高齢者の 第11胸椎脱臼骨
折の 1例
0 中谷 聡 ， 一 前久芳 ， 米澤幸平
1 052
酒井康 一 郎 く国立 金沢 病院整外I
15． m mb bell 型 を呈 した腰椎邪悪性 リ ン パ 腫の 1 例
0堀井秀 一 ， 加藤義治， 市村和徳
坂 口 華宗， 飯田唯史 く富山医薬大整外1
川 口 誠 く同 第 2病理1
16． カイ ロ プ ラ ク ティ ッ ク デ完全麻療と な っ た 馬尾腫
癖型 epe ndym O ma の 1 例
0 横山光輝 ， 長 田茂樹 ， 中橋謙次
高橋啓介 ． 富田 勝郎 く金大整外一
生方 彰く城北病院整外1
17． 難治性足部潰瘍 を繰り返 し た 脊髄脂肪腫 の 1例
0 古瀬久裕 ． 樋口 雅章 ， 岩井義信
橋本 二 美男 ， 藤田 国政 ， 小 林 尚史
く富山県立中央病院整外1
18． 石川 県に お け る側湾癌検診
－ 9年間の結果 －
0 大成永人 ． 高橋啓介 ， 長田 茂樹




B ． 日本整形 外科学会教育研修講演
座長 富田勝郎く金大1
F慢性関節 リ ウ マ チ に 対す る 薬物療法の 最近の 動向J
田中清介く近畿大学医学部1
第20会場 臨床 口 腔外科分科会
第11回 臨床口腔外科分科会
一 般演題
座長 坂下英明く石 川 県中1
1 ． 当科に お ける M RSA 感染 の 検討
0 米森 誠 ， 河内昭人 ， 美濃千嘉子
寺島龍 一 ， 岩井正 行 ， 古田 勲
く富山医薬大1
2 ． 頚部結核性 リ ン パ 節炎の 1例
0 宮田 勝 ， 宮 本日 出， 坂下英明
車谷 宏く石川県立中病1
3 ． 横 隔に 波及 した重篤な顎顔面蜂寓織炎の 1例
0斎藤 輸 ， 岩佐昌典 ． 林 解平
石 井保雄 く福井医大J
4 ． 歯性病巣感染の 3例
一 腰 集反応 を用 い て の解析 一
中新敏彦 伽賀八幡温泉病院ナ
座長 船本長 一 朗 く金沢医大 ． 口外1
5 ． S EQC Tに よ る下顎 骨骨塩畳
0 玉 井 学 ， 石井保雄 偏井医村
6 ． 20．Methylchor anthr en eに よ り誘発 し た 腫瘍培養
細胞の増殖抑制 に 関す る 実験的研究
－ グリ チ ル リ チ ン に 対す る 反 応 に つ い て －
0 鈴木 一 ， 塩 田 覚， 立浦 秀丸
上 田由美 ， 船本長 一 朗 ， 高沢 一 長
大平 三 四郎 く金沢医大 ． 口州
7 ． 顎 関節円板培養細胞 の増殖 に 関す る実験的研究
－ コ ハ ク 酸プ レ ド ニ ゾロ ン添加の反応に つ いて －
0 上 田 由美， 塩 田 覚 ， 松井勇樹




トロ腔粘膜癌 の浸 潤機序 に 関す る 研究J
熊谷茂宏く金沢大学講師
座長 香林正治く金沢医大 ． 矯正1
8 ． 片側性曖筋肥大症 の 1例
0 中川典孝 ， 稲垣 慶子 ， 朝倉慎 一 郎
佐 渡忠司， 永森 司 ， 岩井正行
古田 勲く富山医薬対
9 ． 外科矯正 を行 っ た 下顎 前突症 の 2例
0 勝田 誠， 香林 正 治， 出村 昇
中川 真 ， 須佐美隆三 く金沢医大 ． 矯正1
10． 開曖症 に 関 す る外科的矯正手術
0 足立 尚， 佐 々木真 一 く福井県立病院1
角谷慶範 く郡立高島病院1
座長 岩井正行く富山医薬大1
11． 高齢 者に 見ら れ た下顎骨中心性粘表皮癌の 1例
0斎木康正 ， 室木俊美 ， 山本悦秀
く金沢カ
12． 顎下部 に 見ら れ た 悪性リ ン パ 腫 の 1例
0 滝野 隆久， 熊 谷茂 宏， 室木俊美
山本悦秀く金沢対
13， 口 腔 と 甲状腺 に 見 ら れた 重 複癌の 1例




1 4． ジ フ ェ ニ ル ヒ ダ ン トイ ン に よ る歯肉増殖症 の2例
0 中沖 一 人 ， 奥 田 泰生 ， 山内浅則
杉本裕史， 岩井 正行 ， 古田 勲
く富山医薬対
15． 末梢性顔面神経麻痔の 2例
0 宮本 日出 ， 宮田 勝， 坂 下英明
く石川県立中風
甘 管外 ， 腺体外 に 逸出した 顎下脾唾 石 の 2症例
0 日尾 清史， 森 和久 く高岡市民病院I
座長 林 解平く福井医大I
17． 当科 に お け る最近 1 年間の 入院患者の 臨床統計的
観察
0 森 和久 ， 日尾清史く高岡市民病院I
18． 当科 に お ける 顎変形症手術症例 の 臨床統計的観察
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0 室木俊美 ， 斎木康正 ， 山本悦秀
く金沢大1




宮本 日出， 宮田 勝
く石川県立中病1
東野純也く東野病院I
